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管理ガイド
このマニュアルでは、ユーザ・アクセス、プロファイル、ポリシー、スケジュール・ジョブ、バックアップお
よびリカバリ操作など、 Snap Creator 4.3.3 の Snap Creator サーバおよびエージェントを管理する方法につ
いて説明します。

Snap Creator Framework の動作

Snap Creator Framework を使用すると、あらかじめパッケージ化されたカスタムプラグ
インを使用できるため、 Windows および UNIX （ AIX 、 HP-UX 、 Linux 、 Solaris ）
のさまざまな環境で、さまざまなサードパーティ製アプリケーション、データベース、
ハイパーバイザーのデータ保護を標準化し、簡易化できます。

Snap Creator は、 Snapshot 、 SnapVault 、 Open Systems SnapVault 、 SnapMirror の各機能に加え、
NetApp Management Console のデータ保護機能、 Operations Manager コンソール、 FlexClone を活用する
ことで、以下の機能を実現します。

• アプリケーションと整合性のあるデータ保護

重要な情報をバックアップするための一元化された解決策。既存のアプリケーションアーキテクチャと統
合して、データの整合性を確保し、運用コストを削減します。

• 拡張性

モジュラ型アーキテクチャとポリシーベースの自動化により、迅速な統合を実現します。

• クラウドへの対応

オペレーティングシステムに依存しない Snap Creator 機能。物理プラットフォームと仮想プラットフォ
ームをサポートし、 IT サービス環境およびクラウド環境との相互運用性を実現します。

• クローニング機能

スペース効率に優れたデータクローニングは、開発とテストを目的としてサポートされています。

次の図は、 Snap Creator Framework のコンポーネントを示しています。
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Snap Creator を使用するメリット

Snap Creator Framework は、さまざまなストレージ要件に対応するシンプルで柔軟なソ
フトウェアフレームワークを提供します。

Snap Creator は、さまざまなストレージ要件に対応するために、次のような状況で使用されます。

• 複数のオペレーティングシステム、ハイパーバイザー、アプリケーション、データベースが存在する環境
を、 1 つのインターフェイスとして管理できます。

• SnapManager 製品を搭載していないアプリケーションまたはデータベースのバックアップ、リカバリ、
クローニングを行う場合。たとえば、 IBM DB2 、 MaxDB 、 SAP HANA などです。

• SnapManager for Microsoft Exchange Server および SnapManager for Microsoft SQL Server が環境にセッ
トアップされている場合、バックアップおよび監視用の一元化されたインターフェイスとして機能する

• SnapManager 製品を含むアプリケーションまたはデータベース（ Oracle など）を使用しているにもかか
わらず、ホスト環境が Interoperability Matrix （ IMT ）などの要件を満たしていない場合。

• ストレージ操作用のカスタムスクリプトを置き換えることで、整合性のある方法で Snapshot コピーを作
成し、 SnapVault 更新や SnapMirror 更新を実行し、ボリュームや LUN のクローンを作成し、 Snap
Creator のワークフローを通じて任意の場所でカスタムスクリプトを呼び出すことができます。

Snap Creator のアーキテクチャ

Snap Creator のサーバおよびエージェントは包括的なアーキテクチャを採用しており、
Snap Creator サーバ、 Snap Creator エージェント、プラグインの 3 つの主要コンポー
ネントで構成されています。

Snap Creator は、以下の概略図に示すように、さまざまなテクノロジや製品と連携および統合されます。
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概略図に示されているネットアップのソフトウェア製品はオプションです。ただし、 Snapshot テクノロジを
除き、 Snap Creator Framework が機能するために他のソフトウェア製品は必要ありません。

Snap Creator サーバの概要

Snap Creator サーバは、 Snap Creator Framework のメインエンジンです。

通常、 Snap Creator サーバは物理ホストまたは仮想ホストにインストールされます。このサーバは、 Snap
Creator のグラフィカルユーザインターフェイス（ GUI ）と、ジョブ、スケジュール、ユーザ、ロール、プロ
ファイルに関する情報の格納に必要なデータベースをホストしています。 構成ファイル、プラグインのメタ
データが含まれます。Snap Creator サーバは、 Snap Creator 内で scServerに 短縮されることがあります。

次の図は、 Snap Creator サーバのアーキテクチャを示しています。
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Snap Creator サーバのコンポーネントは、通常は Java で記述され、中央のバックアップサーバにインストー
ルされます。小規模な環境では、このコンポーネントは、管理するアプリケーションまたはデータベースがイ
ンストールされているホストにインストールできます。Snap Creator サーバのコンポーネントは次の要素で
構成されます。

• * ワークフローエンジン *

Snap Creator のすべてのタスクおよびコマンドを実行します。XML ベースのマルチスレッドワークフロ
ーエンジンは、 Snap Creator の中心となるコンポーネントです。

• * Snap Creator のアプリケーションプログラミングインターフェイス（ API ） *

Snap Creator の GUI およびコマンドラインインターフェイス（ CLI ）で使用されます。

• * Snap Creator リポジトリ *

グローバル構成やプロファイルレベルのグローバル構成など、 Snap Creator のプロファイルおよび構成
ファイルに関する情報が含まれています。

• * Snap Creator の拡張リポジトリ *

Snap Creator で実行されるすべてのジョブのデータベースの場所を指定します。これには、ジョブに関す
る重要な情報やプラグインによって生成されたメタデータも含まれます。

• * Snap Creator データベース *

Snap Creator のスケジュールとジョブに関する情報、および Role-Based Access Control （ RBAC ；ロー
ルベースアクセス制御）ユーザとロールに関する情報が保存されます。

• * ストレージ・インターフェイス *
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ネットアップストレージシステムの一般的な Snap Creator インターフェイスとして機能します。この
インターフェイスは、 Data ONTAP API を使用して、 Snapshot コピー、 SnapVault 更新、 SnapMirror
更新の作成などの処理を処理します。

• * Active IQ Unified Manager インターフェイス *

ネットアップの Active IQ Unified Manager とのオプションの通信では、このインターフェイスでは、
Snapshot コピー、 SnapVault 更新、 SnapMirror 更新の作成など、 Data ONTAP API の代わりに Unified
Manager API を使用して処理を実行します。

• * エージェント・インターフェイス *

Snap Creator エージェントと通信します。通常、 Snap Creator エージェントと Snap Creator サーバは別
々の物理ホストまたは仮想ホストにインストールしますが、どちらも同じホストにインストールできま
す。

Snap Creator サーバ 4.3.0 は、 Snap Creator Agent4.1.x および 4.3.x のみをサポートして
いますSnap Creator サーバ 4.3.0 は、 4.1.x より前のバージョンの Snap Creator エージェ
ントをサポートしません

Snap Creator エージェントの概要

通常、 Snap Creator エージェントは、アプリケーションまたはデータベースがインスト
ールされたホストにインストールされ、 Snap Creator サーバから所定のアプリケーショ
ンへの休止コマンドおよび休止解除コマンドを処理します。このホストにはプラグイン
が配置されます。Snap Creator 内でエージェントが scAgent に短縮されることがありま
す。

Snap Creator エージェントは、 Snap Creator サーバのエージェントインターフェイスから Agent RESTful イ
ンターフェイスを介し、 HTTPS 経由でのみ通信を受信します。つまり、セキュアで暗号化された通信が実現
します。これは、マルチテナント環境やクラウド環境では非常に重要な機能です。自己署名証明書を使用する
と、生成された証明書を Snap Creator エージェントで使用できます。さらに、 Snap Creator エージェント
は、ユーザとパスワードの設定可能な組み合わせによって保護され、ディスクに格納されます。

次の図は、 Snap Creator エージェントのアーキテクチャを示しています。
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Snap Creator エージェント（ Snap Creator 自体内で scAgent に短縮されることもあります）コンポーネン
トには、次のコンポーネントが含まれています。

• * オペレーションおよび実行マネージャー *

Operations Manager は、受信要求、送信要求、完了要求を処理します。実行マネージャーは、リクエス
トの実行を担当します。

• * スレッドプール *

ワーカースレッドで構成されるスレッドプールを使用して、複数のタスクが実行されます。

これにより、一度に実行できる同時処理の数が決まります。実行マネージャはプラグインを実行し、スレ
ッドプール内のいずれかのスレッドで実行します。スレッドプールに 8 つのスレッドがある場合は、 8 つ
のプラグイン操作を同時に実行できます。スレッドが再び解放されるまで、新しい着信操作はキューに登
録されます。

• * ウォッチドッグ *

特定の操作の実行マネージャによってトリガされます。通常は休止し、指定時間が経過するとウォッチド
ッグは実行マネージャにコールバックして、必要に応じて操作を停止し、対応する取り消し操作を実行し
ます。たとえば、 Plug-in quiesce 機能が呼び出されて、アプリケーションがバックアップモードになり
ます。ウォッチドッグがリスニングを開始します。指定した時間内に休止解除が実行されない場合、
Watchdog はアプリケーションの休止を解除し、通常の動作モードに戻します。これは、データベースが
バックアップモードで停止しないようにするためです。

• * コンテキストストア *

ワークフローの有効期間に必要なすべての情報を保持するコンテキストストアは ' 必要に応じてプラグイ
ンにコンテキストオブジェクトを提供しますワークフローが失敗したり完了しなかったりした場合 ' コン
テキストオブジェクトは一定の期間後に削除されます

完了していないワークフローや未定義の状態で失敗したワークフローの場合、 install_path
/etc/agent.properties: context_lifetime_in_msec = 1800000 （デフォルト値 30 分）で指定されている最大
コンテキスト時間があります。この値を増やすと、 Snap Creator エージェントはより多くのメモリを占
有します。

• * プラグイン・ファクトリー *

プラグインファクトリがプラグインを起動し、分離された空間で動作することを確認します。また、
Plug-in Factory は、格納された情報にアクセスするために Context Store と通信します。また、 Plug-in
Integration Engine を使用して、 Snap Creator から Perl ベースおよびネイティブのプラグインを実行する
こともできます。

Snap Creator エージェントは、 Java 以外の言語で記述されたプラグインも使用できます。

アプリケーション統合用のプラグイン

プラグインを使用すると、アプリケーションやデータベースを整合性のある状態にする
ことができます。Snap Creator には、バイナリファイルに含まれるプラグインがいくつ
か含まれており、追加のインストールは必要ありません。
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サポートされるアプリケーションのタイプには、データベース、 E メール、ハイパーバイザー、カスタム
アプリケーションがあります。Snap Creator でサポートされているプラグインは次のとおりです。

• アプリケーションとデータベースのプラグイン：

◦ DB2

◦ IBM Domino （ Domino ）

◦ MaxDB

◦ MySQL

MySQL プラグインは、複数データベースのバックアップおよびリストア処理はサポー
トしていません。

◦ Oracle の場合

◦ SAP ハイパフォーマンス分析アプライアンス（ HANA ）

◦ Sybase Adaptive Server Enterprise （ ASE ）

• SnapManager プラグイン：

◦ SnapManager for Microsoft Exchange の略

◦ SnapManager for Microsoft SQL Server の略

• ハイパーバイザープラグイン：

◦ Citrix XenServer

◦ Red Hat Kernel-Based Virtual Machine （ KVM ）

◦ VMware （個々の仮想マシンのバックアップ用の vSphere 、 vApp バックアップ用の vCloud Director
）

詳細については、 Snap Creator の設定に必要なプラグインの情報を参照してください。カスタムプラグイン
（別名「コミュニティプラグイン」）は開発者コミュニティによって作成され、 Snap Creator で有効にする
ことができます。ただし、カスタムプラグインはサポートされていません。これらのプラグインは、 Snap
Creator が提供するインターフェイスを利用します。

詳細については、を参照してください "Snap Creator Framework のディスカッションコミュニティフォーラ
ム"。

• 関連情報 *

Snap Creator の設定に必要なプラグイン情報

Snap Creator サーバの管理

Windows および UNIX システムでは、 Snap Creator サーバの起動、検証、停止、およ
びサーバポートの変更を行うことができます。

Windows 上での Snap Creator サーバの起動、検証、停止

Snap Creator サーバサービスを開始および停止し、 Snap Creator サーバサービスが
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Windows システムで実行されているかどうかを確認することができます。

1. Snap Creator のグラフィカルユーザインターフェイス（ GUI ）が開いていない場合は、開いてくださ
い。

a. Snap Creator サーバの URL を Web ブラウザに入力します。 "<a href="https://IP_address:gui_port""
class="bare">https://IP_address:gui_port"</a>

デフォルトのポートは 8443 です。

b. Snap Creator の GUI のクレデンシャルを使用してログインします。

Snap Creator の GUI が開くと、 Snap Creator サーバサービスが実行されています。

2. コマンドプロンプトで、 Snap Creator サーバのサービスを開始または停止し、 Snap Creator サーバのサ
ービスが実行されているかどうかを必要に応じて確認します。

状況 入力するコマンド

Snap Creator サーバのサービスを開始します SC start snapcreatorserverservice

Snap Creator サーバサービスが実行されているか
どうかを確認します

SC クエリ snapcreatorserverservice

Snap Creator サーバのサービスを停止します SC stop snapcreatorserverservice

Snap Creator をフォアグラウンドで実行する場合は、 SC start コマンドではなく、次の手順を実行しま
す。

a. Snap Creator サーバがインストールされているホストでコマンドプロンプトを開き、 Snap Creator
の Serverdirectory 「 cd \install_path\scServer4.3.0_bin\` 」に移動します

b. Snap Creator サーバを起動するには、バッチスクリプト「 cServer.bat start 」を実行します

コマンドプロンプトを閉じると、 Snap Creator サーバのサービスが停止します。バッチスクリプト（
scServer.bat ）は Snap Creator をフォアグラウンドで実行するため、コマンドプロンプトが開いてい
る場合のみ Snap Creator サーバが実行されます。Snap Creator をバックグラウンドで実行するに
は、 Snap Creator サーバのサービスコマンドを使用する必要があります。

UNIX 上での Snap Creator サーバの起動、検証、停止

Snap Creator サーバサービスを開始および停止し、 Snap Creator サーバサービスが
UNIX システムで実行されているかどうかを確認できます。

1. Snap Creator サーバサービスを開始します。「 install_path/scServer4.3.0/bin/scServerstart`

2. Snap Creator のグラフィカルユーザインターフェイス（ GUI ）を開きます。

a. Snap Creator サーバの URL を Web ブラウザに入力します。 "<a href="https://IP_address:gui_port""
class="bare">https://IP_address:gui_port"</a>

デフォルトのポートは 8443 です。
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b. Snap Creator の GUI のクレデンシャルを使用してログインします。

3. 必要に応じて、 Snap Creator サーバサービスが実行されているかどうか、または Snap Creator サーバサ
ービスが停止しているかどうかを確認します。

状況 入力するコマンド

Snap Creator サーバサービスが実行されているか
どうかを確認します

「 install_path/scServer4.3.0/bin/scServerstatus 」
を参照してください

Snap Creator サーバのサービスを停止します install_path/scServer4.3.0/bin/scServerstop`

インストール後に Snap Creator サーバのポートを変更する

Snap Creator サーバが使用するポートを変更するには、 snapcreator.properties ファイ
ルを編集してサーバを再起動します。

Snap Creator サーバのポートを変更する手順は、 Windows と UNIX で同じです。次の手順では、 UNIX 環境
の例を使用します。

1. Snap Creator サーバが稼働しているシステムにログインし、インストールディレクトリ内の etc サブディ
レクトリに移動します。

cd /install_path/scServer4.3.0/engine/etc

2. テキストエディタを使用して、 snapcreator.properties ファイルを開きます。

3. 次のパラメータでポートの値（デフォルトは 8443 ）を新しいポートに変更します。

...

SNAPCREATOR_STARTUP_PORT=8443

...

SNAPCREATOR_STORAGE_URL=https\://localhost\:8443/services/v1/StorageServ

ice

...

4. snapcreator.properties ファイルを保存して閉じます。

5. Snap Creator サーバを再起動します。

/install_path/scServer4.3.0/bin/scServer restart

Snap Creator サーバのクレデンシャルの設定

Snap Creator サーバのクレデンシャル（サーバのホスト名または IP アドレス、ポー
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ト、ユーザ、パスワードの設定など）を保存しておくと、コマンドラインインターフェ
イス（ CLI ）に複数回クレデンシャルを入力するのを防ぐことができます。必要に応じ
て、保存されているクレデンシャルを削除できます。

Snap Creator サーバのクレデンシャルを設定する手順は、 Windows と UNIX で同じです。次の手順では、
UNIX 環境の例を使用します。

1. Snap Creator サーバがインストールされているホスト上で、 Snap Creator サーバのインストールディレ
クトリから次のコマンドを入力します。

「 /install_path/scServer4.3/snapcreator — credentials

次の出力が表示され、 Snap Creator サーバのデフォルトクレデンシャルを設定できるようになりまし
た。

Enter user: SCadmin

Enter password:

Enter Snap Creator server hostname or IP [localhost]:

Enter Snap Creator server port [8443]:

Enter Profile name ( or * for any profile: *

Enter Config name ( or * for any config: *

2. 各エントリに適切な情報を入力します。

Config name エントリの入力が完了すると、クレデンシャルが保存され、「 Info ： CLI credentials stored
successfully 」というメッセージが表示されます。クレデンシャルは、 snapcreator .credentials ファイル
内の .snapcreatordirectory またはホームディレクトリ内のフォルダに保存されています。

3. 保存されているクレデンシャルを削除する場合は、 snapcreator .credentials ファイルを削除してくださ
い。

Snap Creator エージェントの管理

Windows および UNIX システムでは、 Snap Creator エージェントの起動、検証、停
止、エージェントポートの変更、およびエージェントセキュリティの管理を行うことが
できます。

Windows での Snap Creator エージェントの起動、検証、停止

Snap Creator エージェントサービスを開始および停止して、 Snap Creator エージェン
トサービスが Windows システムで実行されているかどうかを確認できます。

1. コマンドプロンプトで、 Snap Creator エージェントサービスを開始または停止します。または、 Snap
Creator エージェントサービスが実行されているかどうかを必要に応じて確認します。
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状況 入力するコマンド

Snap Creator エージェントサービスを開始します SC start snapcreatoragentservice

Snap Creator エージェントサービスが実行されて
いるかどうかを確認します

SC クエリ snapcreatoragentservice

Snap Creator エージェントサービスを停止します SC stop snapcreatoragentservice

Snap Creator をフォアグラウンドで実行する場合は、 SC start コマンドではなく、次の手順を実行しま
す。

a. Snap Creator エージェントがインストールされているホストでコマンドプロンプトを開き、 Snap

Creator の Agentdirectory ： cd \install_path\scAgent4.3.0_bin\ に移動します

b. Snap Creator エージェントサービスを開始するには、バッチスクリプト scAgent.bat start を実行しま
す

コマンドプロンプトを閉じると、 Snap Creator エージェントのサービスが停止します。バッチスクリ
プト（ scAgent.bat ）はフォアグラウンドで Snap Creator を実行するため、 Snap Creator エージェ
ントはコマンドプロンプトが開いている場合にのみ実行されます。Snap Creator をバックグラウンド
で実行するには、 Snap Creator エージェントサービスを使用する必要があります。

UNIX 上での Snap Creator エージェントの起動、検証、停止

Snap Creator エージェントサービスを開始および停止して、 Snap Creator エージェン
トサービスが UNIX システムで実行されているかどうかを確認できます。

1. Snap Creator エージェントを起動または停止するか、または Snap Creator サーバサービスが実行されて
いるかを必要に応じて確認します。

状況 入力するコマンド

Snap Creator エージェントサービスを開始します install_path/scAgent4.3.0/bin/scAgentstart

Snap Creator エージェントサービスが実行されて
いるかどうかを確認します

install_path/scAgent4.3.0/bin/scAgentscAgent ステ
ータス

Snap Creator エージェントサービスを停止します install_path/scAgent4.3.0/bin/Agent stop

インストール後に Snap Creator エージェントのポートを変更する

Snap Creator エージェントがリスンしているポートを変更するには、 Snap
Creatoragent.properties ファイルで変更を行い、エージェントを再起動します。

Snap Creator エージェントのポートを変更する手順は、 Windows と UNIX で同じです。次の手順では、
UNIX 環境の例を使用します。
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1. Snap Creator エージェントが実行されているシステムにログインし、インストールディレクトリ内の etc
サブディレクトリに移動します。

cd /install_path/scAgent4.3.0/etc

2. テキストエディタを使用して agent.properties ファイルを開きます。

3. default_port パラメータの値を新しいポートに変更します（デフォルトでは、ポートは 9090 ）。

たとえば、ポート 9191 を使用するには、 default_port パラメータを次のように変更します。

DEFAULT_PORT=9191

4. agent.properties ファイルを保存して閉じます。

5. Snap Creator エージェントを再起動します。

/install_path/scAgent4.3.0/bin/scAgent restart

allowed_command.config ファイルまたは agent.properties ファイルを変更したときに
Snap Creator エージェントが実行されている場合は、エージェントを再起動する必要があ
ります。

Snap Creator エージェントのセキュリティ

Snap Creator サーバは HTTPS 経由でのみ Snap Creator エージェントと通信します。こ
れにより、セキュアで暗号化された通信が実現します。この機能はマルチテナント環境
で重要です。自己署名証明書を使用すると、 Snap Creator エージェントで独自に生成し
た証明書を使用できます。

これは Snap Creator 4.1 以降でのみサポートされます。

Snap Creator エージェントのセキュリティの管理

Snap Creator で使用できるコマンドを追加することで、 Snap Creator エージェントの
セキュリティ設定を管理できます。通信を特定の Snap Creator サーバに限定することも
できます。

Snap Creator エージェントのセキュリティを管理する手順は、 Windows と UNIX で同じです。次の手順で
は、 UNIX 環境の例を使用します。

1. Snap Creator エージェントが実行されているシステムにログインし、インストールディレクトリ内の etc
サブディレクトリに移動します。

「 cd /install_path/scAgent4.3.0.0/etc 」を参照してください
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2. Snap Creator で使用できるコマンドを追加するには、次の手順を実行します。

a. テキストエディタで allowed_command.config ファイルを開きます。

b. 必要に応じてコマンドを追加し、各コマンドを別々の行に入力します。

allowed_command.config ファイルに入力するコマンドでは大文字と小文字が区別さ
れ、大文字と小文字の区別と引用符を含めて、構成ファイル内のコマンドと完全に一致
している必要があります。

コマンド： C ： \Program Files\NetApp\SnapManager \snapDrive\sdcli.exe

コマンドにスペースを含める場合は、コマンドを引用符で囲む必要があります。

a. ファイルを保存して閉じます。

3. 通信を特定の Snap Creator サーバに限定する場合は、次の手順を実行します。

a. テキストエディタで agent.properties ファイルを開きます。

b. authorized_hosts パラメータを変更する場合は、カンマを使用してホスト名を区切ります。

ホスト名と IP アドレスの両方がサポートされます。

authorized_hosts = Lyon 、 10.10.10.192 、 FujO01

a. ファイルを保存して閉じます。

4. Snap Creator エージェントを再起動します。

「 /install_path/scAgent4.3.0/bin/scAgentrestart 」を参照してください

デフォルトのキーストアのカスタマイズ

Windows および UNIX で使用できる keytool コマンドを使用して、デフォルトのキース
トアまたは証明書をカスタマイズできます。

keytool コマンドは Java で提供されます。環境によっては、 keytool コマンドを実行するために Java のイン
ストールディレクトリに切り替える必要があります。

Snap Creator では、トラストストアはサポートされません。

1. Snap Creator エージェントを停止します。

2. 単一の証明書で新しいキーストアを生成します。

keytool -genkeypair -alias alias_name -keystore keystore.file -keypass private_key_password -storepass
keystore.password

keytool -genkeypair -alias servicekey -keystore serviceKeystore.JKS -keypass kypswd123 -storepass
kystrpswd123

3. キーストアファイルを scAgent4.3.0 の /etc/directory にコピーします
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4. Snap Creator エージェントの構成ファイル（ scAgent4.3.0 /etc/allowed_command.config ）で、
keystore.file=keystore.file および keystore.pass = キーストアのパスワードパラメータを更新します。

5. Snap Creator エージェントを起動します。

◦ 関連情報 *

Windows での Snap Creator エージェントの起動、検証、停止

UNIX 上での Snap Creator エージェントの起動、検証、停止

バックアップとリカバリのワークフロー

Snap Creator の GUI を使用して、バックアップおよびリカバリのプロセスをガイドライ
ンとしてワークフローを使用できます。

これらのタスクを実行するには、 Snap Creator が実行され、 Snap Creator の GUI が開いている必要があり
ます。サポートされていない場合は、 Web ブラウザに Snap Creator サーバの URL を入力します（"<a
href="https://IP_address:gui_port"" class="bare">https://IP_address:gui_port"</a> デフォルトのポートは 8443
）です。次に、 Snap Creator の GUI クレデンシャルを使用してログインします。

次の図は、プラグインを使用してシステムのバックアップとリカバリを実行する場合の全タスクを示していま
す。

ワークフローに記載されているタスクは、コマンドラインインターフェイス（ CLI ）からも実
行できます。CLI の詳細については、 CLI コマンドラインの関連資料を参照してください。
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• 関連情報 *

Snap Creator コマンドラインインターフェイスの使用に関するガイドライン

プロファイルの作成

Snap Creator の GUI を使用して、構成ファイルを整理するためのプロファイルを作成で
きます。

Snap Creator の GUI を初めて開いたときに、新しいプロファイルを作成するように求める New Profile ダイ
アログボックスが自動的に表示されます。

1. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Management * > * Configurations * を選択します。

2. [* プロファイルと構成 * （ * Profiles and Configurations * ） ] ペインで、 [ プロファイルの追加 * （ * Add
Profile * ） ] をクリック
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[ 新規プロファイル（ New Profile ） ] ダイアログボックスが表示されます。

3. 新しいプロファイルの名前を入力し、 * OK * をクリックします。

新しいプロファイルが [ プロファイルおよび構成 s] ペインに表示され、構成ウィザードが右側のペインに
表示されます。

グローバル構成ファイルを作成しています

グローバル構成ファイルを作成して、ストレージコントローラ、 Storage Virtual
Machine （ SVM ）、または VMware クレデンシャルの設定をバックアップポリシーと
分離できます。

グローバル構成ファイルを使用すると、アクセスを制御し、バックアップおよびリストア処理を実行できま
す。

次の 2 種類のグローバル構成ファイルを作成できます。

• * スーパーグローバル *

この設定では、すべてのプロファイルのすべての設定が環境されます。

• * プロファイルグローバル *

この構成では、プロファイル内に作成されたすべての構成が環境されます。

a. Snap Creator の GUI のメインメニューで、 * Management * > * Global Configurations * を選択しま
す。

b. グローバル構成ペインで、 * グローバル作成 * をクリックします。

右側のペインにグローバル構成の設定ウィザードが開きます。

c. 設定ウィザードに入力して構成ファイルを作成します。

i. [Configuration] ページで、グローバルコンフィギュレーションタイプ（ [Super Global] または
[Profile Global] ）を選択します。

構成ファイルの名前は、デフォルトでグローバルに設定されています。この名前は変更できませ
ん。

グローバル構成タイプとして Profile Global を選択した場合は、プロファイルを選択します。

デフォルトでは、構成ファイルにパスワードがクリアテキストで表示されないように、
パスワード暗号化が有効になっています。

i. [ プラグインの種類 ] ページで、プラグインの種類を選択します。

ウィザードで表示されるページは、選択したオプションによって異なります。
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プラグインタイプオプション 次のページ 次のページ

仮想化プラグイン • 仮想化プラグイン * 設定する
プラグインを選択します。

• 認証情報 * 選択したプラグイ
ン・オプションの認証情報を
入力します。

なし • ストレージ接続設定 *

+ プラグインクレデンシャルの詳細については、プラグインのドキュメントを参照してください。

i. Storage Connection Settings ページで、転送タイプ（ HTTP または HTTPS ）を選択します。

選択した転送タイプの標準ポートが表示されます。ストレージシステムで非標準ポートが使用されて
いる場合は、ポートのフィールドにポート情報を入力します。

ii. コントローラ / SVM のクレデンシャルページで、この構成ファイルにボリュームが含まれている各ス
トレージコントローラまたは SVM の IP アドレスとログインクレデンシャルを入力します。

構成には、少なくとも 1 台のストレージコントローラまたは SVM を追加する必要があ
ります。vsimトンネリング機能を使用するには、[IP Tunneling *]チェックボックスをオ
ンにします（クラスタのみ）。

iii. コントローラのクレデンシャルページで、コントローラが正しい情報を表示していることを確認しま
す。

変更が必要な場合は、コントローラを選択し、 * Edit * をクリックします。

iv. DFM / OnCommand の設定ページで、 Snap Creator 構成と NetApp OnCommand 管理ツールを統合
する場合は、を選択して詳細を指定します。

v. 概要を確認し、 [ 完了 ] をクリックします。

構成ファイルを作成しています

設定ウィザードを使用して構成ファイルを作成できます。

1. Snap Creator の GUI のメインメニューで、 * Management * > * Configurations * を選択します。

2. [ プロファイルと構成 ] ペインで、新しい構成ファイルを配置するプロファイルを右クリックし、 [ 新しい
構成 *] を選択します。

右側のペインに設定ウィザードが開きます。

.

+ .. Configuration ページで、構成ファイルの名前を入力します。

+

デフォルトでは、構成ファイルにパスワードがクリアテキストで表示されないように、パスワ
ード暗号化が有効になっています。
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a. [ プラグインの種類 ] ページで、プラグインの種類を選択します。

設定ウィザードで表示されるページは、選択したオプションによって異なります。

プラグインタイプオプション 次のページ 次のページ

アプリケーションプラグイン • アプリケーションプラグイン
* 設定するプラグインを選択
します。

• プラグインパラメータ * は、
選択したプラグイン・オプシ
ョンに関連する設定の詳細を
提供します。

仮想化プラグイン • 仮想化プラグイン * 設定する
プラグインを選択します。

• プラグインパラメータ * は、
選択したプラグイン・オプシ
ョンに関連する設定の詳細を
提供します。

コミュニティプラグイン • コミュニティプラグイン * 設
定するプラグインを選択しま
す。

• プラグインパラメータ * は、
選択したプラグイン・オプシ
ョンに関連する設定の詳細を
提供します。

なし（プラグインを使用していな
い場合）

• エージェント設定 *

プラグインパラメータおよび設定の詳細については、プラグインのドキュメントを参照してください。

b. Agent Configuration ページで、 Snap Creator エージェントの設定情報を入力します。

c. Storage Connection Settings ページで、転送タイプ（ HTTP または HTTPS ）を選択します。

選択した転送タイプの標準ポートが表示されます。ストレージシステムで非標準ポートが使用されている
場合は、ポートのフィールドにポート情報を入力します。

d. コントローラ / SVM のクレデンシャルページで、この構成ファイルにボリュームが含まれている各ストレ
ージコントローラの IP アドレスとログインクレデンシャルを入力します。

構成には、少なくとも 1 台のストレージコントローラまたは SVM を追加する必要がありま
す。

e. Controller/Vserver Volumes （コントローラ / Vserver ボリューム）ペインで、含める各ボリュームを選択
し、右ペインにドラッグするか右矢印をクリックしてボリュームを右ペインに移動し、 * Save （保存） *
をクリックします。

SnapMirror または SnapVault デスティネーションに Snapshot コピーをレプリケートする
場合は、この手順で入力する SVM の名前が SnapMirror 関係または SnapVault 関係を作成
したときに使用した SVM の名前とまったく同じである必要があります。関係の作成時に完
全修飾ドメイン名を指定した場合は、この手順で、指定した情報を使用して Snap Creator
が SVM を検出できるかどうかに関係なく、完全修飾ドメイン名を指定する必要がありま
す。名前（大文字または小文字）に使用するケースは重要です。

プライマリストレージシステム上の SVM の名前を確認するには、 snapmirror show コマンドを使用しま
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す。

snapmirror show -destination-path destination_SVM:destination_volume

destination_svm_name はデスティネーションシステム上の SVM の名前で、 destination_volume はボリ
ュームです。

f. コントローラのクレデンシャルページで、コントローラが正しい情報を表示していることを確認します。

変更が必要な場合は、コントローラを選択し、 * Edit * をクリックします。

g. Snapshot の詳細ページで、 Snapshot コピーの詳細を指定します。

フィールド 説明

Snapshot コピー名 Snapshot コピー名を指定できます。通常、
Snapshot コピーには構成ファイルと同じ名前を付
けますが、 Snapshot コピー名にはバックアップ中
のデータが含まれる場合があります。

+ 注： Snapshot コピー名には特殊文字は使用しな
いでください。

Snapshot コピーラベル Snapshot コピーラベルを指定できます。このオプ
ションは、 clustered Data ONTAP 8.2 以降で有効
です。clustered Data ONTAP 8.2 より前の Data
ONTAP リリースでは、このフィールドに機能は表
示されません。

ポリシータイプ ポリシータイプを選択できます。次の 2 つのオプシ
ョンがあります。

• Policy ：このオプションは、 Snapshot コピー
ポリシー領域に表示される組み込みのポリシー
の 1 つを有効にして、保持期間（保持するバッ
クアップの数）を指定します。

• ポリシーオブジェクトを使用：ポリシーオブジ
ェクトがすでに作成されている場合は、このオ
プションを選択する必要があります。

Snapshot コピーポリシー 有効にするポリシーを選択できます

Snapshot コピーの削除を防止 Snapshot コピーの削除を禁止するかどうかを指定
できます

ポリシー保持期間 ポリシーの保持期間を指定できます
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フィールド 説明

命名規則 バックアップの命名規則（ Recent または
Timestamp ）を指定できます。SAP HANA 、 Vibe
、 Domino などのプラグインでは、「 Recent 」は
サポートされていません。

[+]

h. スナップショットの詳細（続き）ページで、ご使用の環境に適用可能なその他の設定を行います。

i. データ保護ページで、 SnapMirror 処理または SnapVault 処理との統合が必要かどうかを選択します。

SnapMirror または SnapVault テクノロジを選択した場合は、追加情報が必要です。SnapMirror および
SnapVault テクノロジの場合は、 IP アドレスではなく、ストレージシステム名を指定する必要がありま
す。

j. DFM / OnCommand の設定ページで、 Snap Creator 構成と NetApp OnCommand 管理ツールを統合する
場合は、を選択して詳細を指定します。

k. 概要を確認し、 [ 完了 ] をクリックします。

バックアップを作成しています

Snap Creator の GUI を使用してバックアップを作成できます。

次のいずれかの条件を満たす必要があります。

• バックアップポリシーは構成ファイルに定義する必要があります。または、

• ポリシーオブジェクトが設定され、プロファイルに割り当てられている必要があります。

ポリシーオブジェクトが定義されている場合、そのポリシーオブジェクトは構成ファイル
内のエントリを上書きします。

a. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Management * > * Configurations * を選択します。

b. [* 構成 ] タブの [ プロファイルと構成 *] ペインで、構成ファイルを選択します。

c. [ * アクション * > * バックアップ * ] を選択します。
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d. [ 追加パラメータ ] ダイアログボックスで、ポリシーを選択し、 [OK] をクリックしてバックアップを
開始します。

ユーザが作成したポリシーが設定に割り当てられていない場合、「 * Policy * 」ドロッ
プダウンリストで選択できる項目は「 hourly 」、「 daily 」、「 weekly 」、および「
monthly 」です。ユーザが作成した 1 つ以上のポリシーが設定に割り当てられている場
合は、代わりに「 * Policy * 」ドロップダウンリストに表示されます。

e. バックアップ・ジョブに関する情報が * Console * ペインに表示されていることを確認します。
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この例の出力は、 Snap Creator の処理が正常に完了したことを示しています。

[*Console] ペインには、最も関連性の高い情報のみが表示されます。これは詳細モードで
す。実行したジョブの詳細情報を表示するには、ページの上部にある * Reports * > * Logs *
を選択します。ログビューから、プロファイル、構成ファイル、ログタイプ、および特定
のログを選択できます。

ジョブの監視

Snap Creator の GUI を使用して、 Snap Creator によって実行されているジョブのステ
ータスを監視できます。
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1. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Management * > * Job Monitor * を選択します。

実行中のジョブのリストが表示されます。

2. 実行中のジョブを停止するには、ジョブを選択し、 * キャンセル * をクリックします。

ログの監視

Snap Creator の GUI を使用して、すべてのプロファイルおよび構成のログを表示できま
す。

アウトログ、デバッグログ、エラーログ、 stderr ログを表示すると、トラブルシューティング処理に役立ち
ます。これらのトラブルシューティングログの詳細については、関連資料を参照してください。

1. Snap Creator の GUI メインメニューから * Reports * > * Logs * を選択します。

2. 必要に応じて、プロファイル、構成ファイル、ログタイプ、または特定のログに基づいてログを選択しま
す。

選択したログは、 [ 選択したログをダウンロード ] をクリックしてダウンロードすることもできます。ダ
ウンロードされたログファイルは、ダウンロード用にブラウザで指定されたディレクトリ（またはフォル
ダ）に格納されます。

アウトログ、デバッグログ、 stderr ログ、エージェントログは、構成ファイルに定義され
た LOG_NUM の値に基づいて保持されますが、エラーログは常に記録されます。

◦ 関連情報 *

エラー・メッセージの種類およびトラブルシューティング・ログです
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スケジュール済みジョブを作成しています

（構成ファイル内にある）ローカル保持ポリシーを使用している場合は、 Snap Creator
のグラフィカルユーザインターフェイス（ GUI ）スケジューラを使用してスケジュール
を作成し、タスクを実行できます。Snap Creator サーバに含まれるスケジューラは、バ
ックアップ（ Snapshot コピー）、 LUN クローン、ボリュームクローン、アプリケーシ
ョンで定義されたクローン、 Open Systems SnapVault （ OSSV ）転送、アーカイブジ
ョブ、カスタムアクションをスケジュールできます。

ローカルの保持ポリシーではなくポリシーオブジェクトを使用する場合は、この手順をスキップし、代わりに
ポリシースケジュールを作成してください。

1. Snap Creator の GUI のメインメニューで、 * Management * > * Schedules * を選択し、 * Create * をクリ
ックします。

2. [ ジョブの新規作成 ] ウィンドウで、ジョブの詳細を入力します。

フィールド 説明

ジョブ名 スケジュール済みジョブの名前を指定します。

開始日 今日の日付または将来の日付を選択します。

アクティブ ジョブがスケジュールどおりに実行されることを示
すには、 [ アクティブ ] に設定します。デフォルト
設定は Active です。

プロファイル（ Profile ） このジョブに関連付けるプロファイルを選択しま
す。
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フィールド 説明

設定 このジョブに関連付ける構成を選択します。

アクション 次のいずれかのオプションを選択します。

• * バックアップ * ：ネットアップのストレージ
テクノロジを使用してバックアップを作成しま
す。

• * CloneLun * ： lun clone コマンドを使用し
て、バックアップを作成し、 1 つ以上の LUN
をクローニングします。

• * cloneVol * ：バックアップを作成し、ボリュー
ムをクローニングします。

• * Clone * ：プラグインベースのクローン処理を
実行します。

• * OSSV * ： Open Systems SnapVault を使用し
てバックアップを実行します。

プライマリバックアップは作成されません。

• * Arch* ：アーカイブログ管理のみを実行しま
す。

バックアップは作成されません。

• * カスタム * ：プラグインで定義されたクロー
ニング処理を実行します。

ポリシー このジョブに関連付けるポリシーを選択します。

頻度 このジョブの頻度を選択します。選択内容に応じ
て、スケジュールされたジョブを実行するための適
切な時間フィールドを選択する必要があります。

[+]

3. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

◦ 関連情報 *

ポリシースケジュールを作成します

保持ポリシーを作成します

（構成ファイルに含まれる）ローカル保持ポリシーの代わりにポリシーオブジェクトを
使用する場合は、保持ポリシーを作成できます。

保持ポリシーを作成する際に、バックアップタイプとポリシースケジュールを作成することができます。
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Snap Creator のポリシーを定義するガイドライン

Snap Creator のポリシーは、ユーザ定義の Snapshot コピーを保持することです。この
ポリシーは、プライマリストレージ上の Snapshot コピー、およびセカンダリストレー
ジ上の SnapVault コピーと SnapMirror コピーに適用されます。ポリシーを使用して、保
持する Snapshot コピーの数および Snapshot コピーの保持期間を定義できます。

少なくとも 1 つのポリシーを * Snapshot Retention Count * フィールドに定義する必要がありま
す。SnapVault の場合は、同じポリシーを異なる SnapVault 保持期間に関連付けることができます。たとえ
ば、日単位の Snapshot コピーを作成してプライマリストレージに 7 日間保持し、セカンダリストレージに 1
カ月間保持するには、次のポリシーオプションと設定を使用する必要があります。

• * Snapshot 保持数 * ：毎日： 7

• * SnapVault 保持数 * ：毎日： 28

Snapshot コピー削除後の最小日数を指定することもできます。上記の例に基づいて、次のオプションおよび
設定を使用する必要があります。

• * Snapshot の保持期間 * ： 7.

• * SnapVault 保持期間 * ： 28

構成ファイルで次のパラメータを設定して、経過時間に応じて Snapshot コピーの削除を指定することもでき
ます。

NTAP_SNAPSHOT_DELETE_by_age _ ONLY = primary | secondary | both

このパラメータは、 Snap Creator の GUI からは使用できません。Snapshot コピーのセットア
ップに使用する構成ファイルのパラメータの詳細については、関連資料を参照してください。

Snap Creator では、一度に 1 つのポリシーのみを実行できます。最大期間は、環境がすべてのポリシーに適
用するグローバルパラメータです。さらに、ポリシーを毎週設定するには、まず定義します。次に、 Snap
Creator で cron またはタスクマネージャを使用し、 Snap Creator で週に 1 回呼び出します。このとき、
Snap Creator の変数 %snap_type を weekly に設定します。

• 関連情報 *

Snapshot コピーのセットアップ用パラメータ

バックアップタイプを作成しています

必要に応じて、 Snap Creator の GUI を使用してバックアップタイプを作成し、ポリシ
ーの目的を特定することもできます。

1. Snap Creator の GUI メインメニューで、 * Policy * > * Backup Type * を選択します。

2. [ バックアップタイプ *] タブで、 [ * 追加 ] をクリックします。

3. 新しいバックアップ・タイプ名を入力し、 * OK * をクリックします。

新しいバックアップタイプは、「 * バックアップタイプ * 」の下に表示されます。
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ポリシースケジュールを作成します

必要に応じて、 Snap Creator の GUI を使用してポリシースケジュールを作成すること
もできます。

1. Snap Creator の GUI のメインメニューで、 * Policy * > * Policy Schedules * を選択します。

2. [ ポリシースケジュール *] タブで、 [*Create] をクリックします。

3. スケジュール名を入力してアクションと頻度を選択し、 * 保存 * をクリックします。

選択した頻度に応じて、スケジュールされたジョブを実行するための適切な時間フィールドを選択する必
要があります。

ポリシーを作成する

Snap Creator の GUI を使用して新しい保持ポリシーを作成すると、保持数が異なる複数
の Snapshot ポリシーを設定できます。

Snap Creator ポリシーを定義する際のガイドラインを理解しておく必要があります。

1. Snap Creator の GUI のメインメニューで、 * Policy * > * Policy Management * を選択します。

2. [* Policy Manager* ] タブで、 [* 作成 ] をクリックします。

3. 詳細を入力し、 * 保存 * をクリックします。
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フィールド 説明

ポリシー名 ポリシーの名前を指定します。

バックアップタイプ （オプション）バックアップタイプを選択します。

ポリシータイプ ポリシータイプを選択します。

• * ローカル *

プライマリストレージ上で Snapshot コピーを
作成します。SnapMirror 関係または SnapVault
関係がない場合は、このタイプを選択してくだ
さい。

• SnapVault

プライマリストレージに Snapshot コピーを作
成し、 SnapVault 更新を実行します。構成内の
すべてのボリュームで SnapVault 更新を有効に
する必要があります。

• SnapMirror

プライマリストレージに Snapshot コピーを作
成し、 SnapMirror 更新を実行します。構成内
のすべてのボリュームで SnapMirror 更新を有
効にする必要があります。
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フィールド 説明

ポリシースケジュール （オプション）使用するポリシースケジュールを選
択します。ポリシースケジュールを指定しない場
合、これらの処理は自動的には実行されません。

Snapshot の保持数 バックアップの保持数を入力します。

Snapshot の保持期間 バックアップを削除するために保持しておく必要の
ある最小期間を入力します。

SnapVault 保持数 ポリシータイプとして SnapVault を選択した場合
は、 SnapVault の保持数を入力します。

SnapVault の保持期間 ポリシータイプとして SnapVault を選択した場合
は、 SnapVault の保持期間を入力します。

パラメータの追加 / 上書き ポリシーでは特定のパラメータを上書きできます。
必要に応じて、このチェックボックスをオンにし
て、オーバーライドするパラメータを追加します。

ポリシーを割り当てます

Snap Creator の GUI を使用して、構成ファイルに保持ポリシーを割り当てることができ
ます。

1. Snap Creator の GUI のメインメニューで、 * Policy * > * Policy Assignments * を選択します。

2. プロファイルペインからプロファイルを選択します。

3. 右側のペインで適切なチェックボックスをオンにして、プロファイルに割り当てるポリシーを選択し、 ［
* 保存 * ］ をクリックします。

構成ファイルがすでにプロファイルに存在する場合は、割り当てられたポリシーが構成ファイルの設定を
上書きすることを通知するメッセージが表示されます。

4. [ はい ] をクリックして、ポリシーを割り当てます。

クローンを作成します

ボリュームまたは LUN をクローニングする方法は、新しいバックアップからも既存のバ
ックアップからも 2 つあります。

• 新しいバックアップからクローンを作成するには、まず Snapshot を作成し、その Snapshot コピーをク
ローニングして、そのクローンをマウントします。

• 既存のバックアップからクローンを作成するには、既存の Snapshot コピーをクローニングして、そのク
ローンをマウントします。

29



新しいバックアップからクローンを作成する

新しい Snapshot コピーからボリュームまたは LUN をクローニングできます。

• Snap Creator サーバがストレージシステムと通信している必要があります。

• クローニング処理を実行するには、適切な権限で Snap Creator にログインする必要があります。

このクローニング処理では、新しい Snapshot コピーをクローニングします。

1. Snap Creator のグラフィカルユーザインターフェイス（ GUI ）のメインメニューから、 * Management *
> * Configurations * を選択します。

2. [* プロファイルと構成 * （ * Profiles and Configuration * ） ] ペインで、構成ファイルを選択します。

3. [* Clone settings * （クローン設定 * ） ] タブに移動し、設定が正しく設定されていることを確認します。

4. 必要なクローンのタイプに応じて、 * Actions * を選択し、次のいずれかのオプションを選択します。

◦ LUN クローン

◦ ボリュームクローン

5. 追加パラメータ（ Additional Parameters ）ダイアログボックスで適切なポリシーを選択し、 * OK * をク
リックしてクローニングプロセスを開始します。

6. [* Console * （コンソール * ） ] ペインで、クローニングプロセスが正常に完了したことを確認します。

既存のバックアップからクローンを作成する

既存のバックアップからボリュームまたは LUN をソースとしてクローニングできます。

• Snap Creator サーバがストレージシステムと通信している必要があります。
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• クローニング処理を実行するには、適切な権限で Snap Creator にログインする必要があります。

このクローニング処理では、既存の Snapshot コピーをマウントし、既存のバックアップをクローニングしま
す。

1. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Management * > * Configurations * を選択します。

2. [* 構成 ] タブの [ プロファイルと構成 *] ペインで、構成ファイルを選択します。

3. * アクション * > * マウント * を選択します。

4. 追加パラメータダイアログボックスで、マウントするバックアップを含むコントローラ、ボリューム、お
よびポリシーを選択し、マウント（クローニング）する Snapshot コピーを選択してから、 * OK * をクリ
ックしてクローニングプロセスを開始します。

選択した Snapshot コピー名を記録します。バックアップをアンマウントするときは、同じ
Snapshot コピー名を選択する必要があります。

5. [* Console * （コンソール * ） ] ペインで、クローニングプロセスが正常に完了したことを確認します。

リストア処理を実行しています

Snap Creator の GUI を使用して、ボリュームリストア、単一ファイルのリストア、アプ
リケーションで定義したリストアの各処理を実行できます。

SnapDrive for Windows を使用する場合は、 SnapDrive を使用してリストア処理を実行する必要があります。
この処理は Snap Creator の外部で実行する必要があります。

ボリュームリストアを実行しています

Snap Creator の GUI を使用してボリュームリストアを実行できます。

1. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Management * > * Configurations * を選択します。

2. [* 構成 ] タブの [ プロファイルと構成 *] ペインで、構成ファイルを選択します。

3. [ * アクション * > * 復元 * （ Action * > * Restore * ） ] を選択

リストアウィザードが右側のペインに表示されます。

4. リストアウィザードの各ページを設定し、リストアを実行します。

a. リストアの詳細 * ページで、コントローラ / SVM 名、リストアボリューム名、ポリシー、リストア
Snapshot コピー名を選択し、 * リストアタイプ * ドロップダウンリストから * ボリュームリストア *
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を選択します。

b. 概要を確認し、 [ 完了 ] をクリックします。

リストア対象のアイテムがほかにもあるかどうかを確認する警告メッセージが表示されます。

5. [ いいえ ] をクリックし、 [ リストアの確認 ] ページで [OK] をクリックします。

6. [*Console] ペインで、メッセージを表示してリストアが正常に完了したことを確認します。

単一ファイルのリストア処理を実行しています

Snap Creator の GUI を使用して、単一ファイルのリストア処理を実行できます。

1. Snap Creator の GUI のメインメニューで、 * Management * > * Configurations * を選択します。

2. [ プロファイルと構成 ] ペインの [ 構成 ] タブで、構成ファイルを選択します。

3. [ * アクション * > * 復元 * （ Action * > * Restore * ） ] を選択

右側のペインにリストアウィザードが開きます。

4. リストアウィザードを完了します。

a. 「リストアの詳細」セクションで、コントローラまたは SVM 名、リストアボリューム名、ポリシ

32



ー、リストア Snapshot コピー名を選択し、リストアタイプのリストから「 * Single File Restore *
」を選択します。

b. リストアするファイルを選択します。

c. ファイルのリストア先の場所を選択します。

d. 概要を確認し、 [ 完了 ] をクリックします。

リストア対象のアイテムがほかにもあるかどうかを確認する警告メッセージが表示されます。

5. リストアするアイテムがこれ以上ない場合は、 [ いいえ ] をクリックし、 [ リストアの確認 ] ページで
[OK] をクリックします。

6. コンソールペインで、表示されたメッセージを確認して、選択したファイルが正常に復元されたことを確
認します。

アプリケーションで定義したリストア処理を実行しています

VMware 、 KVM 、 Xen のプラグインを使用している場合、 Snap Creator の GUI を使
用してアプリケーションで定義したリストア処理を実行できます。

特定の VMware 環境では、リストア処理に時間がかかることがあります。このような場合は、 Snap Creator
の CLI を使用するか、バックアップ用とリストア用の 2 つのエージェントをセットアップします。
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GUI を使用した VMware のリストア処理は、 Snap Creator エージェントの場合にのみサポー
トされます。

1. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Management * > * Configurations * を選択します。

2. [* 構成 *] タブの [ プロファイルと構成 ] ペインで、構成ファイルを選択します。

3. [ * アクション * > * 復元 * （ Action * > * Restore * ） ] を選択

右側のペインに [ アプリケーション定義の復元 ] ダイアログボックスが表示されます。

4. リストアの詳細を入力し、「 * OK * 」をクリックします。

ユーザアクセスの管理

Snap Creator のセキュリティ機能には、 Role-Based Access Control （ RBAC ；ロール
ベースアクセス制御）などがあります。この機能を使用すると、 Snap Creator 内でユー
ザアクセスを管理できます。

RBAC にはユーザ、ロール、権限、処理、およびプロファイルが含まれます。ユーザ、ロール、および権限
は、 Snap Creator ユーザが定義できます。

ユーザ

• ユーザは、ユーザ名とパスワードによって一意に識別されます。

• ユーザには、 1 つ以上のロールとプロファイルを割り当てたり、割り当てを解除したりできます。

• Snap Creator サーバを起動すると、 snapcreator.properties ファイルの SNAPCREATOR_USER がユーザ
として追加されます。

• スタートアップ時にユーザが作成される際、 snapcreator.properties ファイルの SNAPCREATOR_USER
にはデフォルトの管理者ロールが割り当てられます。

ロール

ロールには 1 つ以上の権限が割り当てられます。割り当てられた権限によって、ユーザが実行できるアクシ
ョン、およびユーザがアクセスできる GUI 要素が決まります。次の 3 つの組み込みのロールがあります。
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• * 管理者 *

すべての API にフルアクセスできます。ユーザを作成、編集、および削除できる唯一のロールです。

• * 演算子 *

このロールはスーパーユーザとして設定され、 RBAC を除くすべての API にアクセスできます。

• * ビューア *

アクセスが非常に制限されている。このロールでは、読み取り専用の Snap Creator API 呼び出しへのア
クセスが可能です。

これらの組み込みロールは追加、削除、変更することができません。

権限

権限とは、ユーザが実行を許可される一連の操作のことです。次の権限が組み込まれています。

• * バックアップ *

バックアップ処理またはクローニング処理を実行する場合に必要です。

• * コンフィグレーション *

構成ファイルの作成、読み取り、更新、および削除に必要です。

• * カスタム *

カスタムプラグイン処理を開始する場合に必要です。

• * extended_repository*

カタログ（拡張リポジトリとも呼ばれます）処理を実行するために必要です。

• * グローバル *

グローバル構成ファイルの作成、編集、削除に必要です。

• * policy_Admin*

ポリシー操作を呼び出すために必要です（ addPolicy 、 updatePolicy 、 removePolicy など）。

• * policy_Viewer *

読み取り専用ポリシーの処理に必要です。

• * RBAC_Admin*

ユーザの管理に必要（ユーザの作成、更新、削除、ロールなど） 役割、権限を割り当ておよび割り当て解
除することもできます）。
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• * rba_view *

ユーザアカウント、割り当てられているロール、および割り当てられている権限を表示する場合に必要で
す。

• * 復元 *

リストア処理の実行に必要です。

• * スケジューラ *

スケジューラの操作を実行するために必要です。

• * ビューア *

読み取り専用操作の許可を提供します。

処理

処理とは、 Snap Creator が許可の有無をチェックするときの基準となる値です。処理の例としては、
getTask 、 fileCloneCreate 、 createTask 、 dirCreate などがあります。

処理を追加、削除、または変更することはできません。

プロファイル

• プロファイルはユーザに割り当てられます。

• RBAC のプロファイルは、ファイルシステムのプロファイルディレクトリに作成されます。

• Snap Creator の API には、ユーザがプロファイルに割り当てられているかどうかをチェックしたり、処
理に対する権限をチェックしたりするものがあります。

たとえば、ユーザが特定のジョブステータスを必要としている場合、 RBAC は、このユーザが
SchedulergetJob を呼び出す許可を持っているかどうかを検証し、このジョブに関連するプロファイルが
ユーザに割り当てられているかを確認します。

• Operator ロールが割り当てられたユーザがプロファイルを作成すると、そのプロファイルが自動的にユー
ザに割り当てられます。

ストレージコントローラのユーザアクセスの管理

Active IQ Unified Manager プロキシを使用していない場合は、ストレージコントローラとの通信にユーザ名と
パスワードが必要です。セキュリティを確保するためにパスワードを暗号化できます。

root ユーザや admin / vsadmin ユーザは使用しないでください。ベストプラクティスとして、
必要な API 権限を持つバックアップユーザを作成することを推奨します。

ネットワーク通信は HTTP （ 80 番ポート）または HTTPS （ 443 番ポート）を経由しているため、 Snap
Creator が稼働するホストとストレージコントローラ間では、これらのポートのいずれかまたは両方が開いて
いる必要があります。認証用にストレージコントローラ上にユーザを作成する必要があります。HTTPS の場
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合、ストレージコントローラ上でユーザが有効かつ設定済みであることを確認する必要があります。

Snap Creator ユーザを作成しています

Snap Creator ユーザを作成し、 Snap Creator の GUI を使用して、ユーザへのプロファ
イルおよびロールの割り当てなどのいくつかの操作を実行できます。

1. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Users and Roles * > * User Management * を選択します。

2. [ ユーザー管理 ] タブで、 [ * 追加 ] をクリックします。

3. [ 新規ユーザー ] ダイアログボックスで、ユーザー名のパスワードを入力し、 [ 保存 ] をクリックします。

新しいユーザー名は、 [* ユーザー名 * ] の下の [* ユーザー * ] ウィンドウ枠に表示されます。

Snap Creator ユーザへのプロファイルの割り当て

Snap Creator の GUI を使用して、 Snap Creator ユーザにプロファイルを割り当てるこ
とができます。

1. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Users and Roles * > * User Management * を選択します。

2. [ ユーザー管理 ] タブで目的のユーザー名を選択し、 [ プロファイルの割り当て ] をクリックします。

3. 目的のプロファイルを左の列から右の列に移動し、 * 保存 * をクリックします。

列間でプロファイルを選択してドラッグするか、矢印をクリックして列間でプロファイルを移動できま
す。

4. ユーザーを選択し、割り当てられたプロファイルを [Assigned Profiles and Roles] ペインで表示して、
プロファイルが割り当てられていることを確認します。

CLI を使用して、 Snap Creator ユーザおよび割り当てられたプロファイルのリストを
表示する

プロファイルを持つすべての Snap Creator ユーザアカウントのリストを表示するには、
コマンドラインインターフェイス（ CLI ）のみを使用します。

1. 次のコマンドを入力します。

「 'napcreator — server host_name — port port_number — user sc_user_name — passwd
sc_passwd — profile profile_name — action userListForProfile — verbose`

次に例を示します。

snapcreator --server localhost --port 8080

--user SCadmin --passwd passwd123 –profile FirstProfile

--action userListForProfile --verbose
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Snap Creator のロールを作成しています

Snap Creator の GUI を使用して、 Snap Creator ロールを作成できます。

1. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Users and Roles * > * Role management * を選択します。

2. [ 役割の管理 ] タブで、 [ * 追加 ] をクリックします。

3. [ 役割の追加 ] ダイアログボックスで、役割名と概要を入力し、 [ 保存 ] をクリックします。

[* 役割 * （ * Roles * ） ] パネルに新しい役割が表示されます。

Snap Creator ユーザにロールを割り当てます

Snap Creator の GUI を使用して、 Snap Creator ユーザにロールを割り当てることがで
きます。

1. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Users and Roles * > * User Management * を選択します。

2. [ ユーザー管理 ] タブで目的のユーザー名を選択し、 [ プロファイルの割り当て ] をクリックします。

3. 目的のロールを左の列から右の列に移動し、 * 保存 * をクリックします。

列間でロールを選択してドラッグするか、矢印をクリックして列間でロールを移動できます。

4. ユーザーを選択し、割り当てられた役割を [Assigned Profiles and Roles] ペインで表示して、役割が割
り当てられていることを確認します。

Snap Creator ユーザおよび割り当てられているロールのリストを表示します

Snap Creator の GUI を使用して、 Snap Creator ユーザおよびユーザに割り当てられて
いるロールのリストを表示できます。

1. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Users and Roles * > * User Management * を選択します。

2. 割り当てられたプロファイルと役割ペインにユーザーのリストが表示されます。

3. 目的のユーザを選択し、割り当てられたロールを [ 割り当て済みのプロファイルとロール（ Assigned
Profiles and Roles ） ] ペインに表示します。

CLI を使用した、ロールに割り当てられた Snap Creator ユーザの表示

各ロールに割り当てられているすべての Snap Creator ユーザのリストを表示するには、
コマンドラインインターフェイス（ CLI ）のみを使用します。

1. 次のコマンドを入力します。

'napcreator — server host_name — port port_number — user sc_user_name -passwd sc_passwd — action
userListAssigned — -roleName role_name -verbose `

次に例を示します。
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snapcreator --server localhost --port 8080 --user SCadmin

--passwd passwd123 –-action userListAssigned

–rolename ADMINISTRATOR –verbose

CLI を使用した Snap Creator の権限の作成

ロールに割り当てることができる Snap Creator の権限は、コマンドラインインターフェ
イス（ CLI ）でのみ作成できます。

1. 権限を作成します。

'napcreator — server host_name — port port_number — user sc_user_name — passwd
sc_passwd — action permAdd -permName permission_name — perDesc perperpermission_description—
verbose `

snapcreator --server localhost --port 8080 --user SCadmin

--passwd passwd123 --action permAdd --permName backup

--permDesc "Permission to run a backup" –verbose

Snap Creator のロールに権限を割り当てます

Snap Creator の GUI を使用して、 Snap Creator ロールに権限を割り当てることができ
ます。

1. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Users and Roles * > * Role management * を選択します。

2. [ 役割管理 ] タブで目的の役割を選択し、 [ * 権限の割り当て * ] をクリックします。

3. 目的の権限を左の列から右の列に移動し、 * 保存 * をクリックします。

列間で権限を選択してドラッグするか、矢印をクリックして列間で権限を移動できます。

4. ロールを選択し、 [ ロールと割り当てられた権限 ] ペインで割り当てられた権限を表示して、権限が割り
当てられていることを確認します。

CLI を使用して、すべての Snap Creator 権限のリストを作成します

特定のロールに割り当て可能なすべての Snap Creator 権限のリストを作成するには、コ
マンドラインインターフェイス（ CLI ）のみを使用します。

1. 次のコマンドを入力します。

'napcreator — server host_name — port port_number — user sc_user_name — passwd
sc_passwd — action permissionsList -verbose

次に例を示します。
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snapcreator --server localhost --port 8080 --user SCadmin

--passwd passwd123 --action permList --verbose

特定のロールに割り当てられている Snap Creator の権限を表示しています

Snap Creator の GUI を使用して、特定のロールに割り当てられているすべての Snap
Creator 権限のリストを表示できます。

1. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Users and Roles * > * Role management * を選択します。

2. [ ロール管理 ] タブで、目的のロールを選択します。

3. 目的のロールを選択し、 [Role and Assigned permissions （ロールと割り当てられた権限） ] ペインで割
り当てられている権限を表示します。

プロファイルの管理

プロファイルを作成、表示、および削除できます。

プロファイルは、基本的には構成ファイルの整理に使用されるフォルダです。また、プロファイルはロールベ
ースアクセス制御（ RBAC ）のオブジェクトとしても機能します。つまり、ユーザは、特定のプロファイル
と構成ファイルにのみアクセスすることができます。

プロファイルの作成

Snap Creator の GUI を使用して、構成ファイルを整理するためのプロファイルを作成で
きます。

Snap Creator の GUI を初めて開いたときに、新しいプロファイルを作成するように求める New Profile ダイ
アログボックスが自動的に表示されます。

1. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Management * > * Configurations * を選択します。

2. [* プロファイルと構成 * （ * Profiles and Configurations * ） ] ペインで、 [ プロファイルの追加 * （ * Add
Profile * ） ] をクリック

[ 新規プロファイル（ New Profile ） ] ダイアログボックスが表示されます。

3. 新しいプロファイルの名前を入力し、 * OK * をクリックします。

新しいプロファイルが [ プロファイルおよび構成 s] ペインに表示され、構成ウィザードが右側のペインに
表示されます。

プロファイルの表示

既存の Snap Creator プロファイルをリスト表示できます。

1. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Management * > * Configurations * を選択します。
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既存の Snap Creator プロファイルは、 Profiles and Configurations ペインに表示されます。

プロファイルの削除

Snap Creator のプロファイルを削除できます。

プロファイルを削除すると、そのプロファイルに関連付けられている設定ファイルも削除されます。

1. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Management * > * Configurations * を選択します。

既存の Snap Creator プロファイルは、 Profiles and Configurations ペインに表示されます。

2. 削除するプロファイルを右クリックし、 * 削除 * を選択します。

3. 確認メッセージで [ はい ] をクリックします

プロファイルおよび関連する構成ファイルは、 Snap Creator から完全に削除されます。

構成ファイルの管理

構成ファイルを作成、コピー、ダウンロード、リスト表示、削除できます。

構成ファイルは Snap Creator の中心となるもので、サポートされているプラグインの実行、必要な変数の指
定、 Snapshot コピーにキャプチャされるボリュームの定義など、 Snap Creator の動作に影響するように設
定されたパラメータで構成されます。

構成ファイルを作成しています

設定ウィザードを使用して構成ファイルを作成できます。

1. Snap Creator の GUI のメインメニューで、 * Management * > * Configurations * を選択します。

2. [ プロファイルと構成 ] ペインで、新しい構成ファイルを配置するプロファイルを右クリックし、 [ 新しい
構成 *] を選択します。

右側のペインに設定ウィザードが開きます。

.

+ .. Configuration ページで、構成ファイルの名前を入力します。

+

デフォルトでは、構成ファイルにパスワードがクリアテキストで表示されないように、パスワ
ード暗号化が有効になっています。

a. [ プラグインの種類 ] ページで、プラグインの種類を選択します。

設定ウィザードで表示されるページは、選択したオプションによって異なります。
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プラグインタイプオプション 次のページ 次のページ

アプリケーションプラグイン • アプリケーションプラグイン
* 設定するプラグインを選択
します。

• プラグインパラメータ * は、
選択したプラグイン・オプシ
ョンに関連する設定の詳細を
提供します。

仮想化プラグイン • 仮想化プラグイン * 設定する
プラグインを選択します。

• プラグインパラメータ * は、
選択したプラグイン・オプシ
ョンに関連する設定の詳細を
提供します。

コミュニティプラグイン • コミュニティプラグイン * 設
定するプラグインを選択しま
す。

• プラグインパラメータ * は、
選択したプラグイン・オプシ
ョンに関連する設定の詳細を
提供します。

なし（プラグインを使用していな
い場合）

• エージェント設定 *

プラグインパラメータおよび設定の詳細については、プラグインのドキュメントを参照してください。

b. Agent Configuration ページで、 Snap Creator エージェントの設定情報を入力します。

c. Storage Connection Settings ページで、転送タイプ（ HTTP または HTTPS ）を選択します。

選択した転送タイプの標準ポートが表示されます。ストレージシステムで非標準ポートが使用されている
場合は、ポートのフィールドにポート情報を入力します。

d. コントローラ / SVM のクレデンシャルページで、この構成ファイルにボリュームが含まれている各ストレ
ージコントローラの IP アドレスとログインクレデンシャルを入力します。

構成には、少なくとも 1 台のストレージコントローラまたは SVM を追加する必要がありま
す。

e. Controller/Vserver Volumes （コントローラ / Vserver ボリューム）ペインで、含める各ボリュームを選択
し、右ペインにドラッグするか右矢印をクリックしてボリュームを右ペインに移動し、 * Save （保存） *
をクリックします。

SnapMirror または SnapVault デスティネーションに Snapshot コピーをレプリケートする
場合は、この手順で入力する SVM の名前が SnapMirror 関係または SnapVault 関係を作成
したときに使用した SVM の名前とまったく同じである必要があります。関係の作成時に完
全修飾ドメイン名を指定した場合は、この手順で、指定した情報を使用して Snap Creator
が SVM を検出できるかどうかに関係なく、完全修飾ドメイン名を指定する必要がありま
す。名前（大文字または小文字）に使用するケースは重要です。

プライマリストレージシステム上の SVM の名前を確認するには、 snapmirror show コマンドを使用しま
す。
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snapmirror show -destination-path destination_SVM:destination_volume

destination_svm_name はデスティネーションシステム上の SVM の名前で、 destination_volume はボリ
ュームです。

f. コントローラのクレデンシャルページで、コントローラが正しい情報を表示していることを確認します。

変更が必要な場合は、コントローラを選択し、 * Edit * をクリックします。

g. Snapshot の詳細ページで、 Snapshot コピーの詳細を指定します。

フィールド 説明

Snapshot コピー名 Snapshot コピー名を指定できます。通常、
Snapshot コピーには構成ファイルと同じ名前を付
けますが、 Snapshot コピー名にはバックアップ中
のデータが含まれる場合があります。

+ 注： Snapshot コピー名には特殊文字は使用しな
いでください。

Snapshot コピーラベル Snapshot コピーラベルを指定できます。このオプ
ションは、 clustered Data ONTAP 8.2 以降で有効
です。clustered Data ONTAP 8.2 より前の Data
ONTAP リリースでは、このフィールドに機能は表
示されません。

ポリシータイプ ポリシータイプを選択できます。次の 2 つのオプシ
ョンがあります。

• Policy ：このオプションは、 Snapshot コピー
ポリシー領域に表示される組み込みのポリシー
の 1 つを有効にして、保持期間（保持するバッ
クアップの数）を指定します。

• ポリシーオブジェクトを使用：ポリシーオブジ
ェクトがすでに作成されている場合は、このオ
プションを選択する必要があります。

Snapshot コピーポリシー 有効にするポリシーを選択できます

Snapshot コピーの削除を防止 Snapshot コピーの削除を禁止するかどうかを指定
できます

ポリシー保持期間 ポリシーの保持期間を指定できます
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フィールド 説明

命名規則 バックアップの命名規則（ Recent または
Timestamp ）を指定できます。SAP HANA 、 Vibe
、 Domino などのプラグインでは、「 Recent 」は
サポートされていません。

[+]

h. スナップショットの詳細（続き）ページで、ご使用の環境に適用可能なその他の設定を行います。

i. データ保護ページで、 SnapMirror 処理または SnapVault 処理との統合が必要かどうかを選択します。

SnapMirror または SnapVault テクノロジを選択した場合は、追加情報が必要です。SnapMirror および
SnapVault テクノロジの場合は、 IP アドレスではなく、ストレージシステム名を指定する必要がありま
す。

j. DFM / OnCommand の設定ページで、 Snap Creator 構成と NetApp OnCommand 管理ツールを統合する
場合は、を選択して詳細を指定します。

k. 概要を確認し、 [ 完了 ] をクリックします。

既存のコンフィギュレーションファイルをダウンロードして、新しいコンフィギュレー
ションファイルを作成します

Snap Creator の GUI を使用して、既存のファイルをダウンロードし、新しいファイル名
でインポートすることで、新しい構成ファイルを作成できます。

1. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Management * > * Configurations * を選択します。

2. プロファイルと構成ペインで、構成ファイルを右クリックし、 * ダウンロード * を選択します。

3. ファイルを required-path/required-filename.ext. として保存します

この新しいファイルには、必ず一意の名前を指定してください。名前を変更しないと、元
の構成ファイルが上書きされないように、ファイルがアップロードされる前に名前を変更
してください。

既存の構成ファイルをコピーして新しい構成ファイルを作成します

コマンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用して既存の構成ファイルをコピーし、
新しいファイルの名前を変更することにより、新しい構成ファイルを作成できます。

1. 設定ディレクトリに切り替えます。 cd install_path/scServer4.3/engine/configs`

2. ソース構成ファイル「 cp source_profile_name
/configuration_Namet_profile_name/new_configuration_name 」をコピーします

新しい構成ファイルの名前を指定する必要があります。

3. 管理するアプリケーションまたはデータベースで使用する新しい構成ファイルをカスタマイズします。
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プロファイルに割り当てられた構成ファイルのリストを表示する

プロファイルに割り当てられている構成ファイルのリストを表示できます。

1. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Management * > * Configurations * を選択します。

2. プロファイルと構成ペインで、プロファイルの内容を展開します。

プロファイルに割り当てられた構成ファイルは、プロファイル名の下に表示されます。

プロファイルから構成ファイルを削除する

プロファイルから構成ファイルを削除できます。

構成ファイルを削除すると、その構成に関連付けられているスケジュールもプロセスの一部と
して削除されます。

1. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Management * > * Configurations * を選択します。

2. プロファイルと構成ペインで、プロファイルの内容を展開します。

プロファイルに割り当てられた構成ファイルが、プロファイル名の下に表示されます。

3. 構成ファイルを右クリックし、 * 削除 * を選択します。

4. 確認ウィンドウで [ はい ] をクリックします。

構成ファイルはプロファイル名の下のリストから削除され、 Snap Creator サーバから完全に削除されま
す。

保持ポリシーの管理

保持ポリシーを作成することも、ポリシーの一覧表示と削除を行うこともできます。

保持ポリシーでは、通常、 Snapshot コピーを保持する数や保持期間など、 Snapshot の保持設定を定義しま
す。たとえば、日次ポリシーでは、 30 日前までとする 30 日分の Snapshot コピーが保持される場合があり
ます。（保持期間を設定すると、同じ日に作成された複数の Snapshot コピーについて、ある Snapshot コピ
ーを 30 日前にしておく必要があると規定されたサービスレベル契約（ SLA ）が回避されます。）

SnapVault を使用する場合は、 SnapVault コピーの保持設定もポリシーで定義されます。

バックアップタイプを作成しています

必要に応じて、 Snap Creator の GUI を使用してバックアップタイプを作成し、ポリシ
ーの目的を特定することもできます。

1. Snap Creator の GUI メインメニューで、 * Policy * > * Backup Type * を選択します。

2. [ バックアップタイプ *] タブで、 [ * 追加 ] をクリックします。

3. 新しいバックアップ・タイプ名を入力し、 * OK * をクリックします。
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新しいバックアップタイプは、「 * バックアップタイプ * 」の下に表示されます。

ポリシースケジュールを作成します

必要に応じて、 Snap Creator の GUI を使用してポリシースケジュールを作成すること
もできます。

1. Snap Creator の GUI のメインメニューで、 * Policy * > * Policy Schedules * を選択します。

2. [ ポリシースケジュール *] タブで、 [*Create] をクリックします。

3. スケジュール名を入力してアクションと頻度を選択し、 * 保存 * をクリックします。

選択した頻度に応じて、スケジュールされたジョブを実行するための適切な時間フィールドを選択する必
要があります。

ポリシーを作成する

Snap Creator の GUI を使用して新しい保持ポリシーを作成すると、保持数が異なる複数
の Snapshot ポリシーを設定できます。

Snap Creator ポリシーを定義する際のガイドラインを理解しておく必要があります。

1. Snap Creator の GUI のメインメニューで、 * Policy * > * Policy Management * を選択します。

2. [* Policy Manager* ] タブで、 [* 作成 ] をクリックします。

3. 詳細を入力し、 * 保存 * をクリックします。
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フィールド 説明

ポリシー名 ポリシーの名前を指定します。

バックアップタイプ （オプション）バックアップタイプを選択します。

ポリシータイプ ポリシータイプを選択します。

• * ローカル *

プライマリストレージ上で Snapshot コピーを
作成します。SnapMirror 関係または SnapVault
関係がない場合は、このタイプを選択してくだ
さい。

• SnapVault

プライマリストレージに Snapshot コピーを作
成し、 SnapVault 更新を実行します。構成内の
すべてのボリュームで SnapVault 更新を有効に
する必要があります。

• SnapMirror

プライマリストレージに Snapshot コピーを作
成し、 SnapMirror 更新を実行します。構成内
のすべてのボリュームで SnapMirror 更新を有
効にする必要があります。
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フィールド 説明

ポリシースケジュール （オプション）使用するポリシースケジュールを選
択します。ポリシースケジュールを指定しない場
合、これらの処理は自動的には実行されません。

Snapshot の保持数 バックアップの保持数を入力します。

Snapshot の保持期間 バックアップを削除するために保持しておく必要の
ある最小期間を入力します。

SnapVault 保持数 ポリシータイプとして SnapVault を選択した場合
は、 SnapVault の保持数を入力します。

SnapVault の保持期間 ポリシータイプとして SnapVault を選択した場合
は、 SnapVault の保持期間を入力します。

パラメータの追加 / 上書き ポリシーでは特定のパラメータを上書きできます。
必要に応じて、このチェックボックスをオンにし
て、オーバーライドするパラメータを追加します。

ポリシーを割り当てます

Snap Creator の GUI を使用して、構成ファイルに保持ポリシーを割り当てることができ
ます。

1. Snap Creator の GUI のメインメニューで、 * Policy * > * Policy Assignments * を選択します。

2. プロファイルペインからプロファイルを選択します。

3. 右側のペインで適切なチェックボックスをオンにして、プロファイルに割り当てるポリシーを選択し、 ［
* 保存 * ］ をクリックします。

構成ファイルがすでにプロファイルに存在する場合は、割り当てられたポリシーが構成ファイルの設定を
上書きすることを通知するメッセージが表示されます。

4. [ はい ] をクリックして、ポリシーを割り当てます。

保持ポリシーを表示します

保持ポリシーのリストを表示できます。

1. Snap Creator の GUI のメインメニューで、 * Policy * > * Policy Management * を選択します。

2. ポリシーマネージャタブで、ポリシーのリストを表示します。

保持ポリシーを削除しています

保持ポリシーは削除できます。
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1. Snap Creator の GUI のメインメニューで、 * Policy * > * Policy Management * を選択します。

2. [* Policy Manager* ] タブで、ポリシーを選択し、 [ * 削除 * ] をクリックします。

構成ファイルに割り当てられているポリシーを削除しようとすると、 GUI に次のエラーメ
ッセージが表示されます。ポリシー名が構成に適用されているため、ポリシーを削除でき
ません。ポリシーの適用を解除してから、そのポリシーを削除してください。

3. 確認ウィンドウで [ はい ] をクリックします。

ポリシーが [ ポリシーマネージャ ] タブから削除されます。

バックアップの管理

不要になったバックアップコピーは、作成したり、バックアップコピーのリストを表示
したり、削除したりできます。

また、バックアップ処理を自動化することもできます。詳細については、「スケジュール済みジョブの作成」
の関連タスクを参照してください。

• 関連情報 *

スケジュール済みジョブを作成しています

バックアップする Snap Creator 情報

Snap Creator の特定のディレクトリのバックアップコピーを作成して、 Snap Creator
のデータを損失なしで確実にリストアできるようにすることを推奨します。

次のディレクトリのバックアップコピーを作成する必要があります。

• Snap Creator サーバ 4.3 エンジンのサブディレクトリは次のとおりです。

◦ Snap Creator データベース（ ./snapcreator ）

◦ Snap Creator サーバのプロパティ（ ..\etc ）

◦ プロファイルと構成（ ..\configs ）

◦ ログ（ ..\logs ）

◦ プラグインリポジトリ（有効な場合）（ ..\snapcreatorPlugin ）

• Snap Creator エージェントのディレクトリ：

◦ Snap Creator エージェントのプロパティ（ ..\etc ）

◦ ログ（有効な場合）（ ..\logs ）

◦ プラグイン（ ..\plugins ）

Snap Creator のデータを一貫してバックアップするためには、 Snap Creator のサービスやプ
ロセスを停止できる場合に最適にバックアップをスケジュールする必要があります。
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バックアップを作成しています

Snap Creator の GUI を使用してバックアップを作成できます。

次のいずれかの条件を満たす必要があります。

• バックアップポリシーは構成ファイルに定義する必要があります。または、

• ポリシーオブジェクトが設定され、プロファイルに割り当てられている必要があります。

ポリシーオブジェクトが定義されている場合、そのポリシーオブジェクトは構成ファイル
内のエントリを上書きします。

a. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Management * > * Configurations * を選択します。

b. [* 構成 ] タブの [ プロファイルと構成 *] ペインで、構成ファイルを選択します。

c. [ * アクション * > * バックアップ * ] を選択します。

d. [ 追加パラメータ ] ダイアログボックスで、ポリシーを選択し、 [OK] をクリックしてバックアップを
開始します。

ユーザが作成したポリシーが設定に割り当てられていない場合、「 * Policy * 」ドロッ
プダウンリストで選択できる項目は「 hourly 」、「 daily 」、「 weekly 」、および「
monthly 」です。ユーザが作成した 1 つ以上のポリシーが設定に割り当てられている場
合は、代わりに「 * Policy * 」ドロップダウンリストに表示されます。
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e. バックアップ・ジョブに関する情報が * Console * ペインに表示されていることを確認します。
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この例の出力は、 Snap Creator の処理が正常に完了したことを示しています。

[*Console] ペインには、最も関連性の高い情報のみが表示されます。これは詳細モードで
す。実行したジョブの詳細情報を表示するには、ページの上部にある * Reports * > * Logs *
を選択します。ログビューから、プロファイル、構成ファイル、ログタイプ、および特定
のログを選択できます。

構成ファイルのバックアップコピーのリストを表示する

構成ファイルに定義されている ONTAP のバックアップコピーのリストを表示できま
す。また、使用可能なバックアップに関する詳細情報を取得したり、要件に基づいて特
定のバックアップの名前を変更したりすることもできます。

1. Snap Creator の GUI のメインメニューで、 * Data * > * Backups * を選択します。

2. [Backups] タブの [Profiles and Configurations] ペインで、プロファイルを展開し、構成ファイルを選択し
ます。

バックアップタブには、構成ファイルに定義されている ONTAP ボリュームのすべてのバックアップコピ
ーのリストが表示されます。

Snap Creator 4.3 以前のリリースでは、コピーの名前を変更した場合でも、保持期間に基づ
いて Snapshot コピーが削除されます。Snapshot コピーを無制限の期間保持するために、
Snap Creator Framework の GUI では「無制限の保持」というボタンを「データのバックア
ップ」タブに用意しています。無制限の期間保持する Snapshot コピーを選択して、
[Unlimited Retention] ボタンをクリックします。選択した Snapshot コピーの名前が
<snapshot_name> から <snapshot_name_unlimite> に変更されます。

バックアップを削除する

構成ファイルのバックアップコピーを削除できます。

1. Snap Creator のグラフィカルユーザインターフェイス（ GUI ）のメインメニューから、 * Data * > *
Backups * を選択します

2. [Backups] タブの [Profiles and Configurations] ペインで、プロファイルを展開し、構成ファイルを選択し
ます。

3. 削除するバックアップを選択し、 * Delete * をクリックします。

構成ファイルに複数の Data ONTAP が含まれている場合は、各 Data ONTAP で削除する
Snapshot コピーを選択する必要があります。

4. 確認ウィンドウで [ はい ] をクリックします。

スケジュールされたジョブの管理

スケジュールされたジョブを管理するには、スケジュールされたジョブを作成（バック
アップ処理を自動化）するか、それらのジョブを編集、リスト表示、実行、および削除
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します。

Snap Creator サーバには、一元化されたスケジューラが採用されています。このスケジューラを使用する
と、ポリシースケジュール（ Policy Object の一部）を使用して、またはスケジューラ経由で直接作成された
Snap Creator ジョブのスケジュールを設定できます。スケジューラでは、最大 10 個のジョブを同時に実行で
き、実行中のジョブが完了するまで追加のジョブをキューに登録できます。

スケジュール済みジョブを作成しています

（構成ファイル内にある）ローカル保持ポリシーを使用している場合は、 Snap Creator
のグラフィカルユーザインターフェイス（ GUI ）スケジューラを使用してスケジュール
を作成し、タスクを実行できます。Snap Creator サーバに含まれるスケジューラは、バ
ックアップ（ Snapshot コピー）、 LUN クローン、ボリュームクローン、アプリケーシ
ョンで定義されたクローン、 Open Systems SnapVault （ OSSV ）転送、アーカイブジ
ョブ、カスタムアクションをスケジュールできます。

ローカルの保持ポリシーではなくポリシーオブジェクトを使用する場合は、この手順をスキップし、代わりに
ポリシースケジュールを作成してください。

1. Snap Creator の GUI のメインメニューで、 * Management * > * Schedules * を選択し、 * Create * をクリ
ックします。

2. [ ジョブの新規作成 ] ウィンドウで、ジョブの詳細を入力します。

フィールド 説明

ジョブ名 スケジュール済みジョブの名前を指定します。

開始日 今日の日付または将来の日付を選択します。
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フィールド 説明

アクティブ ジョブがスケジュールどおりに実行されることを示
すには、 [ アクティブ ] に設定します。デフォルト
設定は Active です。

プロファイル（ Profile ） このジョブに関連付けるプロファイルを選択しま
す。

設定 このジョブに関連付ける構成を選択します。

アクション 次のいずれかのオプションを選択します。

• * バックアップ * ：ネットアップのストレージ
テクノロジを使用してバックアップを作成しま
す。

• * CloneLun * ： lun clone コマンドを使用し
て、バックアップを作成し、 1 つ以上の LUN
をクローニングします。

• * cloneVol * ：バックアップを作成し、ボリュー
ムをクローニングします。

• * Clone * ：プラグインベースのクローン処理を
実行します。

• * OSSV * ： Open Systems SnapVault を使用し
てバックアップを実行します。

プライマリバックアップは作成されません。

• * Arch* ：アーカイブログ管理のみを実行しま
す。

バックアップは作成されません。

• * カスタム * ：プラグインで定義されたクロー
ニング処理を実行します。

ポリシー このジョブに関連付けるポリシーを選択します。

頻度 このジョブの頻度を選択します。選択内容に応じ
て、スケジュールされたジョブを実行するための適
切な時間フィールドを選択する必要があります。

[+]

3. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

◦ 関連情報 *

ポリシースケジュールを作成します
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スケジュール済みのジョブを実行中です

スケジュール済みジョブを実行できます。

1. Snap Creator の GUI のメインメニューで、 * Management * > * Schedules * を選択します。

2. [ スケジュール ] タブで、スケジュール済みジョブのリストからジョブを選択し、 [* 実行 ] をクリックし
ます。

スケジュール済みジョブのリストを表示します

スケジュール済みジョブのリストを表示できます。

1. Snap Creator の GUI のメインメニューで、 * Management * > * Schedules * を選択します。

2. [ スケジュール ] タブで、スケジュール済みジョブのリストを確認します。

Last Run Result フィールドには、最後にスケジュールされたジョブのステータスが表示されます。フィ
ールドの緑のチェックマークはジョブが正常に実行されたことを示し、赤の「 X 」はエラーが発生したこ
とを示します。

スケジュール済みジョブを編集しています

スケジュール済みジョブを編集することができます。

1. Snap Creator の GUI のメインメニューで、 * Management * > * Schedules * を選択します。

2. [ スケジュール ] タブで、スケジュール済みジョブのリストからジョブを選択し、 [* 編集 ] をクリックし
ます。

3. 目的のフィールドを変更し、 * 保存 * をクリックします。

スケジュールされたジョブが変更とともに保存されます。

スケジュール済みジョブを削除しています

スケジュール済みジョブを削除することができます。

1. Snap Creator の GUI のメインメニューで、 * Management * > * Schedules * を選択します。

2. [ スケジュール ] タブで、スケジュールされたジョブのリストからジョブを選択し、 [* 削除 ] をクリック
します。

3. 確認ウィンドウで [ はい ] をクリックします。

スケジュール済みのジョブがリストから削除されます。

クローンの管理

クローンの管理では、（ * Actions * 設定を使用して）クローンを作成したり、バックア
ップコピーをソースとしてマウントしたり、クローンを削除したり、クローンをアンマ
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ウントしたりできます。

新しいバックアップからクローンを作成する

新しい Snapshot コピーからボリュームまたは LUN をクローニングできます。

• Snap Creator サーバがストレージシステムと通信している必要があります。

• クローニング処理を実行するには、適切な権限で Snap Creator にログインする必要があります。

このクローニング処理では、新しい Snapshot コピーをクローニングします。

1. Snap Creator のグラフィカルユーザインターフェイス（ GUI ）のメインメニューから、 * Management *
> * Configurations * を選択します。

2. [* プロファイルと構成 * （ * Profiles and Configuration * ） ] ペインで、構成ファイルを選択します。

3. [* Clone settings * （クローン設定 * ） ] タブに移動し、設定が正しく設定されていることを確認します。

4. 必要なクローンのタイプに応じて、 * Actions * を選択し、次のいずれかのオプションを選択します。

◦ LUN クローン

◦ ボリュームクローン

5. 追加パラメータ（ Additional Parameters ）ダイアログボックスで適切なポリシーを選択し、 * OK * をク
リックしてクローニングプロセスを開始します。

6. [* Console * （コンソール * ） ] ペインで、クローニングプロセスが正常に完了したことを確認します。
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既存のバックアップからクローンを作成する

既存のバックアップからボリュームまたは LUN をソースとしてクローニングできます。

• Snap Creator サーバがストレージシステムと通信している必要があります。

• クローニング処理を実行するには、適切な権限で Snap Creator にログインする必要があります。

このクローニング処理では、既存の Snapshot コピーをマウントし、既存のバックアップをクローニングしま
す。

1. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Management * > * Configurations * を選択します。

2. [* 構成 ] タブの [ プロファイルと構成 *] ペインで、構成ファイルを選択します。

3. * アクション * > * マウント * を選択します。

4. 追加パラメータダイアログボックスで、マウントするバックアップを含むコントローラ、ボリューム、お
よびポリシーを選択し、マウント（クローニング）する Snapshot コピーを選択してから、 * OK * をクリ
ックしてクローニングプロセスを開始します。

選択した Snapshot コピー名を記録します。バックアップをアンマウントするときは、同じ
Snapshot コピー名を選択する必要があります。

5. [* Console * （コンソール * ） ] ペインで、クローニングプロセスが正常に完了したことを確認します。

クローンのアンマウント

クローンはアンマウント（または削除）できます。

1. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Management * > * Configurations * を選択します。

2. 構成 * タブから構成ファイルを選択し、 * アクション * > * アンマウント * を選択します。

3. 追加パラメータのウィンドウで、マウントされたバックアップを含むコントローラ、ボリューム、
Snapshot コピーのポリシー、およびクローンが作成された特定の Snapshot コピー名を選択し、 * OK *
をクリックします。

クローンがアンマウントされます。 Snapshot コピーは削除されません。

Snap Creator の設定に必要なプラグイン情報

Snap Creator では、 Oracle 、 DB2 、 MySQL 、 Sybase ASE 、 Domino 、
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SnapManager for Microsoft SQL Server 、 SnapManager for Microsoft Exchange 、
MaxDB 、 VMware （ vSphere および vCloud Director ）、 Red Hat KVM 、 Citrix
XenServer 、および SAP HANAコミュニティプラグインはパッケージに含まれていない
ため、別途ダウンロードする必要があります。

次の表に、プラグインのパラメータと設定を示します。

パラメータ 設定 説明

APP_NAME を使用している Oracle の場合 DB2

MySQL Domino バイブ

SMSQL SME Sybase の場合

MaxDB KVM の略 Xen

HANA < プラグイン > バックアップするアプリケーショ
ンを指定します。Snap Creator に
は、左記のアプリケーションのサ
ポート機能が組み込まれていま
す。APP_NAME を使用するか、
APP_QUIESCE_CMDXX 、
APP_UNQUIESCE_CMDXX 、
PRE_EXIT_CMDXX を設定するこ
ともできます。アプリケーション
が Snap Creator で直接サポートさ
れない場合は、プラグインを使用
するか、独自のアプリケーション
休止または休止解除コマンド、ま
たはスクリプトを使用できま
す。<PLUG-IN> ：プラグインを
/path/to/scServer_v<#>/scServerに
コピーします

scAgent/plug-ins ディレクトリ。
APP_NAME パラメータでプラグイ
ンを指定します。コマンドまたは
スクリプト： - - - -
APP_QUIESCE_CMD01 = PATH_-
to-QuiesCMD
APP_UNQUIESCE_CMD01 =
PATH_To _ UNQUIECMD
PRE_EXIT_CMD01 = PATH_To _
UNQuiesCMD - - - - -

APP_IGNORE_ERROR Y N

アプリケーションプラグインで発
生するエラーを Snap Creator が無
視するかどうかを指定します。複
数のデータベースをバックアップ
する場合、さらには、いずれかの
データベースの休止または休止解
除の処理が失敗した場合にバック
アップを停止しない場合に役立ち
ます。

APP_DEFINED_BACKUP Y
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パラメータ 設定 説明

N アプリケーションプラグインで
は、休止、 Snapshot コピーの作
成、休止解除など、バックアップ
処理全体が実行されることが想定
されています。組み込みプラグイ
ンは、このようなバックアップを
サポートしていません。

APP_DEFINED_RESTORE の場合

Y N アプリケーションベースのリスト
ア処理を有効にします。リストア
処理が発生した場合、 Snap
Creator はアプリケーションプラグ
インに要求を送信し、アプリケー
ションプラグインがその要求を処
理します。

APP_DEFINED_MOUNT Y N

Snap Creator に組み込まれている
マウント機能は無視されます。代
わりに、プラグインが、ボリュー
ムクローンや LUN クローンの作成
など、すべてのマウント処理を実
行します。組み込みプラグイン
は、このタイプのマウントをサポ
ートしていません。

APP_DEFINED_umount Y

N Snap Creator に組み込まれている
アンマウント機能は無視されま
す。代わりに、プラグインが、ボ
リュームクローンや LUN クローン
の削除など、すべてのアンマウン
ト処理を実行します。組み込みプ
ラグインは、このタイプのアンマ
ウント処理をサポートしていませ
ん。

APP_AUTO_DISCOVERY

Y N アプリケーションの自動検出を有
効にします。Snap Creator はアプ
リケーションプラグインに検出要
求を送信し、アプリケーションプ
ラグインは、ストレージ構成の検
出を実行します。構成ファイルに
情報を保存する場合は、
APP_CONF_PERSISTENCE パラ
メータを使用することで、動的に
実行することも、永続的に設定す
ることもできます。
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パラメータ 設定 説明

APP_CONF_PERSISTENCE Y N

永続的な自動検出を有効にしま
す。これにより、構成ファイルの
変更が動的に更新されます。

APP_DEFINED_CLONE Y

N Snap Creator に組み込まれている
クローニング機能は無視されま
す。代わりに、プラグインが、ボ
リュームクローンや LUN クローン
の作成および削除など、すべての
クローン処理を実行します。組み
込みプラグインは、このタイプの
クローンをサポートしていませ
ん。

fs_name

プラグイン ファイルシステムの処理に使用さ
れているプラグインを指定しま
す。

JAVA_HOME にアクセスします

テキスト（ Text ） この設定では、 .class ファイルお
よび .jar ファイルの実行に使用す
る Java Virtual Machine （ JVM ；
Java 仮想マシン）を指定します。

jvm_args

テキスト（ Text ） この設定は、ネイティブの
java.class または .jar ファイルが実
行されるときの JVM 設定を制御し
ます。デフォルト設定は、
-Xms32M -Xmx128M です。

JAVA_CLASSPATH

テキスト（ Text ） この設定では、 Java クラスパスを
定義します。デフォルトでは、
plug-ins/native が設定され、この環
境変数を使用して実行できます。
この環境変数は、デフォルトに追
加されます。

META_DATA_VOLUME
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パラメータ 設定 説明

指定したボリュームの Snapshot コ
ピーを有効にして、休止解除処理
後に作成します。データの
Snapshot コピーをさまざまなタイ
ミングで作成する必要があるプラ
グインにとっては、この機能は大
いに役立ちます。パラメータでは
ボリュームだけでなく、コントロ
ーラも指定する必要があります（
例： controller1 ： volume1 、
volume2 ； controller2 ： volume3
、 volume4 ； controller3 ：
volume5 、 volume6` ）。

PERL_HOME の形式で指定します

テキスト（ Text ） この設定は、 Perl インタープリタ
を参照して .pl ファイルの実行に使
用されます。

PERL_OPTS

テキスト（ Text ） この設定は、ネイティブの Perl フ
ァイル実行時の Perl インタープリ
タの設定を制御します。追加設定
のオプションには、 Perl インター
プリタに渡すことができるディレ
クトリ（ -I ）が含まれます。

python_home

テキスト（ Text ） この設定は、 .py ファイルの実行
に使用される Python インタープリ
タを参照します。

Python_OPTS

テキスト（ Text ） この設定は、ネイティブの Python
ファイル実行時に Python インター
プリタの設定を制御します。

VALIDATE_VOLUMES

アーカイブログのプラグイン

アーカイブログのプラグインは、 Snap Creator のアーカイブログと連携します。アプリ
ケーションやデータベースのログとは連携しません。

次の表に、 Archive log プラグインのパラメータ、およびその設定と説明を示します。

パラメータ 設定 説明

archive_log_enable Y N

ポリシー：経過時間） アーカイブログ管理（古いアーカ
イブログの削除）が有効になりま
す。

archive_log_retention の略
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パラメータ 設定 説明

日数 アーカイブログを保持する日数を
指定します。この設定は
NTAP_SNAPSHOT_RETENTIONS
以上である必要があります。

ARCHIVE_LOG_DIR

change_info_directory/logs アーカイブログが格納されている
ディレクトリのパスを指定しま
す。

archive_log_EXT

ファイル拡張子 アーカイブログのファイル拡張子
を指定します。たとえば、アーカ
イブログが 10192091019.log の場
合は、このパラメータを log に設
定します。

archive_log_recursive_search

Y N サブディレクトリ内のアーカイブ
ログを管理できます。アーカイブ
ログがサブディレクトリにある場
合は、このパラメータを使用しま
す。

Citrix XenServer プラグイン

Snap Creator は、 Citrix XenServer プラグインを使用した、 Citrix XenServer 仮想マシ
ン（ VM ）のバックアップおよびリストアをサポートしています。

サポートと互換性のマトリックスに関する最新情報は、 Interoperability Matrix を参照してくだ
さい。

Citrix XenServer プラグインは、 Windows と XenServer をサポートしています。

Citrix XenServer プラグインを使用するときは、次の点に注意してください。

• プロキシとしての Active IQ Unified Manager サーバはサポートされていません。

• Open Systems SnapVault を使用したマウント、アンマウント、およびバックアップ処理、およびアーカ
イブログの管理はサポートされていません。

• ボリュームリストア処理はサポートされていません。アプリケーションで定義したリストア処理のみがサ
ポートされます。

• 削除された VM をリストアできます。

• XenCenter がインストールされているホストに Snap Creator エージェントがインストールされている必
要があります。また、 XenServer に Snap Creator サーバがインストールされていない必要があります。

• SC_AGENT_TIMEOUT には、デフォルト値である 600 以上の値を指定してください。

• APP_DEFINED_RESTORE の値が Y の場合は、 GUI を使用した SnapVault のリストア処理はサポートさ
れません。
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• プールマスターがサーバプール内で停止した場合、 Snap Creator 構成ファイルを新しいマスターサーバ
で手動で変更し、さらなるアクティビティを行う必要があります。

• XenServer ツールがすべての VM にインストールされている必要があります。

• SAN 環境でファイバチャネルを使用する場合は、 Snap Creator エージェントがインストールされている
ホストに plink.exe ツールをインストールし、システム環境変数に plink.exe のパスを追加する必要があり
ます。

システム環境変数に plink.exe パスを追加する方法の詳細については、 Snap Creator Framework

Installation Guide. を参照してください。

• VM の一時停止と一時停止解除の処理は、順次実行されます。

複数の VM がある場合、バックアップ処理中に VM が一時停止状態になる時間は、 VM の数によって異な
ります。

• ボリュームの自動検出がサポートされています。

サポートされる Citrix XenServer 構成

次の Citrix XenServer 構成がサポートされています。

• SAN

◦ では、ストレージリポジトリごとに 1 つの仮想ディスクイメージ（ VDI ）を持つゲスト仮想マシンが
サポートされます。

◦ ストレージリポジトリごとに 1 つの VDI でデータディスクをサポートします

• NAS

◦ NFS マウントにインストールされているゲスト VM をサポートします。

◦ NFS マウントのデータディスクをサポートします。

パラメータ

次の表に、 Citrix XenServer プラグインのパラメータとその説明を示します。

パラメータ 設定 説明

xon_VMs ホスト IP ： VM# 特定のホストの仮想マシンをスラ
ッシュ（ / ）で区切って表示しま
す。たとえば、 10.10.10.192 ：
VM1/VM2/VM3

xon_host_users ホスト IP ：ユーザ名 / パスワード に、 Xen ホストおよびそれに対応
するユーザ名とパスワードを示し
ます。
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xon_bin_path 例： c ： \Program
Files\Citrix\XenCenter\xe.exe

XenServer 実行ファイル（ XE ）
のパスを指定します。VM メタデー
タのインポートとエクスポートに
は XenCenter コンソールが必要で
す。

xen メタデータパス たとえば、 c ： \scmetadata です 仮想マシンのメタデータをダウン
ロードできるサーバ上のパスを指
定します。

xon_restore_VMs 例： xenserver1 ： vm1 、 vm2 ；
xenserver2 ： vm1 、 vm2

リストアする VM が含まれていま
す。このパラメータは、リストア
処理の実行時にのみ必要です。

• 関連情報 *

"Interoperability Matrix Tool ： mysupport.netapp.com/matrix"

DB2 プラグイン

DB2 プラグインは、 db2 コマンドを使用してデータベースと通信します。

次の表に、 DB2 プラグインのパラメータ、パラメータの設定、およびパラメータの説明を示します。

パラメータ 設定 説明

APP_NAME を使用している DB2 アプリケーション名を提供しま
す。

DB2_databases （ DB2_databases
）

db_name ： user_name DB2 データベースおよびユーザ名
をリストします。複数のデータベ
ースおよびユーザ名は、セミコロ
ンで区切ったリストとして指定で
きます。たとえば、「 db1 ：
user1 」、「 db2 ： user2 」のよ
うになります。
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パラメータ 設定 説明

DB2_CMD と入力します path_to db2cli_cmd データベース接続の初期化に使用
するパスを指定します。これによ
り、データベースでさらにコマン
ドを実行できます。

• UNIX ベースの環境 : d

b2_install_directory/sq

llib/bin/db2 `

たとえば
'/home/db2inst1/sqllib/bin/db' の
ように指定します

• Windows: 「
db2_install_directory\SQLLIB\bi
n\db2cmd.exe

たとえば、「 C ： \" プログラ
ムファイル
"\IBM\SQLLIB\bin\db2cmd.exe"
です

パスが指定されていない場合は、
sqllib/db2 がパスとして使用されま
す。

• 注 :* DB2 プラグインは ' デフォルトで Write Anywhere File Layout （ WAFL ）操作を処理しますDB2 プ
ラグインを使用して整合グループのバックアップをバックアップする場合は、パラメータを
NTAP_CONSISTENCY_GROUP_wafl_sync パラメータに設定しますこのパラメータを Y に設定すると、
冗長な同期処理が追加で実行されます。

サポートに関する最新情報や互換性マトリックスを確認するには、 Interoperability Matrix を参照してくださ
い。

• 関連情報 *

"Interoperability Matrix Tool ： mysupport.netapp.com/matrix"

IBM Domino プラグイン

Snap Creator Framework 用 IBM Domino プラグインは、ネットアップストレージ上に
Domino データベース用の完全なバックアップ / リカバリ解決策を提供します。IBM
Domino プラグインを使用すると、データベースを効率的にバックアップし、必要に応
じてデータベースサーバをオフラインにすることなくリストアできます。このプラグイ
ンでは、 IBM が提供する API を使用してアプリケーションの整合性を確保しています。

Snap Creator Framework に緊密に統合された、ネットアップの主要なデータ保護テクノロジを使用すると、
IBM Domino プラグインを使用して次の処理を実行できます。
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• アプリケーションと整合性のある Snapshot コピーをプライマリストレージに作成します

• ディザスタリカバリとアーカイブ用に、 Snapshot コピーをセカンダリストレージにレプリケートします

統合されたテクノロジには、 Snapshot 、 SnapMirror 、 SnapVault などがあります。

• 関連情報 *

"『 Snap Creator Framework 4.1.2 IBM Domino Plug-in Operations Guide 』"

MaxDB プラグイン

MaxDB プラグインは、 MaxDB データベースのバックアップ処理とリストア処理を自動
化します。

サポートに関する最新情報や互換性マトリックスを確認するには、 Interoperability Matrix を参
照してください。

MaxDB プラグインには次の機能があります。

• MaxDB データベースのバックアップ、リストア、クローニングに使用する一元化されたフレームワーク

• データベースとの統合およびアプリケーション整合性の提供

• Snapshot テクノロジを使用した、データベースのポイントインタイムコピーの作成

• 容量やファイル数に関係なく、 SnapRestore を使用して以前の Snapshot コピーをリストアし、アプリケ
ーションと整合性のあるデータベースを数秒でリストアできるようになりました

• FlexClone テクノロジを使用すると、 Snapshot コピーバックアップに基づいて、スペース効率に優れた
データベースのクローンを短時間で作成できます

次の表に、 MaxDB プラグインのパラメータを示します。このパラメータの設定と説明が表示されます。

パラメータ 設定 説明

APP_NAME を使用している MaxDB アプリケーション名を指定しま
す。

XUSER_ENABLE のようになりま
す

Y N

MaxDB 用 X ユーザの使用を有効ま
たは無効にして、データベースユ
ーザにパスワードが必要ないよう
にします。

handle_logWRITER Y

N suspend logwriter （ N ）または
resume logwriter （ Y ）操作を実
行します。

DBMCLICMD
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パラメータ 設定 説明

path_to dbmcli_cmd MaxDB の dbmcli コマンドへのパ
スを指定します。設定しない場
合、検索パス上の dbmcli が使用さ
れます。

Windows 環境で
は、パスを二重引用
符（ "…" ）で囲む必
要があります。

SQLCLICMD

path_to _sqlcli_cmd MaxDB の sqlcli コマンドのパスを
指定します。設定しない場合、
sqlcli は検索パスで使用されます。

MaxDB の更新 _HIST_LOG

Y N MaxDB バックアッププログラムに
MaxDB 履歴ログを更新するかどう
かを指示します。

MaxDB データベース db_name ： user_name password バックアップするデータベースを
ユーザ名とパスワードで一覧表示
します。複数のデータベースおよ
びユーザ名は、カンマで区切った
リストを使用して指定できます。
たとえば、「 db1 ： user1 /
password 、 db2 ： user2 /
password 」と入力します。

MaxDB の _check_snapshot_DIR 例 : SID1 : directory[,

directory...];[SID2:

directory[, directory...]

Snap Creator の Snapshot コピー
処理が正常に完了したことを確認
し、 Snapshot コピーが作成された
ことを確認します。この環境 NFS
のみ。このディレクトリには、
.snapshot ディレクトリが含まれて
いる場所を指定する必要がありま
す。

複数のディレクトリを指定する場
合は、カンマで区切って指定でき
ます。複数のデータベースは、セ
ミコロンで区切ったリストで指定
できます。

MaxDB 7.8 以降のバージョンで
は、データベースバックアップ要
求がバックアップ履歴で失敗とマ
ークされています。
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パラメータ 設定 説明

MaxDB のバックアップテンプレー
ト

template_name の例 : 'na_snap 各データベースのバックアップテ
ンプレートを指定します。テンプ
レートはすでに存在している必要
があり、外部タイプのバックアッ
プテンプレートである必要があり
ます。

MaxDB 7.8 以降の Snapshot コピ
ー統合を有効にするには、 MaxDB
のバックグラウンドサーバ機能を
持っていて、 MaxDB バックアッ
プテンプレートをすでに設定して
いる必要があります。

MaxDB の BG_server_prefix bG_server_prefix の例： 'na_bg バックグラウンドサーバ名のプレ
フィックスを指定します。MaxDB
のバックアップテンプレートパラ
メータを設定する場合は、 MaxDB
の BG_server_prefix パラメータも
設定する必要があります。プレフ
ィックスを設定しない場合は ' デフ
ォルト値の na_bg_database' が使
用されます

• 関連情報 *

"Interoperability Matrix Tool ： mysupport.netapp.com/matrix"

MySQL プラグイン

MySQL プラグインは、 Net-MySQL を使用してデータベースと通信します。

MySQL プラグインは、複数データベースのバックアップおよびリストア処理はサポートしていません。サポ
ートと互換性に関する最新情報については、 Interoperability Matrix を参照してください。

Snap Creator 構成の場合、 MySQL データベースユーザには、 Super や reload などの権限と一緒にロックテ
ーブル権限を付与する必要があります。

次の表に、 MySQL プラグインのパラメータ、およびその設定を示します。

パラメータ 設定 説明

APP_NAME を使用している MySQL アプリケーション名
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パラメータ 設定 説明

mysql_databases db_name ： user_name password MySQL データベース、ユーザ名、
およびパスワードのリスト。ユー
ザ名とパスワードをセミコロンで
区切ったリストとして複数のデー
タベースを指定できます。たとえ
ば、「 db1:user1/pwd1 ； db2 ：
user2/pwd2 」と指定します。

ホスト host_name データベースが格納されているホ
ストの名前。 * 注： *
VALIDATE_VOLUMES は
host=localhost の場合にのみ正しく
機能します。host=ip_address の場
合、 VALIDATE_VOLUMES は
MySQL データベースを検出しませ
ん。

ポート db_name ： port_number データベースとリスニングポート
のリスト。例：「

db1:3307;DB2:3308 」

MASTER_SLAVE Y N
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パラメータ 設定 説明

バックアップデータベース環境を
指定します。 Y に設定すると、マ
スターデータベースがバックアッ
プされます。

N に設定すると、スレーブデータ
ベースがバックアップされるか、
マスター / スレーブ設定が使用さ
れません。

Snap Creator
Framework のバック
アップでは、
Master_slave オプシ
ョンが有効になって
いる MySQL サーバ
上の必要な MySQL
バイナリログファイ
ルが削除されま
す。Snap Creator
Framework を使用し
た MySQL （マスタ
ー）データベースの
バックアップでは、
すべてのバイナリロ
グファイルが削除さ
れ、リセット番号（
.000001 ）が設定さ
れた空のバイナリロ
グファイルが 1 つだ
け残ります。この問
題のため、バックア
ップ処理後にスレー
ブサーバを起動でき
ません。

purge_binary_log Y

• 関連情報 *

"Interoperability Matrix Tool ： mysupport.netapp.com/matrix"

Oracle プラグイン

Oracle プラグインは、 SQL * Plus を使用してデータベースと通信し、バックアップ用
に Oracle データベースの休止および休止解除を行います。

Snap Creator Oracle プラグインは、 Oracle の Automatic Storage Management （オフラインバックアップま
たはオンラインバックアップ）および Real Application Clusters （ RAC ）データベース構成のオンラインバ
ックアップをサポートしています。サポートと互換性に関する最新情報については、 Interoperability Matrix
を参照してください。
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UNIX プラットフォームまたは Linux プラットフォームで C シェル（ csh ）と Oracle プラグインを使用す
るには、次の条件を満たす必要があります。

• Snap Creator エージェントは、 root ユーザではなく Oracle ユーザとして起動する必要があります。

• Oracle ユーザは、プラグインベースの SQL * Plus コマンドが機能するように、適切な環境変数（
ORACLE_HOME および ORACLE_SID ）を設定する必要があります。

これは ~/.cshrc などのシェルスタートアップファイルを使用して実行できます。

次の表に、 Oracle プラグインパラメータ、およびその設定を示します。

パラメータ 設定 説明

APP_NAME を使用している Oracle の場合 アプリケーション名

ORACLE_databases （ Oracle デ
ータベース

db_name ： user_name Oracle データベースとユーザ名の
リスト複数のデータベースとユー
ザ名は、セミコロンで区切ったリ
ストとして指定できます。たとえ
ば、「 db1 ： user1 ； db2 ：
user2 」と指定します。

SQLPLUS_CMD sqlplus コマンドへのパス

CNTL_FILE_BACKUP _DIR のいず
れかです

ユーザーがバックアップ制御ファ
イルを保存するディレクトリへの
パス Oracle ユーザーには ' このデ
ィレクトリに対する適切な権限が
必要です

ORA_TEMP 一時ファイルを格納するディレク
トリへのパス。例： /tmp Oracle ユ
ーザには、このディレクトリに対
する適切な権限が必要です。

archive_log_only Y N

ポリシー： < Y N スイッチログ操作のみを実行する
ように Oracle プラグインに通知し
ます。この設定は、データバック
アップとは別にアーカイブログバ
ックアップを処理する場合に便利
です。

ORACLE_HOME を参照してくだ
さい

Oracle ホームディレクトリへのパ
ス
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パラメータ 設定 説明

ORACLE_home_SID を入力します 所定の System Identifier （ SID ；
システム ID ）を持つ Oracle ホー
ムディレクトリへのパス複数のデ
ータベースのバックアップ時に、
複数の Oracle ホームディレクトリ
を指定することが重要な場合があ
ります。

ORACLE_EXPORT パラメータ Y N

環境パラメータの
ORACLE_HOME および
ORACLE_SID をエクスポートする
には、 export コマンドを使用しま
す。これは、 UNIX または Linux
ベースの環境でのみ利用できま
す。

ORACLE_BACKUPMODE

Snap Creator ポリシーを使用して
オフラインまたはオンラインのバ
ックアップを構成するオプション
です。デフォルトのオプションは
online で
すORACLE_BACKUPMODE =
HOURLY ： ONLINE 、 DAILY ：
オフライン

ORACLE_SHUTDOWNABORT Y

• 関連情報 *

"Interoperability Matrix Tool ： mysupport.netapp.com/matrix"

Red Hat KVM プラグインのガイドライン

Kernel-based Virtual Machine （ KVM ）は、 Linux カーネルの仮想化解決策です。Snap
Creator は、 KVM プラグインを使用してゲスト仮想マシンのバックアップおよびリスト
アを行います。

サポートと互換性マトリックスに関する最新情報は、 Interoperability Matrix を参照してくださ
い。

KVM プラグインは、 Linux 、 Windows 、 Solaris などのゲストオペレーティングシステムをサポートしてい
ます。

このプラグインは、 virsh コマンドを内部的に使用します。

KVM プラグインを使用するときは、以下の点を考慮してください。

• プロキシとしての Active IQ Unified Manager サーバはサポートされていません。
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• Open Systems SnapVault を使用したマウント、アンマウント、およびバックアップ処理、およびアーカ
イブログの管理はサポートされていません。

• ストレージエリアネットワーク（ SAN ）環境では、ストレージコントローラから LUN やボリュームに関
する情報を収集するために Linux Host Utilities （ LHU ）キットが必要になります。

LHU キットは、 Snap Creator エージェントと同じ KVM ハイパーバイザーにインストールされている必
要があります。

LHU キットがインストールされておらず、ネットワーク接続型ストレージ環境とストレー
ジエリアネットワーク環境が混在する構成の場合は、バックアップおよびリストアの操作
は NFS 上でのみ機能します。

• KVM プラグインは、 Linux バージョンの Snap Creator 4.0 および 4.1 エージェントのみをサポートして
います。

• ボリュームリストアはサポートされません。アプリケーションで定義したリストア処理のみがサポートさ
れます。

• 削除された仮想マシン（ VM ）をリストアすることはできません。

• ストレージコントローラの IP アドレスおよびホスト名は、 KVM ホストの /etc/hosts または Domain
Name System （ DNS ；ドメインネームシステム）のいずれかに設定する必要があります。

• 1 つの構成でサポートされる KVM ホストは 1 つだけです。

• ISO リポジトリを使用して仮想マシンが作成されている場合に何らかのアクションを実行するには、 CD-
ROM 内のオプションにある Virt Manager コンソールを使用して、このリポジトリの接続を仮想マシンか
ら切断する必要があります。

• SC_AGENT_TIMEOUT には、デフォルト値である 600 以上の値を指定してください。

• ボリュームは自動検出を使用して自動的に検出されます。

検出されたデスティネーションボリュームは、デスティネーションが SnapMirror 関係にない場合は表示
されません。dpstatus を使用して、 SnapMirror 関係のステータスを確認する必要がありま
す。SnapMirror 関係が存在しない場合は、まず SnapMirror 関係を作成する必要があります。

• APP_DEFINED_RESTORE の値が Y の場合は、 GUI を使用した SnapVault のリストア処理はサポートさ
れません。

• GUI を使用して SnapMirror と SnapVault の構成を作成する場合は、 SnapMirror と SnapVault の関係が自
動的に検出されないため、ボリュームの詳細を手動で入力する必要があります。

• VM にマッピングされているデータディスクはバックアップされません。

• VM の一時停止および再開処理は、順次実行されます。

複数の VM がある場合、バックアップ処理中に VM が一時停止状態になる時間は、 VM の数によって異な
ります。

サポートされる KVM の構成

• SAN ： raw マルチパスデバイス（複数のパスを使用する LUN ）にインストールされているゲスト仮想マ
シンをサポートします。

• NAS ： NFS ボリュームにインストールされているゲスト仮想マシンをサポートします。
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単一のマルチパスデバイスに複数の仮想マシンをインストールした構成はサポートされていま
せん。

SAN 環境で LVM またはイメージファイルにインストールされているゲスト仮想マシンはサポートされませ
ん。

次の表に、 KVM プラグインパラメータを示します。

パラメータ 設定 説明

KVM_RESTORE_VM_LIST 例 : VM1 、 VM2 リストアする VM のリストを指定
します。このパラメータはリスト
ア時にのみ必要です。

KVM_VM_MAPPING の略 例： `VM1 ： s_c1:/vol/vol1/lun1 ；
VM2 ： s_c2 ： /vol/vol2/lun2 ； `

（必須） VM とそれに関連付けら
れたストレージコントローラ、
LUN 、またはファイルパスとの間
のマッピングを指定します。この
パラメータは、検出処理中に動的
に更新されます。

KVM_VM_CONFIG_DIR の略 デフォルト： /etc/libvirt/qemu （任意） VM のすべての XML 構成
ファイルが格納されているディレ
クトリへのパスを指定します。

KVM_CMD_retry_count の略 デフォルト値は「 3 」です （オプション） KVM プラグインで
コマンドの実行が失敗した場合に
コマンドを再実行する回数を指定
します。

• 関連情報 *

"Interoperability Matrix Tool ： mysupport.netapp.com/matrix"

SAP HANA プラグイン

SAP HANA プラグインを使用すると、ストレージの Snapshot コピーに基づいて、 SAP
HANA データベースのバックアップを作成し、ポイントインタイムリカバリを実行でき
ます。

このプラグインは、 SAP HANA hdbsql クライアントを使用して、 SQL コマンドを実行し、データベースの
整合性を確保し、 SAP HANA のバックアップカタログを管理します。このプラグインは、 SAP 認定ハード
ウェアアプライアンスとテーラードデータセンター統合（ TDI ）プログラムの両方でサポートされていま
す。

このプラグインは、 SAP HANA データベースノードにアクセスできるホストに、 Snap Creator エージェン
トの一部としてインストールされます。

• 関連情報 *
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"『 Snap Creator Framework 4.3.3 SAP HANA Plug-in Operations Guide 』"

SnapManager for Microsoft Exchange プラグイン

SnapManager for Microsoft Exchange プラグインを使用すると、 Snap Creator 経由で
Microsoft Exchange Server のバックアップ処理を一元化できます。このプラグインを使
用すると、 Snap Creator を通じて、 Exchange サーバ用の数十または数百の
SnapManager を設定し、 1 つのインターフェイスからすべての Exchange 用
SnapManager のバックアップジョブとステータスを表示できます。

他のプラグインとは異なり、 SnapManager プラグイン（ SnapManager for Microsoft SQL Server および
SnapManager for Microsoft Exchange ）は、 PowerShell を使用して SnapManager の既存のインストールと
通信します。SnapManager プラグインを使用するには、 SnapManager 製品がすでにインストールされ、動
作している必要があります。SnapManager プラグインでは、 new-backup PowerShell コマンドレットを使用
して、 SnapManager 経由でバックアップを作成します。クローニングとリストアの処理は、いずれも引き続
き SnapManager インターフェイスから実行する必要があります。

サポートに関する最新情報や互換性マトリックスを確認するには、 Interoperability Matrix を参
照してください。

SnapManager for Microsoft Exchange プラグインを使用するには、 SnapManager for Microsoft Exchange と
同じホストに Snap Creator エージェントをインストールする必要があります。SC_AGENT_TIMEOUT に
は、 900 以上の値を設定してください。

次の表に、 SnapManager for Microsoft Exchange プラグインのパラメータ、およびその設定と説明を示しま
す。

パラメータ 設定 説明

SME_PS_CONF 例：「 C ： \Program
Files\NetApp\SnapManager for
Exchange\ smeShell.psc1 」

SnapManager for Microsoft
Exchange の PowerShell 構成ファ
イルへのパスを指定します。

se_backup_options のように指定
します

例：「 Server 'EX2K10-DAG01'
-GenericNaming - Management
Group 'tandard' -NoTruncateLogs
$False-RetainBackups 8-
StorageGroup 'DAG01_DB01'
-BackupCopyRemoteCCRNode
$False`

SnapManager for Microsoft
Exchange のバックアップオプショ
ンを指定します。 Snap Creator
は、新規バックアップ用に
PowerShell コマンドレットを使用
します。

sme _ server_name 例 : EX2K10-DAG01' SnapManager for Microsoft
Exchange サーバ名を指定します。

SME_32bit Y N

• 関連情報 *

"Interoperability Matrix Tool ： mysupport.netapp.com/matrix"
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SnapManager for Microsoft SQL Server プラグイン

SnapManager for Microsoft SQL Server プラグインを使用すると、 Snap Creator 経由で
Microsoft SQL Server のバックアップ処理を一元化できます。このプラグインを使用す
ると、 Snap Creator を通じて、 Microsoft SQL Server 用の数十または数百の
SnapManager を設定し、 1 つのインターフェイスから SnapManager for Microsoft SQL
のすべてのバックアップジョブとステータスを表示できます。

他のプラグインとは異なり、 SnapManager プラグイン（ SnapManager for Microsoft SQL Server および
SnapManager for Microsoft Exchange ）は、 PowerShell を使用して SnapManager の既存のインストールと
通信します。SnapManager プラグインを使用するには、 SnapManager 製品がすでにインストールされ、動
作している必要があります。SnapManager プラグインでは、 new-backup PowerShell コマンドレットを使用
して、 SnapManager 経由でバックアップを作成します。クローニングとリストアの処理は、いずれも引き続
き SnapManager インターフェイスから実行する必要があります。

サポートに関する最新情報や互換性マトリックスを確認するには、 Interoperability Matrix を参
照してください。

SnapManager for Microsoft SQL Server プラグインを使用するときは、次の点を考慮する必要があります。

• Snap Creator エージェントは、 SnapManager for Microsoft SQL Server と同じホストにインストールする
必要があります。SC_AGENT_TIMEOUT には、 900 以上の値を設定してください。

• PowerShell は、 Windows PowerShell のデフォルトのインストール場所（ C ：
\WINDOWS\system32\WindowsPowerShell\v1.0 など）にインストールされている必要があります。

次の表に、 SnapManager for Microsoft SQL Server プラグインのパラメータ、およびその設定を示します。

パラメータ 設定 説明

SMSQL_PS_CONF 例：「 C ： \Program
Files\NetApp\SnapManager for
SQL Server\smsqlShell.psc1 」

SnapManager for Microsoft SQL
Server の PowerShell 構成ファイ
ルへのパスを指定します。

SMSQL_Backup_options 例： -svr 'QL' -d 'sql\SharePoint' 、
'1' 、 'WSS_Content'
-RetainBackups 7-lb-bksif
-RetainSnapofSnapInfo 8-trlog-
gen-mgmt standard

SnapManager for Microsoft SQL
Server のバックアップオプション
を指定します。 Snap Creator は、
新規バックアップ用に PowerShell
コマンドレットを使用します。

SMSQL_server_name 例： SQL\SharePoint SnapManager for Microsoft SQL
Server の名前を指定します。

SMSQL_32bit Y N

• 関連情報 *

"Interoperability Matrix Tool ： mysupport.netapp.com/matrix"
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Sybase ASE プラグイン

Sybase ASE プラグインは、 Sybase データベースとの連携に isql コマンドを使用して
います。

サポートに関する最新情報や互換性マトリックスを確認するには、 Interoperability Matrix を参
照してください。

次の表に、 Sybase プラグインのパラメータの一覧、設定、説明を示します。

パラメータ 設定 説明

SYBASE_USER user_name （ユーザー名 isql コマンドを実行できるオペレー
ティングシステムユーザを指定し
ます。このパラメータは UNIX で
は必須です。このパラメータは、
Snap Creator の Agentstart コマン
ドおよび stop コマンド（通常は
root ユーザ）を実行しているユー
ザと、 isql コマンドを実行してい
るユーザが異なる場合に必要で
す。

SYBASE_SERVER のことです data_sserver_name を選択します Sybase データ・サーバ名を指定し
ます（ isql コマンドの -S オプショ
ン）例： 'p_test

SYBASE_DATABASES db_name ： user_name password バックアップするインスタンス内
のデータベースのリストを表示し
ます。マスターデータベースが追
加されます。たとえば、「 `D
BAtest2 ： sa/53616c7404351e 」
のようになります。「 + ALL 」と
いう名前のデータベースを使用す
ると、データベースの自動検出が
実行され、 sybsyntax 、
sybsystemdb 、 sybsystemprocs
、 tempdb の各データベースは除
外されます。

例 : +all:

sa/53616c71a6351e-

NTAP_PWD_PROTECTION パラ
メータを設定すると、暗号化パス
ワードがサポートされます。
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パラメータ 設定 説明

SYBASE_DATABASE_EXCLUDE データベース名 ALL construct を使用する場合にデ
ータベースを除外できるようにし
ます。複数のデータベースを指定
するには ' セミコロンで区切ったリ
ストを使用しますたとえば
'pubs2;test_db1' と指定します

Sybase_Tran ダンプ db_name ： direction_path Snapshot コピーの作成後に
Sybase トランザクションダンプを
実行できます。例：
'pubs2::/sybased者 /pubs2

トランザクションダンプが必要な
各データベースを指定する必要が
あります。

SYBASE_TRAN_DUMP_FORMAT %S_%D_%T.cmn ダンプの命名規則を指定できま
す。次のキーを指定できます。

• %S は SYBASE_SERVER のイ
ンスタンス名です

• %D = SYBASE_DATABASES
からのデータベース

• %T = 一意のタイムスタンプ

例 : '%S_%D_%T.log

SYBASE_TRAN_DUMP_COMPRE
SSE_COMPRESS

Y N

標準の Sybase トランザクション
ダンプの圧縮を有効または無効に
します。

SYBASE_ISQL_CMD のようにな
ります

例： /opt/Sybase/OCS-
15_0/bin/isql

isql コマンドへのパスを定義しま
す。

Sybase の場合 例： /Sybase

Sybase をインストールする場所を
指定します。

SYBASE_LOGDIR のようになりま
す

例： /usr/local/ntap/scServer/logs

Snap Creator のログを配置するデ
ィレクトリを定義します。

SYBASE_MANIMANIEST 例 : D BAtest2

:/t_inf_NZL_devs/
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パラメータ 設定 説明

マニフェストファイルを作成する
必要のあるデータベースと、マニ
フェストファイルを配置する必要
のある場所を指定します。

SYBASE_MANIMANIT_FORMAT
の場合

%S__%D_%T.manifest 例 :
'%S_%D_%T.manifest

マニフェストファイルの命名規則
を指定できます。次のキーを指定
できます。

• %S は SYBASE_SERVER のイ
ンスタンス名です

• %D = SYBASE_DATABASES
からのデータベース

• %T = 一意のタイムスタンプ。
Snapshot コピーの命名に使用
されるタイムスタンプと同じで
す

SYBASE_MANIMANIT_DELETE Y

N Snapshot コピーの作成後にマニフ
ェストを削除できます。Snapshot
コピー内でマニフェストファイル
をキャプチャし、常にバックアッ
プで利用できるようにする必要が
あります。

SYBASE_EXCLUDE tempdb の場
合

Y N ユーザが作成した一時データベー
スの自動除外を有効にします。

• 関連情報 *

"Interoperability Matrix Tool ： mysupport.netapp.com/matrix"

VMware VIBE プラグイン

Snap Creator は、 VMware VIBE プラグインを使用した VMware 仮想マシンおよび
vApp のバックアップをサポートします。VMware プラグインは、仮想マシンと vSphere
および vApps と vCloud Director の両方の組み合わせに対応する統合プラグインです。

VMware VIBE プラグインを使用するときは、次の点を考慮してください。

• VMware プラグインは、 Windows および Linux でのみサポートされています。

Windows 以外または Linux 以外の Snap Creator サーバを使用している場合、 VMware プラグインを実行
するには、 Snap Creator の Windows エージェントまたは Linux エージェントが必要です。

• プロキシとしての Unified Manager サーバはサポートされていません。

• Open Systems SnapVault を使用したマウント、アンマウント、およびバックアップ処理とアーカイブロ
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グの管理はサポートされていません。

• VMware プラグインを使用した VMware HA はテストされていないため、サポートされていません。

• VMware vCenter リンクモードおよび VMware プラグインの組み合わせはテストされていないため、サポ
ートされていません。

• VMware プラグインは、 raw device mapping （ RDM ； raw デバイスマッピング）をサポートしていま
せん。

• ボリュームは自動検出を使用して検出されます。

検出されたデスティネーションボリュームは、 SnapMirror 関係にない場合は表示できません。dpstatus
コマンドを使用して、 SnapMirror 関係を確認できます。SnapMirror 関係が存在しない場合は、まず
SnapMirror 関係を作成する必要があります。

• リストア処理を実行する前に、すべての VMware Snapshot コピーを削除する必要があります。

• リストア処理の完了後、リストアした仮想マシンおよび vApp の Snap Creator バックアップを実行し、新
しい環境をクリーンアップしてすべての VMware Snapshot コピーを削除する必要があります。

VMware プラグインを使用しても VMware Snapshot コピーをクリーンアップできずにエラーが表示され
る場合は、 VMware Snapshot コピーを手動で削除する必要があります。VMware プラグインによって
VMware スナップショットコピーの削除が 100% 保証されるわけではありません。これは、 VMware 問題
と呼ばれています。

• VMware プラグインがサポートしているのは、 32 ビットの Snap Creator と 32 ビットの Linux システム
の組み合わせ、および 64 ビットの Snap Creator と 64 ビットの Linux システムの組み合わせのみです。

• 削除された仮想マシンはリストアできません。

• ボリュームリストア処理はサポートされていません。アプリケーションで定義したリストア処理のみがサ
ポートされます。

• SC_AGENT_TIMEOUT パラメータの値は、 1 、 800 以上に設定してください。

• VIBE_VMWARE_SNAPSHOT パラメータ（ VMware snapshot オプション）のデフォルト値は N です

• APP_DEFINED_RESTORE の値が Y の場合は、グラフィカルユーザインターフェイス（ GUI ）を使用し
た SnapVault のリストア処理はサポートされません。

• GUI を使用して SnapMirror と SnapVault の構成を作成する場合、 SnapMirror と SnapVault の関係は自動
的には検出されないため、 SnapMirror と SnapVault のパラメータを手動で入力する必要があります。

• VMware プラグインによって、 ISO でマウントされたパスがデータストアとして検出されます。

次の表に、 VMware VIBE プラグインのパラメータ、パラメータ設定、およびパラメータについて説明しま
す。
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パラメータ 設定 説明

VIBE_DYNAMIC VOLUMES _
UPDATE

Y または n デフォルト：設定され
ていません

このパラメータを N に設定する
と、動的なボリューム更新は実行
されません。つまり、 VOLUMES
、 SNAPVAULT_VOLUMES 、
SNAPMIRROR_VOLUMES 、
NTAP_DFM_DATA_SET の各パラ
メータを手動で設定する必要があ
ります。

VIBE_NOPING デフォルト： N VMware プラグインまたはストレ
ージコントローラへの ping に
Internet Control Message Protocol
（ ICMP ）を使用しないように指
定します。

VIBE_VCLOUD_IPADDR 該当なし へのログインに使用する vCloud
Director の IP アドレスまたはホス
ト名を指定します（ vCloud のみ
）。

VIBE_VCLOUD_USER 該当なし vCloud Director へのログインに使
用するユーザ名を指定します（
vCloud のみ）。@org または
@system （最上位の vCloud デー
タベース）を設定する必要があり
ます。

バックアップ処理と
リストア処理を実行
するには、 vCloud
Director のシステム
管理者のユーザ名を
使用する必要があり
ます。組織の管理者
クレデンシャルまた
はその他のユーザク
レデンシャルを使用
している場合、これ
らの処理は失敗しま
す。

例 : 「 administrator@system` 」

VIBE_VCLOUD_PASSWD 該当なし 指定した VIBE_VCLOUD_USER
に関連付けられたパスワードを指
定します（ vCloud のみ）。
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パラメータ 設定 説明

VIBE_VCENTER_USER 該当なし vCenter へのログインに使用するユ
ーザ名を指定します。

VIBE_VCENTER_PASSWD 該当なし 指定した VIBE_VCENTER_USER
に関連付けられているパスワード
を指定します。

VIBE_VCLOUD_NAMES の機能を
使用します

該当なし バックアップする組織名、仮想デ
ータセンター名、 vApp オブジェ
クト名を一覧表示します（ vCloud
のみ）。例：「 org ： VDC1 、
VDC2 ： VAPP1 、 VAPP2 、
Org2 ： VDC3 ： ORG3 ： VAPP6
」

VIBE_VSPHERE_NAMES 該当なし に、 vCenter 単位でバックアップ
するデータストアと仮想マシンを
示します（ vSphere のみ）。例
：「 VCENTER1 ： DS1 ： VM1
； VCENTER2 ； DS2 、 DS3 ：
； VCENTER3 ： VM4

VIBE_TRIM_VSPHERE_NAMES
の名前

該当なし に、 vCenter ごとのバックアップ
から削除する仮想マシンを示しま
す（ vSphere のみ）。例：「
VCENTER1 ： VM99 」、「
VCENTER2 ： VM5 、 vm12 」

VIBE_RESTORE_INTERVAL デフォルトは「 30 秒」です リストアチェックの間隔を指定し
ます。

VIBE_RESTORE_TIME の設定 デフォルト： '3600 秒 リストア処理が完了するまでの待
機時間の合計を指定します。

VIBE_VMWARE_SNAPSHOT デフォルト： N バックアップ中に VMware スナッ
プショットコピーを作成します。
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パラメータ 設定 説明

VIBE_IGNORE_exportfs = Y また
は N

デフォルト： N このパラメータは、 Snap Creator
の VIBE 構成ファイルに手動で追
加する必要があります。

値が Y に設定されている場合、
Data ONTAP 7-Mode 構成では、コ
ントローラの exportfs 値は無視さ
れます。代わりに、 Data ONTAP
はボリュームエクスポートパスを
/vol/datastore_name としてマッピ
ングします。この場合、データス
トア名はバックアップ用に指定さ
れます。vFiler ユニットを使用して
いる古い環境では、個々のデータ
ストアの exportfs 情報を vFiler ユ
ニットから取得できないため、こ
の方法が使用されることがありま
す。代わりに、 vfiler0 にクエリに
基づいてパスをマッピングする必
要があります。

• 関連情報 *

"Interoperability Matrix Tool ： mysupport.netapp.com/matrix"

VMware プラグインを使用した vCloud vApp のバックアップおよびリストア処理の要件

Snap Creator では、 VMware プラグインを使用した vCloud vApp のバックアップをサ
ポートしています。vApp および仮想マシンのバックアップコピーは、 vCloud Director
API または vSphere API を通じた VMware プラグインを使用して作成されます。
vCloud Director API は VMware vCloud Director 上で起動し、 vSphere API は VMware
vCenter サーバ上で起動します。

vApp のバックアップおよびリストア処理を正常に実行するには、構成ファイルで次の詳細を指定する必要が
あります。

• vCloud の IP アドレスおよびクレデンシャル

• vCloud の組織、 virtual data centers （ vDC ；仮想データセンター）、 vApp の名前

複数の vCenter を vCloud に接続する場合は、すべての vCenter サーバのパスワードを同じに
する必要があります。

vCloud のバックアップ処理とリストア処理を実行するときは、以下の点を考慮してください。

• VMware と vCloud を比較すると、バックアッププロセスとリストアプロセスはほぼ同じですが検出プロ
セスだけではありません。 vCloud のバックアップでは、 representational State Transfer （ REST ） API
を使用して、 vCloud Director のメタデータを追加で検出する必要があります。
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• vCloud の詳細として、バックアップ対象の組織、 vDCs 、 vApp を指定する必要があります。

• vDC がリストされている場合は、 vDC 内のすべての vApp がバックアップされます。

• vCloud モジュールは、バックアップが必要な vApp に関連付けられている仮想マシンを検出して、バック
アップリストに表示します。

• バックアップ対象に選択した vApp が、同様にバックアップ対象として選択した組織または vDC に含まれ
ている場合、 vApp は 1 回だけバックアップされます。

VMware プラグインを使用して Virtual Machine File System （ VMFS ）のリストア処理を実行
する場合は、 LUN と同じサイズの LUN クローンを作成できる十分なスペースがボリューム内
に必要です。

VMware プラグインを使用した仮想マシンのバックアップおよびリストア

Snap Creator は、 VMware プラグインを使用した VMware 仮想マシンのバックアップ
をサポートしています。仮想マシンのバックアップは、 VMware vCenter Server の
vSphere API を使用して実行されます。

仮想マシンのバックアップの場合、構成ファイルで次の詳細を指定する必要があります。

• vCenter の IP アドレスまたはホスト名とクレデンシャル

• vSphere 仮想マシン名およびデータストア名

Snap Creator による vCenter の検出は、 vCenter がデフォルトのポート（ 443 ）に設定されて
いる場合にのみ実行されます。

リストア処理の場合には、バックアップパラメータおよび Snapshot コピーの名前を指定する必要がありま
す。

VMware のバックアップおよびリストア処理を実行するときは、次の点に注意してください。

• 表示された仮想マシンが利用できない場合は、プラグインにエラーメッセージが表示されます。失われた
仮想マシンは、バックアップされていてもリストアできません。

• データストアが表示されている場合は、データストア内のすべての仮想マシンがバックアップされます。

• 表示されている仮想マシンまたは指定したデータストアに配置されている仮想マシンのみがバックアップ
されます。

• バックアップ対象に選択した仮想マシンが、同様にバックアップ対象に選択したデータストアに含まれて
いる場合、その仮想マシンは 1 回だけバックアップされます。

• VMware プラグインは、 Network File System （ NFS ）データストアと VMware Virtual Machine File
System （ VMFS ）データストアの両方をサポートしています。

◦ NFS データストアでの仮想マシンのリストアは、ストレージシステムで Single File SnapRestore （
SFSR ）を使用するため、ホストのコピーを回避できます。

◦ VMFS データストア上の仮想マシンをリストアするには、次の手順を実行します。

i. 特定のリストア Snapshot コピーに含まれている LUN の FlexClone または LUN クローンを使用し
ます。

ii. そのクローンをクラスタにマッピングします。
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iii. vCenter API 呼び出しを使用して、 VMFS データストアの Snapshot コピーのコンテンツを元の
VMFS データストアにコピーします。

プラグインフレームワークを使用してカスタムプラグインを作成する

プラグインフレームワークを使用すると、 Snap Creator 用の独自のプラグインを作成し
たり、既存のプラグインを再利用したりできます。Snap Creator では、このプラグイン
を使用して、特定のアプリケーションのバックアップとリカバリを処理できます。

プラグインフレームワークでは、次のメソッドを定義します。

• quiesce - 特定のアプリケーションプラグインの休止を処理する手法

• unquiesce - 特定のアプリケーションプラグインの休止解除を処理する手法

• discover - 特定のアプリケーションプラグインのストレージオブジェクトに対する検出を処理する手法で
す

• scdump - サポート情報、データベース、オペレーティングシステム、 SnapDrive の収集を処理する手法

• restore - 特定のアプリケーションプラグインのリストアを処理する手法

• restore_pre - 特定のアプリケーションプラグインのリストア前の操作を処理する手法（ Snap Creator の
ビルトインリストアの CLI を使用可能）

• restore_post - 特定のアプリケーションプラグインのリストア後の操作を処理する手法（ Snap Creator の
ビルトインリストアの CLI を使用可能）

• clone_pre - 特定のアプリケーションプラグインのクローニング前の操作を処理する手法

• clone_post - 特定のアプリケーションプラグインのクローニング後の操作を処理する手法

• describe - プラグインの実行内容を説明する手法。これは Perl プラグインの場合には任意ですが、 plug-
ins/native の下にある標準のプラグインの場合には必須です。

• clone_all - 特定のアプリケーションプラグインのクローニングを処理する手法（ビルトインクローニング
インターフェイスは使用できません）

• clone_cleanup - クローン操作が失敗した場合にクリーンアップを処理する手法です

• restore_cleanup - リストア操作が失敗した場合にクリーンアップを処理する手法です

プラグインフレームワークでは、 Perl 、 PowerShell 、 Java 、 UNIX Shell 、 Python による
プログラミングをサポートしています。注：プラグインフレームワークを使用して、 Snap
Creator 内にあるオブジェクトや機能を実装できます。

+ たとえば、エラー処理が利用可能です。つまり、プラグインでは、 Snap Creator で使用する標準的な実装
を使用できます。これにより、プラグインの作成に必要な作業が削減されます。

• Perl プラグインは、 /plug-ins/plug-in-name /plug-in.pm の下にインストールされます。

• ネイティブプラグインは、 /plug-ins/native/plug-in.sh 、 plug-in.java.plug-in.bat などの下にインストール
されます。

• プラグインは、実行が想定される場所にインストールする必要があります。Snap Creator のセットアップ
によっては、 Snap Creator サーバまたは Snap Creator エージェントになる可能性もあります。

プラグインフレームワーク、プラグイン、およびプラグインのユーザガイドの詳細については、を参照してく
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ださい "Snap Creator Framework のディスカッションコミュニティフォーラム"。

ハイパーバイザープラグインを使用する場合に、 Snap Creator でマルチレベルのアプ
リケーション休止処理を実行するための設定

ハイパーバイザー（「仮想化」とも呼ばれる）プラグイン（ VMware （ VMware vCloud
Director および VMware vSphere ）、 KVM 、および Citrix XenServer ）を使用してい
て、マルチレベルのアプリケーション休止およびバックアップ処理を実行する場合は、
このタイプのセットアップ用に Snap Creator を設定する必要があります。

この構成では、仮想マシン上のアプリケーションを休止し、仮想マシンを休止してから Snapshot コピーを作
成できます。

このプロセスでは、 1 つ以上の子構成ファイルを含む親構成ファイルを指定して、ハイパーバイザーとアプ
リケーションの構成を作成します。この親構成ファイルには、保持ポリシー、 SVM の詳細、ハイパーバイザ
ープラグインの情報など、一般的な構成ファイルの情報が含まれています。各子構成ファイルには、 Snap
Creator の休止および休止解除のアクションを、特定のアプリケーションプラグインを使用して実行するため
に必要な詳細が含まれています。

1. 新しいプロファイルを作成します。

2. 新しい構成を作成します。

a. Configuration ページで、構成ファイルの名前を入力します。

デフォルトでは、構成ファイルにパスワードがクリアテキストで表示されないように、
パスワード暗号化が有効になっています。

b. [ プラグインの種類 ] ページで、 [ 仮想化プラグイン *] を選択します。

c. 仮想化プラグインページで、設定するプラグインを選択します。

d. プラグインパラメータのページで、選択したプラグインオプションに関連する設定の詳細を指定しま
す。

次の例では、 VMware vSphere が仮想化プラグインとして選択されています。表示されるウィザード
画面は、選択内容によって異なります。

i. 適切な情報を入力し、 * 追加 * をクリックします。
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ii. [New vCenter] ページで、 vCenter の IP とホスト名を入力し、 [*Add] をクリックします。

iii. バックアップに使用するデータストアと仮想マシンを選択します。

iv. 入力した詳細が正しいことを確認してください。
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v. [ エージェントの設定 ] ページで、エージェントをインストールしたシステムの詳細である
VMware エージェントの詳細を入力します。

Port は、エージェントが待機しているポートです。

エージェント接続のテスト * をクリックして、エージェントが実行中であることを確認します。

i. ハイパーバイザーとアプリケーションと整合性のあるバックアップの両方が必要なため、
Hypervisor+App Backup ページで * Yes * を選択します。

ii. [Hypervisor+App] 設定ページで、ハイパーバイザーおよびアプリケーション設定の親設定名を指
定します。

iii. [ プラグインの種類 ] ページで、 [* アプリケーションプラグイン * ] を選択します。

iv. [ アプリケーションプラグイン ] ページで、バックアップとリストアに使用するアプリケーション
を選択します。

v. 選択したアプリケーションの詳細を指定します。

vi. Agent Configuration ページで、アプリケーション Snap Creator エージェントの詳細を指定しま
す。これは、エージェントをインストールしたアプリケーションまたはデータベースホストの詳
細です。

通常、ホストはバックアップ対象の仮想マシンであり、バックアップ対象のアプリ
ケーションがホスト上で実行されています。

エージェント接続のテスト * をクリックして、エージェントが実行中であることを確認します。

i. [ 概要 ] ページで情報を確認し、 [ 完了 ] をクリックします。

ii. Hypervisor+App ページには、次のオプションがあります。

▪ この構成にアプリケーションを追加するには、 [ 追加 ] をクリックし、この例での手順 vii から xii
を繰り返します。

▪ この構成からアプリケーションを削除するには、アイテムを選択し、 * 削除 * をクリックします。

▪ メインの設定ウィザードを続行するには、 * 次へ * をクリックします。

複数のアプリケーションが表示されている場合は、リスト内でアプリケーションを
上下に移動して、このリストを並べ替えることができます。アプリケーションは順
番にバックアップされるため、リスト内の別のアプリケーションを休止する前にア
プリケーションを休止する必要がある場合は、適切な順序でアプリケーションを配
置する必要があります。

a. [ ストレージ接続の設定 ] ページで、次の情報を入力します。

▪ [ * Transport * ] オプションで、 [* HTTPS* ] を選択します。

▪ 「 * Controller/Vserver Port * 」オプションは、デフォルトの設定（ 443 ）のままにしてお
きます。

▪ clustered ONTAP * オプションの場合は、 * はい * を選択しま
す。
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b. New Controller/Vserver ページで、コントローラの IP アドレス、ユーザ名、およびパスワード
を入力します。

c. Snapshot コピーの詳細を指定します。

d. [Snapshot Details continued]( スナップショットの詳細 ) ページで '[Consistency Group ( 整合
グループ * ) オプションを選択しないでください

e. [ データ保護 ] ページで、 [ * データ転送 * ] オプションのいずれかを選択しないでください。

f. Summary （サマリ）ページの情報を確認し、 * Finish （完了） * をクリックします。
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▪ 関連情報 *

プロファイルの作成

構成ファイルを作成しています

Snap Creator の問題に対するトラブルシューティング

Snap Creator の問題のトラブルシューティングには、 Snap Creator のログおよびエラ
ーメッセージの情報を使用します。

エラー・メッセージの種類およびトラブルシューティング・ログです

Snap Creator では、役立つエラーメッセージとトラブルシューティングログを提供して
います。

Snap Creator により提供されるエラーメッセージの種類は次のとおりです。

• * 情報 *

標準的な、通常発生する操作の場合。

• * CMD *

Snap Creator が（構成に応じて）実行する外部コマンドまたはスクリプトをログに記録し、コマンドまた
はスクリプトからのリターンコードを記録します。PRE 、 POST 、アプリケーションの休止または休止
解除コマンドのいずれかを表しているのが一般的です。

• * 出力 *

Data ONTAPI ライブラリが呼び出されます。

• * デバッグ *

を参照してください。

• * WARN *

注意を引くための手段ですが、通常は正常なアクティビティとみなされるため、対処は不要です（
Snapshot コピーを削除する場合など）。

• * エラー *

問題があることを示します。多くの場合、エラーの修正に手動のアクションが必要になります。ERROR
メッセージが発生すると、 Snap Creator は終了します。再度実行する前に発生した問題を解決すること
が重要です。Snap Creator では問題は自動的に修正されませんが、構成ファイルに定義されている
PRE_EXIT_CMD を使用すれば、 Snap Creator の終了前のアクションを指定できます。

トラブルシューティングログには、 Snap Creator によって実行されるすべての外部コマンドまたはスクリプ
ト（ SnapDrive など）の出力が含まれます。Snap Creator を通じてその他のスクリプトを呼び出す場合は、
それらのスクリプトの終了コードおよび出力を適切にセットアップしておくことが重要です。問題が発生した
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場合は、ステータス 0 で終了しないでください。

Snap Creator のすべてのプロファイルおよび構成で使用可能なログは次のとおりです。

• * OUT *

詳細なロギング情報のみを指定します。

• * デバッグ *

詳細なロギング情報とデバッグロギング情報が含まれます。トレース・メッセージがデフォルト設定であ
る構成ファイルで有効になっている場合は、トレース情報がこのログに表示されます。トレースメッセー
ジを有効にするパラメータは、 LOG_TRACE_ENABLE - （ Y|N ）です。

• * エラー *

指定された構成のすべてのエラーイベントの履歴が含まれます。エラーログは、過去のエラーに関する情
報を確認するのに役立ちます。これにより、ユーザはイベントを関連付けて履歴を確認できます。Snap
Creator と監視アプリケーションを統合する方法として、監視および使用できます。

• * stderr *

Snap Creator コードの問題が発生した場合は情報を含みます。ただし、一般に標準のエラーストリームロ
グは空です。

アウトログ、デバッグログ、および stderr ログは、構成ファイルに定義された LOG_NUM の値に基づいて保
持されます。一方エラーログは常に記録されます。すべてのログは /path/to/scServer_v<#>/install_path
/engine/logs/profile ディレクトリに書き込まれます。

Snap Creator エージェントは、必要に応じてアウトログ、デバッグログ、および stderr ログも作成します。
このログはデフォルトで有効になっており、パラメータは SC_AGENT_LOG_ENABLE = Y に設定されていま
す

Snap Creator のダンプを実行しています

Snap Creator の GUI から * scdump * を使用して、サポート情報を収集できます。

Snap Creator dump （ scdump ）は、プロファイルレベルで以下のサポート情報を収集し、 .zip ファイルに
格納します。

• プロファイルの構成ファイル

• ログファイル（ Ouptut および Debug ）

• その他のログファイル（ server.log 、 GUI.log 、 SC_server.log ）

• 次のような環境情報（ scdump ）：

◦ Snap Creator のバージョン（ビルド情報、日付など）

◦ ホストオペレーティングシステムとアーキテクチャ

◦ データベースおよびバージョン

◦ SnapDrive バージョン
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i. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Management * > * Configurations * を選択します。

ii. プロファイルと構成ペインで、プロファイルを展開し、構成ファイルを選択します。

iii. * Actions * > * scdump * を選択します。

この処理には数分かかることがあります。scdump オプションは何度も選択しない
でください。

iv. .zip ファイルを保存します。

zip ファイル（ scdump profile_date/time .zip ）は、エンジンサブディレクトリ内の Snap Creator
サーバのインストールディレクトリに保存されます。

Snap Creator の GUI エラーに対するトラブルシューティング

UNIX 環境では、 Snap Creator の GUI へのアクセス時にエラーが発生することがありま
す。これらのエラーについて理解し、トラブルシューティングの方法を把握しておく必
要があります。

Snap Creator の GUI に接続できません

UNIX 環境では、 Snap Creator の GUI に接続できない場合があります。問題の原因を調
査する際には、特定の条件が存在することを確認する必要があります。

• * 問題 *

UNIX 環境では、 Snap Creator の GUI に接続することはできません。

• * 是正措置 *

次の点を確認します。

◦ URL は HTTPS で始まる必要があります。

HTTPS ではなく HTTP を使用すると ' ページに何も表示されないか ' または "?" が表示
されます 使用するブラウザによって異なります。

◦ URL に正しいポート番号が使用されており、選択したポートを他に何も使用していないこと。

別のポートを選択しようとすると、

◦ 通信は、オペレーティングシステムのファイアウォールを介して許可されます。

Snap Creator の GUI の起動中にエラーが発生しました

UNIX 環境では、 Snap Creator の GUI の起動時にエラーが発生することがあります。

• * 問題 *
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UNIX 環境では、 Snap Creator の GUI を起動すると、 HTTP エラー 503 が表示されます。たとえば、
HTTP エラー 503Problem access/ です。理由： SERVICE_UNAVAIVAINAVAI

• * 原因 *

このエラーメッセージは、一時ファイルを保存するスペースが不足している場合に受信する可能性があり
ます。

• * 是正措置 *

対応するオペレーティングシステムフォルダの temp フォルダに、十分なスペースがあるか確認してくだ
さい。

例： Linux 環境で、 /tmp を確認します。

ネットワークの問題のトラブルシューティング

Snap Creator で、認証エラーなどのネットワークの問題が発生する可能性があります。
これらの問題について理解し、トラブルシューティングの方法を把握しておく必要があ
ります。

• * 問題 *

Snap Creator 内で認証エラーの問題が発生する。

• * 原因 *

認証エラーの原因には、設定、ファイアウォールの権限、または Network Address Translation （ NAT; ネ
ットワークアドレス変換）などがあります。

• * 是正措置 *

次の点を確認します。

◦ IP/Host 名

host equiv を使用する場合を除き、コントローラ上で hostname コマンドを実行した際に返されるス
トレージシステム名は、 Snap Creator の構成ファイルで指定した名前と同一である必要があります。

ストレージシステムのホスト名が短縮されている場合は、 Fully Qualified Domain Name （ FQDN ；
完全修飾ドメイン名）を使用しないでください。

IP の解決方法が指定した名前と一致することを確認します。不一致がある場合は、ストレージ・シス
テムの host equiv を使用して修正します。

host equiv を有効化するには、次の手順を実行します。

i. 次のコマンドを入力します。 options https.admin.hostsequiv.enable on

ii. /etc/hostsequiv のファイルを編集し、次を追加します。 IP/Host_name_in_SnapCreator
config_fileSnapCreator _Creator_user
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◦ NetApp Management Console のデータ保護機能

Snap Creator の構成パラメータ VOLUMES に定義されているストレージコントローラの名前は、
NetApp Management Console のデータ保護機能のストレージコントローラの名前と一致する必要があ
ります。ストレージコントローラの名前が一致しない場合は、オペレーティングシステムのホストフ
ァイルを使用して、ストレージコントローラの名前を強制的に一致させることができます。

◦ ファイアウォール：

Snap Creator を実行するホストとストレージシステムの間にファイアウォールがある場合には、双方
向の Access Control List （ ACL ；アクセス制御リスト）を用意し、ポートの 80 と 443 のいずれか、
または両方をオープンにする必要があります。

▪ 80 ： HTTP が選択されている場合に、ストレージシステムとの通信に使用されます

▪ 443 ： Linux 、 Solaris 、 AIX のいずれかで HTTPS （ 443 ）を使用するように HTTPS を選択し
た場合にストレージシステムとの通信に使用するために、 SSL を使用するために必要な openssl
ライブラリをインストールします。

Snap Creator エージェントが実行されている場合は、エージェントが実行されているポートがオ
ープンである必要があります。少なくとも非特権ポートでは、ストレージシステムからのリター
ントラフィックが、 Snap Creator を実行しているシステムに確実に到達できるようにします。

◦ Snap Creator Framework は、 SSL が無効な場合、 TLS を使用して 7-Mode の clustered Data ONTAP
と Data ONTAP の両方と通信できます。

Snap Creator Framework では、ホストとストレージシステムの SSLv3 を無効にすることができま
す。

▪ AIX 、 UNIX 、または Windows で SSLv3 を無効にするには、 java.security ファイルで
JDK.tls.disableAlgorithms パラメータを次のように更新します。

JDK.tls.disableAlgorithms = SSLv3

java.security ファイルは、 /java/jre/lib/security/ というパスにあります

▪ ストレージシステムで SSLv3 を無効にするには、 system service web modify コマンドを実行
し、次のパラメータを設定します。

TLSv1 が有効： true

SSLv3 が有効： false

SSLv2 が有効になっている： false

◦ NAT

NAT を使用する場合は、送信元 / 宛先 IP アドレスが Transmission Control Protocol （ TCP ）パケッ
ト内で変更されていないことを確認します。ホストおよびストレージシステムは、通信相手を認識す
る必要があります。実際のホストやコントローラの IP アドレスではなくファイアウォールの IP アド
レスを指定すると、原因で問題が発生する可能性があります。
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セキュリティの問題のトラブルシューティング

Snap Creator のセキュリティの問題とそのトラブルシューティング方法を理解しておく
必要があります。

Transport Layer Security の暗号化の欠陥

• * 問題 *

TLS 1.0 には暗号化の欠陥がいくつかあります。攻撃者は、この脆弱性を悪用して、中間者攻撃を実行し
たり、影響を受けるサービスとクライアント間の通信を復号化したりする可能性があります。

• * 原因 *

リモートサービスは、 TLS 1.0 を使用して暗号化された接続を受け入れます。

• * 是正措置 *

Snap Creator には、 TLS 1.0 プロトコルを有効または無効にするオプションがあります。

a. 下位互換性をサポートするには、 snapcreator.properties ファイルと agent.properties ファイルで
enable_security_protocol_tls_V1 パラメータを Y に設定します。enable_security_protocol_ttls_V1 パ
ラメータはデフォルトで N に設定されています。

enable_security_protocol_ttls_V1 パラメータは、 Snap Creator Framework 4.3.3 より前のリリ
ースでのみ使用できます。Snap Creator Framework 4.3.3 が原因で発生する問題です。リリー
スでサポートされるのは Oracle Java と OpenJDK 1.8 以降のみです。 TLS 1.0 のサポートは
Snap Creator Framework から削除されました。

自己署名 SSL 証明書が URL と一致しません

• * 問題 *

Snap Creator Framework で提供される自己署名 SSL 証明書が URL と一致しません。

• * 原因 *

Snap Creator サービスで提供されている SSL 証明書の Common Name （ CN ；共通名）は別のマシン用
であるため、ホスト名とは一致しません。

• * 是正措置 *

Snap Creator サーバおよび Snap Creator エージェントのインストール時に、ホスト名を解決するための
システム IP パラメータが導入されました。

a. System IP オプションで、 Snap Creator Framework がインストールされているシステム IP アドレス
を入力します。

▪ SSL 証明書の共通名は、同じ IP アドレスを使用して作成できます。
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Snap Creator Framework には CA 署名 SSL 証明書が必要です

• * 問題 *

Snap Creator Framework には、認証局（ CA ）が署名した SSL 証明書が必要です。

• * 原因 *

サーバの X.509 証明書に、既知のパブリック証明機関からの署名がありません。

• * 是正措置 *

Snap Creator Framework では、サードパーティの証明書のインストールがサポートされます。

a. snapcreator.properties ファイルと agent.properties ファイルで、次のパラメータ値を更新します。

snapcreator.properties ファイル：

SNAPCREATOR_keystore.pass

SNAPCREATOR_keystore.path

agent.properties ファイル：

keystore.file で保存されます

keystore _pass のユーザ

a. サーバとエージェントサービスを再起動します。

Snap Creator サーバまたは Snap Creator エージェントの問題のトラブルシューティン
グ

Snap Creator サーバまたは Snap Creator エージェントで問題が発生する可能性があり
ます。これらの問題について理解し、トラブルシューティングの方法を把握しておく必
要があります。

Snap Creator サーバまたはエージェントが起動しません

Snap Creator サーバまたは Snap Creator エージェントが起動しないことがあります。

• * 問題 *

Snap Creator サーバまたは Snap Creator エージェントは起動しません。

• * 原因 *

この問題の一般的な原因は、 Java がインストールされていないか、 Java のビットレベルが正しくインス
トールされていないか、インストールされている Java のバージョンが正しくないことです。

• * 是正措置 *
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次のコマンドを実行して、 Java がインストールされていることを確認します。 java -version

サポートされているバージョンの Java がインストールされていることを確認します。

また、インストールされている Java のビットレベルが Snap Creator のビットレベルと一致していること
を確認してください。たとえば、 64 ビットの Snap Creator がインストールされている場合は、 64 ビッ
トの Java もインストールする必要があります。

Snap Creator エージェントが応答しません

Snap Creator エージェントが応答していません。

• * 問題 *

Snap Creator エージェントが応答していません。

• * 是正措置 *

次の点を確認します。

◦ Snap Creator エージェントが実行されています。

◦ 選択したポートはまだ使用されていません。

◦ エージェントポート上の通信は、ファイアウォールを介して許可されます。

Snap Creator のパスワードがリセットされました

Snap Creator のパスワードを忘れた場合は、パスワードをリセットできます。

Snap Creator のパスワードをリセットするには

1. scServer/engine/etc フォルダに移動します。

2. snapcreator.properties ファイルを編集します。

3. SNAPCREATOR_PASSPASS パラメータに新しいパスワードを入力します。

パスワードはプレーンテキストで指定できます。パスワードは自動的に暗号化されます。

4. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

CLI コマンドエラーのトラブルシューティング

CLI コマンドの実行時に発生する可能性があるエラーと、そのトラブルシューティング
方法を理解しておく必要があります。

CLI コマンドを実行すると、 403 Forbidden エラーが発生します

UNIX 環境では、 CLI コマンドの実行時に 403 Forbidden エラーが発生することがあり
ます。
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• * 問題 *

UNIX 環境では CLI コマンドを実行しようとしたにもかかわらず、次の例に示すように 403 Forbidden エ
ラーが発生しました。

403 Forbidden at

//scServer4.1.0/snapcreator>SnapCreator/Service/Engine.pm line 152

• * 原因 *

このエラーは、通常、 Snap Creator のユーザ名またはパスワードが正しくないために権限が拒否された
場合に発生します。

• * 是正措置 *

正しい Snap Creator のユーザ名とパスワードを使用していることを確認してください。

CLI コマンドを実行すると 404 Not Found エラーが表示されます

UNIX 環境では、 CLI コマンドを実行したときに 404 Not Found エラーが発生すること
があります。

• * 問題 *

UNIX 環境では CLI コマンドを実行しようとしたにもかかわらず、 404 Not Found エラーが発生します。
例：

404 Not Found at

//local/scServer4.1.0c/snapcreator>SnapCreator/Service/Engine.pm line

152

• * 原因 *

このエラーは、通常、 Snap Creator 以外で選択したポートを使用している場合に発生します。

• * 是正措置 *

選択したポートで Snap Creator が実行されていること、およびこのポートを他に使用しているものがな
いことを確認してください。

CLI コマンドを実行すると、「 500 cannot locate object 」エラーが表示されます

UNIX 環境で、 CLI コマンドの実行後に「 500 cannot locate object 」というエラーが表
示されることがあります。

• * 問題 *
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UNIX 環境で CLI コマンドを実行しようとしたにもかかわらず、次の例に示すように 500 cannot locate
object エラーが表示される。

500 Can't locate object method "new" via package

"LWP::Protocol::https::Socket"

• * 原因 *

このエラーメッセージには次の 2 つの原因が考えられます。

◦ このエラーメッセージの最も可能性の高い原因は、 CLI SSL ライブラリがリンクされていないことで
す。

◦ エラーメッセージが SSL ライブラリがリンクされていないために表示された場合は、別の原因に
HTTPS Perl ライブラリがない可能性があります。

• * 是正措置 *

問題にリンクするライブラリファイルを解決するには、 simlinks を手動で作成する必要があります。オペ
レーティングシステム管理者に問い合わせて、 libssl.so および libcrypto.so ファイルが存在することを確
認します。SSL パッケージのインストールが必要になる場合があります。

ファイルが存在する場合は、ファイルを手動でリンクする必要があります。これを行うには、使用してい
るオペレーティングシステムに応じて、次のいずれかのコマンドセットを実行します。

◦ 32 ビットの場合：

cd /usr/lib

ln -s libssl.so.1.0.0 libssl.so.6

ln -s libcrypto.so.1.0.0 libcrypto.so.6

◦ 3264 の場合：

cd /usr/lib64

ln -s libssl.so.1.0.0 libssl.so.6

ln -s libcrypto.so.1.0.0 libcrypto.so.6

• * 是正措置 *

欠落している HTTPS Perl ライブラリ問題を解決するには 'CPAN モードから LWP::Protocol::https ライブ
ラリをインストールします

次の手順を実行します。

a. Linux サーバの SSH セッションを開き、次のコマンドを実行します。 perl-mcpan-e shell

CPAN を初めて使用した場合は、次のプロンプトが表示されます。
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Would you like me to configure as much as possible automatically? [yes]

+ Enter キーを押して、デフォルトを受け入れます。CPAN シェルが開きます。

a. 次のコマンドを実行します install LWP::Protocol: https

必要なパッケージがダウンロードされてインストールされます。追加のパッケージが必要な場合は、
[yes] を選択してインストールするように求められることがあります。

b. インストールが完了したら、 exit と入力して通常のシェルに戻ります。

CLI コマンドを実行すると 500 Connect Failed エラーが発生します

UNIX 環境で CLI コマンドを実行するときに、 500 Connect Failed というエラーが発生
することがあります。

• * 問題 *

UNIX 環境では、 CLI コマンドを実行しようとしましたが、 500 Connect Failed というエラーが発生しま
す。例：

500 Connect failed: connect: Connection refused; Connection refused at

//scServer4.1.0/snapcreator>SnapCreator/Service/Engine.pm line 152

• * 原因 *

このエラーは、通常、 Snap Creator が選択されたポートでリスンしていない場合に発生します。

• * 是正措置 *

選択したポートで Snap Creator が実行されていることを確認してください。

cloneVol は、アグリゲートが存在しないと報告します

clustered Data ONTAP では、クローニングを行うために、アグリゲートを Storage
Virtual Machine （ SVM ）に割り当てる必要があります。見つからない場合、 cloneVol
アクションがエラーを返すことがあります。

• * 問題 *

cloneVol アクションは、次の例に示すようなエラーを返します。

ERROR: com.netapp.snapcreator.storage.executor.ZapiExecutorException:

netapp.manage.NaAPIFailedException: Aggregate [aggregate name] does not

exist (errno=14420)
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• * 原因 *

クローニング目的でアグリゲートが SVM に割り当てられませんでした。

• * 是正措置 *

クローニングするためにアグリゲートを SVM に割り当てます。 vserver modify -vserver [vserver_name ]
-aggr-list [aggregate_name ]

エラーメッセージ

さまざまな Snap Creator の処理に関連するエラーメッセージに注意する必要がありま
す。

各エラーメッセージには、エリアコードと一意の 5 桁の識別子が含まれています。たとえば、次のようにな
ります。 error ： [<area code> - <unique area error identifier>] <error message> 。エリアコードは、エラーが
発生した場所を識別します。各エリアコードは次のとおりです。

• 「 cf 」： Snap Creator Framework

• re PO: リポジトリ

• 「ストレージ」：ストレージ

• agt ： Snap Creator エージェント

• `GUI: Snap Creator のグラフィカルユーザインターフェイス（ GUI ）

Snap Creator Framework のエラーメッセージ

Snap Creator Framework のエラーメッセージは、発生した問題のトラブルシューティン
グに役立ちます。

エラーコード エラーメッセージです 説明 / 解決策

SCF-00001 シリアル番号 [%s] を取得できませ
んでした。

Snap Creator setup コマンドは実
行されません。snapcreator
--profile setup コマンドを実行して
ください。シリアル番号が空白で
あるか、数値に設定されているこ
とを確認します。

SCF-00002 プラグイン [%s] のバックアップ処
理がエラー [%s] で失敗し、終了コ
ード [%s] を終了しました。終了し
ます。

アプリケーションエラーによりア
プリケーションのバックアップに
失敗しました。ログとアプリケー
ション設定を確認してください。
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エラーコード エラーメッセージです 説明 / 解決策

SCF-00003 プラグイン [%s] のバックアップク
リーンアップ処理が、エラー [%s]
および終了コード [%s] で失敗しま
した。終了します。

アプリケーションエラーにより、
アプリケーションバックアップの
クリーンアップに失敗しました。
ログとアプリケーション設定を確
認してください。

SCF-00004 プラグイン [%s] のクローン処理が
エラー [%s] で失敗し、終了コード
[%s] を終了しました。終了しま
す。

アプリケーションエラーによりア
プリケーションのクローニングに
失敗しました。ログとアプリケー
ション設定を確認してください。

SCF-00005 プラグイン [%s] のクローンクリー
ンアップ処理がエラー [%s] で失敗
し、終了コード [%s] を終了しまし
た。終了します。

アプリケーションエラーによりア
プリケーションクローンのクリー
ンアップに失敗しました。ログと
アプリケーション設定を確認して
ください。

SCF-00006 [%s] のクローン前処理がエラー
[%s] で失敗し、終了コード [%s] を
終了しました。終了します。

アプリケーションエラーによりク
ローニング前処理に失敗しまし
た。ログとアプリケーション設定
を確認してください。

SCF-00007 プラグイン [%s] のクローン後の処
理がエラー [%s] で失敗し、終了コ
ード [%s] を終了しました。終了し
ます。

アプリケーションエラーによりク
ローニング後のアプリケーション
処理に失敗しました。ログとアプ
リケーション設定を確認してくだ
さい。

SCF-00008 [%s] の LUN igroup マッピングを
[%s] の igroup [%s] にクローニング
できませんでした。終了します。

LUN クローンの igroup マッピング
に失敗しました。エラーログをチ
ェックしてください。NetApp
Manageability SDK 解決策エラーが
発生する可能性があります。ログ
に問題の原因が記録されている可
能性があります。

SCF-00009 データセット [%s] の NetApp
Management Console バックアッ
プリストの終了に失敗しました。
終了コード [%s] があります。終了
します。

Snap Creator が NetApp
Management Console でバックア
ップの削除処理を開始しました
が、 Snapshot コピーのリストを表
示できませんでした。Snap
Creator がバックアップを登録して
いることを確認し、
NTAP_PM_UPDATE パラメータと
NTAP_DFM_DATA_SET パラメー
タの設定をチェックしてくださ
い。
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エラーコード エラーメッセージです 説明 / 解決策

SCF-00010 NetApp Management Console のバ
ックアップリストが定義されてい
ません。データセット [%s] のバッ
クアップは存在しません。終了し
ます。

Snap Creator が NetApp
Management Console でバックア
ップの削除処理を開始しました
が、 Snapshot コピーが存在しま
す。Snap Creator がバックアップ
を登録していることを確認し、
NTAP_PM_UPDATE パラメータと
NTAP_DFM_DATA_SET パラメー
タの設定をチェックしてくださ
い。

SCF-00011 NetApp 管理コンソールのバックア
ップバージョン ID [%s] のタイムス
タンプ [%s] データセット [%s] の
削除が、終了コード [%s] で失敗し
ました。終了します。

Snap Creator がバックアップを登
録していることを確認し、
NTAP_PM_UPDATE パラメータと
NTAP_DFM_DATA_SET パラメー
タの設定をチェックしてくださ
い。

SCF-00012 データセット [%s] の NetApp
Management Console データセッ
トステータスの取得に失敗しまし
た。終了コード [%s] があります。
終了します。

データセットが存在し、ステータ
スが Conformant であることを確認
します。また、データセットが
Snap Creator によって作成されて
いることも確認します。Snap
Creator によって作成されていない
データセットは、アプリケーショ
ンデータセットではありません。
これらのデータセットは機能しま
せん。

SCF-00013 Snapshot コピーをデータセット
[%s] の終了コード [%s] に登録でき
ませんでした。

NTAP_PM_UPDATE パラメータと
NTAP_DFM_DATA_SET パラメー
タの設定をチェックしてくださ
い。

SCF-00014 [%s] （ [%s] ）の NetApp
Management Console バックアッ
プの開始に失敗しました。終了し
ます。

NTAP_PM_UPDATE パラメータと
NTAP_DFM_DATA_SET パラメー
タの設定をチェックしてくださ
い。

SCF-00015 ジョブ ID [%s] の NetApp
Management Console バックアッ
プがエラーで終了しました - [%s]

[%s]
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エラーコード エラーメッセージです 説明 / 解決策

[%s] [%s] Snap Creator が NetApp
Management Console のバックア
ップを開始しましたが、バックア
ップ処理の進捗状況の取得に失敗
しました。NTAP_PM_UPDATE パ
ラメータと
NTAP_DFM_DATA_SET パラメー
タの設定をチェックしてくださ
い。

SCF-00016 [%s] の SnapMirror ステータスが失
敗しました。終了します。

Snap Creator で、指定されたコン
トローラの SnapMirror 関係が見つ
かりませんでした。ストレージコ
ントローラにログインし、
snapmirror status コマンドを実行
して、関係が存在することを確認
してください。

SCF-00017 [%s] の SnapMirror 関係： [%s] は
存在しません。終了します。

Snap Creator で、指定されたコン
トローラボリュームの SnapMirror
関係が見つかりませんでした。ス
トレージコントローラにログイン
し、 snapmirror status コマンドを
実行して、特定のコントローラ名
の関係が存在することを確認して
ください。異なる名前を使用して
いる場合は、 SECONDARY
INTERFACES パラメータを設定し
て、ストレージコントローラに何
をマッピングするかを Snap
Creator で指定する必要がありま
す。

SCF-00018 [%s] の SnapVault ステータスリス
トが失敗しました。終了します。

Snap Creator で、指定されたコン
トローラの SnapVault 関係が見つ
かりませんでした。ストレージコ
ントローラにログインし、
SnapVault status コマンドを実行し
てください。SnapVault 関係が存
在することを確認してください。
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エラーコード エラーメッセージです 説明 / 解決策

SCF-00019 [%s] の SnapVault 関係： [%s] は
存在しません。終了します。

Snap Creator で SnapVault 関係が
見つかりませんでした。ストレー
ジコントローラにログインして、
SnapVault status コマンドを実行し
てください。指定したコントロー
ラ名の SnapVault 関係が存在する
ことを確認してください。異なる
名前を使用している場合は、
SECONDARY_INTERFACES パラ
メータを設定して、ストレージコ
ントローラに何をマッピングする
かを Snap Creator で指定する必要
があります。

SCF-00020 デスティネーション [%s] でソース
[%s] を使用した SnapVault 更新の
実行に失敗しました。

Snap Creator は SnapVault の更新
を開始できませんでした。ストレ
ージコントローラにログインし、
SnapVault status コマンドを実行し
ます。指定したコントローラ名の
SnapVault 関係が存在することを
確認してください。異なる名前を
使用している場合は、
SECONDARY_INTERFACES パラ
メータを設定して、ストレージコ
ントローラに何をマッピングする
かを Snap Creator で指定する必要
があります。

SCF-00021 SnapMirror 転送エラーが検出され
ました - [%s] 、終了します。

エラーおよび SnapMirror のストレ
ージコントローラ設定をチェック
します。

SCF-00022 ソース [%s] での SnapMirror 更新
を [%s] 分以内に完了できませんで
した。終了します。

SnapMirror の更新に、設定されて
いる待機時間より長い時間がかか
りました。構成ファイルの
NTAP_SNAPMIRROR_WAIT の値
を増やすことで、待機時間を調整
できます。

SCF-00023 ソース [%s] での SnapVault 更新は
[%s] 分後に完了できませんでし
た。終了します。

SnapVault の更新に、設定されて
いる待機時間より長い時間がかか
りました。構成ファイルの
NTAP_SNAPVAULT_WAIT の値を
増やすことで、待機時間を調整で
きます。

SCF-00024 SnapVault 転送エラーが検出され
ました - [%s] 、終了します。

エラーおよび SnapVault のストレ
ージコントローラ設定を確認しま
す。
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エラーコード エラーメッセージです 説明 / 解決策

SCF-00025 プラグイン [%s] のリストア後の処
理がエラー [%s] および終了コード
[%s] で失敗しました。

アプリケーションエラーにより、
アプリケーションのリストア後の
処理に失敗しました。ログとアプ
リケーション設定を確認してくだ
さい。

SCF-00026 プラグイン [%s] のリストアクリー
ンアップ処理がエラー [%s] で失敗
しました。終了コード [%s]

アプリケーションエラーにより、
アプリケーションのリストアクリ
ーンアップ処理に失敗しました。
ログとアプリケーション設定を確
認してください。

SCF-00027 プラグイン [%s] のリストア前処理
がエラー [%s] および終了コード
[%s] で失敗しました。

アプリケーションエラーにより、
アプリケーションのリストア前の
処理に失敗しました。ログとアプ
リケーション設定を確認してくだ
さい。

SCF-00028 プラグイン [%s] の自動検出に失敗
しました。エラー [%s] 、終了コー
ド [%s] 、終了します。

アプリケーションエラーによりア
プリケーション検出に失敗しまし
た。ログとアプリケーション設定
を確認してください。また、自動
検出は APP_AUTO_DISCOVERY
= N に設定し
VALIDATE_VOLUMES をコメント
アウトすることで無効に設定でき
ます。

SCF-00029 環境が空のため、プラグイン [%s]
の自動検出に失敗しました。終了
します。

アプリケーションプラグインは、
自動検出の使用をサポートしてい
ません。APP_AUTO_DISCOVERY
= N に設定し、自動検出を無効に
設定してください

SCF-00030 プラグイン [%s] のファイルシステ
ムの休止に失敗しました。エラー
[%s] 、終了コード [%s] 、終了しま
す。

ファイルシステムエラーにより、
ファイルシステムの休止に失敗し
ました。ログとファイルシステム
の設定を確認してください。エラ
ーを無視しバックアップを続行す
るには、
APP_IGNORE_ERROR=Y に設定
します
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エラーコード エラーメッセージです 説明 / 解決策

SCF-00031 プラグイン [%s] のファイルシステ
ム休止中にエラーが発生しまし
た。終了コード [%s] を終了し、バ
ックアップを続行しています。

ファイルシステムエラーにより、
ファイルシステムの休止に失敗し
ました。ただし、
APP_IGNORE_ERROR=Y と設定
されています。 Snap Creator はバ
ックアップを続行します。ログと
ファイルシステムの設定を確認し
てください。

SCF-00032 アプリケーションエラーによりア
プリケーション休止解除に失敗し
ました。アプリケーションエラー
を無視しバックアップを続行する
には、 APP_IGNORE_ERROR=Y
に設定します

ログとアプリケーション設定を確
認してください。

SCF-00033 プラグイン [%s] のアプリケーショ
ン休止解除に終了コード [%s] が失
敗しました。バックアップを続行
しています。

アプリケーションエラーにより、
アプリケーションの休止解除に失
敗しました。ただし、
APP_IGNORE_ERROR=Y と設定
されており、 Snap Creator はバッ
クアップを続行します。ログとア
プリケーション設定を確認してく
ださい。

SCF-00034 [%s] （ [%s] ）から [%s] （ [%s] ）
への LUN クローンの作成に失敗し
ました。終了します。

LUN クローンの作成に失敗しまし
た。エラーログをチェックしてく
ださい。NetApp Manageability エ
ラーが発生する可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録され
ている可能性があります。

SCF-00035 [%s] の LUN のインベントリに失敗
しました。終了します。

LUN リストの作成に失敗しまし
た。エラーログをチェックしてく
ださい。NetApp Manageability エ
ラーが発生する可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録され
ている可能性があります。

SCF-00036 プラグイン [%s] のアプリケーショ
ン休止に失敗しました。プラグイ
ンから終了コードが返されません
でした。終了します。

アプリケーションの休止が終了コ
ードなしで終了しました。ログと
アプリケーション設定を確認して
ください。
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エラーコード エラーメッセージです 説明 / 解決策

SCF-00037 プラグイン [%s] のアプリケーショ
ン休止に失敗しました。エラー
[%s] 、終了コード [%s] 、終了しま
す。

アプリケーションエラーによりア
プリケーションの休止に失敗しま
した。ログとアプリケーション設
定を確認してください。アプリケ
ーションエラーを無視しバックア
ップを続行するには、
APP_IGNORE_ERROR=Y に設定
します

SCF-00038 プラグイン [%s] のアプリケーショ
ン休止に終了コード [%s] が失敗し
ました。バックアップを続行して
います。

アプリケーションエラーによりア
プリケーションの休止に失敗しま
した。ただし、
APP_IGNORE_ERROR=Y と設定
されており、 Snap Creator はバッ
クアップを続行します。ログとア
プリケーション設定を確認してく
ださい。

SCF-00039 指定したコントローラ [%s] が構成
に指定されたコントローラと一致
しませんでした。構成ファイルで
NTAP_USERS パラメータをチェ
ックしてください。

NTAP_USERS をチェックし、構
成ファイルにストレージコントロ
ーラが定義されていることを確認
してください。

SCF-00040 指定したボリューム [%s] が、設定
で指定されたストレージシステム
またはボリュームと一致しません
でした。構成ファイルで
VOLUMES パラメータをチェック
してください。

構成ファイルで VOLUMES の設定
をチェックし、正しいコントロー
ラボリュームが設定されているこ
とを確認します。

SCF-00041 clustered Data ONTAP が検出され
ましたが、
CMODE_CLUSTER_NAME が正し
く設定されていません。設定パラ
メータを確認して終了します。

AutoSupport と SnapMirror には、
CMODE_CLUSTER_NAME パラメ
ータを使用する必要があります。
このパラメータは構成ファイルで
正しく定義する必要があります。

SCF-00042 clustered Data ONTAP が検出され
ましたが、
CMODE_CLUSTER_USERS が正
しく設定されていません。設定パ
ラメータを確認して終了します。

AutoSupport と SnapMirror には、
パラメータ
CMODE_CLUSTER_NAME および
CMODE_CLUSTER_USERS を使
用する必要があります。これらの
パラメータは構成ファイルで正し
く定義する必要があります。
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エラーコード エラーメッセージです 説明 / 解決策

SCF-00043 clustered Data ONTAP では
SnapVault はサポートされませ
ん。構成で
NTAP_SNAPVAULT_UPDATE を N
に設定します。

構成を確認し、パラメータを変更
してください。clustered Data
ONTAP は SnapVault をサポートし
ていません。

SCF-00044 META_DATA_VOLUME パラメー
タは定義されますが、ストレージ
システム：指定されたボリューム
は VOLUMES パラメータで設定さ
れている内容と一致しません。構
成を確認します。

META_DATA_VOLUME パラメー
タは、ボリュームには指定されて
いません。ボリュームにメタデー
タボリュームを追加します。

SCF-00045 META_DATA_VOLUME パラメー
タは定義されますが、 VOLUMES
パラメータで指定されている唯一
のボリュームにすることはできま
せん。メタデータボリュームは別
のボリュームである必要がありま
す。

META_DATA_VOLUME に指定さ
れたボリュームは、 VOLUMES に
存在する唯一のボリュームです。
他のボリュームも存在する必要が
あります。META_DATA_VOLUME
は、通常の Snapshot 処理には使用
しないでください。

SCF-00046 NetApp Management Console で
は、タイムスタンプ Snapshot コピ
ーのみがサポートされます。

構成ファイルを更新し、
SNAP_TIMESTAMP_ONLY オプシ
ョンを Y に設定します

SCF-00047 互換性のない設定が選択されてい
ま
す。NTAP_SNAPVAULT_UPDATE
オプションと
NTAP_SNAPVAULT_SNAPSHOT
オプションの両方を有効にするこ
とはできません

構成ファイルを編集し、 2 つのオ
プションのいずれかを無効にしま
す。

SCF-00048 プラグイン [%s] のマウント処理が
エラー [%s] で失敗し、終了コード
[%s] を終了しました。終了しま
す。

アプリケーションエラーによりア
プリケーションのマウントに失敗
しました。ログとアプリケーショ
ン設定を確認してください。

SCF-00049 プラグイン [%s] のアンマウント処
理がエラー [%s] で失敗し、終了コ
ード [%s] を終了しました。終了し
ます。

アプリケーションエラーによりア
プリケーションのアンマウントに
失敗しました。ログとアプリケー
ション設定を確認してください。

109



エラーコード エラーメッセージです 説明 / 解決策

SCF-00050 カスタムアクションはアプリケー
ションプラグインでのみサポート
されます

構成ファイルに APP_NAME パラ
メータが設定されていません。こ
のパラメータは、使用するプラグ
インを決定します。カスタムアク
ションは、アプリケーションプラ
グインでのみサポートされます。

SCF-00051 [%s] の NetApp Management
Console データセットの作成に失
敗しました。終了コードは [%s] で
す。終了します。

デバッグエラーメッセージを確認
します。Active IQ Unified Manager
サーバとの通信中に問題が発生す
る可能性があります。

SCF-00052 プラグイン [%s] のリストア処理が
エラー [%s] 終了コード [%s] で失
敗しました。終了します。

アプリケーションエラーによりリ
ストアに失敗しました。ログとア
プリケーション設定を確認してく
ださい。

SCF-00053 プラグイン [%s] のファイルシステ
ムの休止解除に失敗しました。エ
ラー [%s] 、終了コード [%s] 、終
了します。

ファイルシステムエラーにより、
ファイルシステムの休止解除に失
敗しました。ただし、
APP_IGNORE_ERROR=Y と設定
されており、 Snap Creator はバッ
クアップを続行します。ログとフ
ァイルシステムの設定を確認して
ください。

SCF-00054 プラグイン [%s] のファイルシステ
ムの休止解除でエラーが発生しま
した。終了コード [%s] を終了し、
バックアップを続行しています。

ファイルシステムエラーにより、
ファイルシステムの休止解除に失
敗しました。ただし、
APP_IGNORE_ERROR=Y と設定
されており、 Snap Creator はバッ
クアップを続行します。ログとフ
ァイルシステムの設定を確認して
ください。

SCF-00055 NetApp Management Console がバ
ックアップ [%s] （データセット
[%s] ）をストレージコントローラ
[%s] でポリシー [%s] で駆動しまし
た。

該当なし

SCF-00056 データセット [%s] の NetApp
Management Console ベースのバ
ックアップ [%s] をストレージコン
トローラ [%s] にポリシー [%s] で
作成しました

該当なし
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エラーコード エラーメッセージです 説明 / 解決策

SCF-00057 データセット [%s] の NetApp
Management Console ベースのバ
ックアップ [%s] をストレージコン
トローラ [%s] でポリシー [%s] で
作成できませんでした。エラー
[%s] が発生しました。

NTAP_PM_UPDATE パラメータと
NTAP_DFM_DATA_SET パラメー
タの設定をチェックしてくださ
い。

SCF-00058 アプリケーションで検出された値
を使用して設定を更新できません
でした。 [%s] 、終了します。

権限の問題またはアプリケーショ
ンから返された値を解析できなか
ったため、ファイルを更新できま
せんでした。Snap Creator を実行
しているユーザの権限をチェック
し、その権限が正しいことを確認
してください。

SCF-00059 [%s] プラグイン [%s] のダンプが終
了コード [%s] で失敗しました。終
了します。

アプリケーションエラーにより、
scdump アクションに失敗しまし
た。ログとアプリケーション設定
を確認してください。

SCF-00060 無効な DTO ： [%s] DTO の必須フィールドが設定され
ていないか無効です。これが原因
で DTO の処理時に検証エラーが発
生しました。問題を修正して、
DTO を再送信してください。

SCF-00061 アーカイブログの削除に失敗しま
した。エラー [%s] が発生しまし
た。終了します。

Snap Creator はアプリケーション
のアーカイブログを削除できませ
んでした。Snap Creator ユーザの
権限をチェックしてください。構
成に応じて、 Snap Creator サーバ
または Snap Creator エージェント
であることが必要です。

SCF-00062 認証に失敗しました。 ユーザに処理を実行する権限がな
いため、認証に失敗しました。

SCF-00063 [%s] の検出に失敗しました。戻り
コード [%s] とメッセージ [%s] が
あります。

アプリケーションエラーにより、
VALIDATE_VOLUMES=DATA を使
用するアプリケーション検出に失
敗しました。ログとアプリケーシ
ョン設定を確認してください。
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エラーコード エラーメッセージです 説明 / 解決策

SCF-00064 検出でストレージオブジェクトが
検出されませんでした

VALIDATE_VOLUMES=DATA を使
用するアプリケーション検出に失
敗しました。Snap Creator は、ス
トレージシステムにあるデータボ
リュームを検出できませんでし
た。自動検出を無効にするには、
VALIDATE_VOLUMES をコメント
アウトします。

SCF-00065 ボリューム [%s] （ [%s] 、 [%s] ）
は構成ファイルに含まれていませ
ん

アプリケーション検出により、一
部のボリュームがないことが検出
されました。欠落しているボリュ
ームがバックアップに含まれるよ
うに、それらのボリュームを
VOLUMES パラメータに追加しま
す。

SCF-00066 設定されたエージェントにアクセ
スできません。エージェントが停
止しているか、ローカルファイア
ウォールの問題が存在する可能性
があります。構成パラメータ
SC_AGENT をチェックしてくださ
い。

SCF-00067 [%s] の外部 Snapshot コピーを名
前パターン [%s] でリストできませ
んでした。

Snap Creator は、正規表現パター
ン
NTAP_EXTERNAL_SNAPSHOT_
REGEX に基づいて外部の
Snapshot コピーを検出できません
でした。コントローラにログイン
し、 snap list の出力と regex パタ
ーンを照合します。

SCF-00068 プラグイン [%s] のファイルシステ
ム Pre_restore が終了コード [%s]
で失敗しました。終了します。

ファイルシステムエラーにより、
ファイルシステムのリストア前の
処理に失敗しました。ログとファ
イルシステムの設定を確認してく
ださい。

SCF-00069 プラグイン [%s] のファイルシステ
ム Pre_restore でエラー終了コード
[%s] が発生しました。バックアッ
プを続行しています。

ファイルシステムエラーにより、
ファイルシステムのリストア前の
処理に失敗しました。ただし、
APP_IGNORE_ERROR=Y と設定
されており、 Snap Creator は他の
処理を続行します。ログとファイ
ルシステムの設定を確認してくだ
さい。
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エラーコード エラーメッセージです 説明 / 解決策

SCF-00070 プラグイン [%s] のファイルシステ
ム post_restore が終了コード [%s]
で失敗しました。終了します。

ファイルシステムエラーにより、
ファイルシステムのリストア後の
処理に失敗しました。ログとファ
イルシステムの設定を確認してく
ださい。

SCF-00071 プラグイン [%s] のファイルシステ
ム post_restore でエラーが発生し
ました。終了コード [%s] を終了
し、バックアップを続行していま
す。

ファイルシステムエラーにより、
ファイルシステムのリストア後の
処理に失敗しました。ただし、
APP_IGNORE_ERROR=Y と設定
されており、 Snap Creator は他の
処理を続行します。ログとファイ
ルシステムの設定を確認してくだ
さい。

SCF-00072 ポリシー [%s] は、設定内で定義さ
れている Snapshot コピー保持ポリ
シーではありません。終了しま
す。

使用しているポリシーが無効で
す。構成ファイルをチェックし、
NTAP_SNAPSHOT_RETENTIONS
が適切に設定されます。

Snap Creator エージェントのエラーメッセージ

次の表に、 Snap Creator エージェントのエラーメッセージを示します。

エラーコード 説明 / 解決策

AGT-00001 Snap Creator エージェントまたはその他のプロセス
が、指定されたポートで実行しています。別のポー
トを使用してください。

AGT-00003 指定したパラメータは、 Snap Creator エージェント
を起動するために正しくありませんでした。必要な
パラメータを確認します。

AGT-00004 リモートエージェントを使用する場合は、
SC_AGENT 構成パラメータを定義する必要がありま
す。

AGT-00005 休止処理を連続して実行することはできません。す
でに休止が実行中です。待機するか休止解除を実行
します。

AGT-00006 watchdog プロセスが起動できません。システムのプ
ロセス数が最大数に達している可能性があります。
構成ファイルで watchdog を無効に設定するか、また
はオペレーティングシステムの設定をチェックして
ください。
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エラーコード 説明 / 解決策

AGT-00008 休止および休止解除の処理が完了せず、バックアッ
プは crash-consistent のみとなります。ログをチェッ
クしてください。このエラーは、休止処理に時間が
かかり、 watchdog を使用している場合に発生するこ
とがあります。watchdog プロセスは、構成ファイル
で定義される x 秒後に休止解除を強制的に実行しま
す。

AGT-00009 エージェント側の agent.conf で PRE および POST
のコマンドが許可されている必要がありま
す。agent.conf を更新し ' 必要なコマンドを許可しま
す

AGT-00010 エージェントは構成ファイルを読み取ることができ
ませんでした。agent.conf ファイルに対する権限をチ
ェックしてください。

AGT-00011 コマンドがエージェントに送信されましたが、許可
されていません。コマンドを許可するには、
agent.conf を更新します。

AGT-00012 このエラーはプラグインのロード中に発生します。
プラグインと APP_NAME の設定をチェックしてく
ださい。

AGT-00013 このエラーは、プラグイン内で setenv メソッドの実
行中に発生します。プラグインをチェックし、構文
が正しいことを確認してください。

リポジトリエラーメッセージ

次の表に、リポジトリのエラーメッセージを示します。

エラーコード エラーメッセージです 説明 / 解決策

rep2-01001 グローバル構成が存在しません global.conf ファイルが configs フ
ォルダにあるかチェックします。

rep2-01002 グローバル設定はすでに存在しま
す

global.conf ファイルは configs フ
ォルダにすでに存在します。最初
にグローバル構成ファイルを削除
するか、既存のファイルを更新し
てください。
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エラーコード エラーメッセージです 説明 / 解決策

（ 2004 年 11 月現在／ repo グローバル設定の作成に失敗しま
した。エラー [%s]

configs フォルダに global.conf フ
ァイルを作成できませんでし
た。Snap Creator を実行している
ユーザのディレクトリに対する権
限をチェックしてください。

repo -01203. グローバル設定の更新に失敗しま
した。エラー [%s] が発生しまし
た。

configs フォルダの global.conf フ
ァイルを更新できませんでし
た。Snap Creator を実行している
ユーザのディレクトリに対する権
限をチェックしてください。

repo -01303. グローバル設定を削除できません
でした。エラー [%s] が発生しまし
た。

configs フォルダ内の global.conf
ファイルを削除できませんでし
た。このファイルが configs フォル
ダにあるか、または Snap Creator
を実行しているユーザのディレク
トリに対する権限をチェックしま
す

repo -01403. グローバル設定のエクスポートに
失敗しました。エラー [%s] が発生
しました。

configs フォルダの global.conf フ
ァイルを読み取れませんでした。
グローバル構成ファイルが削除さ
れているかどうかを確認します。

repo -01503 グローバル構成 [%s] のインポート
に失敗しました。エラー [%s]

configs フォルダの global.conf フ
ァイルを更新できませんでし
た。Snap Creator を実行している
ユーザのディレクトリに対する権
限をチェックしてください。

repo -01603 グローバル設定を取得できません
でした。エラー [%s] が発生しまし
た。

configs フォルダの global.conf フ
ァイルを読み取れませんでした。
グローバル構成ファイルが削除さ
れているかどうかを確認します。

（ 2002 年 2 月現在／ repo プロファイル [%s] はすでに存在し
ます。別の名前を使用してくださ
い。

同じ名前のプロファイルがすでに
存在します。プロファイルが表示
されない場合、ユーザにはこのプ
ロファイルに対する権限がありま
せん。

repo -02003 プロファイル [%s] は存在しません プロファイルの名前が変更されて
いないか、削除されていないかま
た、ユーザにこのプロファイルに
対する権限がない可能性がありま
す。
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エラーコード エラーメッセージです 説明 / 解決策

repo_02103 が表示されます グローバルプロファイル設定 [%s]
の作成に失敗しました。エラー
[%s]

プロファイルに global.conf ファイ
ルを作成できませんでした。Snap
Creator を実行しているユーザのデ
ィレクトリに対する権限をチェッ
クしてください。

rep02106 プロファイル設定 [%s] の作成に失
敗しました。エラー [%s]

configs フォルダにプロファイルを
作成できませんでした。Snap
Creator を実行しているユーザのデ
ィレクトリに対する権限をチェッ
クしてください。

rep2-02203 プロファイル設定 [%s] の更新に失
敗しました。エラー [%s]

configs フォルダ内のプロファイル
を更新できませんでした。Snap
Creator を実行しているユーザのデ
ィレクトリに対する権限をチェッ
クしてください。

repo_2213 プロファイル [%s] の [%s] への名
前変更がエラー [%s] で失敗しまし
た。

configs フォルダにあるプロファイ
ルの名前を変更できませんでし
た。Snap Creator を実行している
ユーザのディレクトリに対する権
限をチェックするか、すでにプロ
ファイルが削除されたり、名前が
変更されていないかチェックしま
す。

repo -02303 プロファイル設定 [%s] の削除に失
敗しました

repo -02403. プロファイル設定 [%s] のエクスポ
ートに失敗しました。エラー [%s]

repo -02503 プロファイル設定 [%s] のインポー
トに失敗しました。エラー [%s]

rep2-02603 グローバルプロファイルの取得に
失敗しました。エラー [%s] が発生
しました。

02606 プロファイル [%s] の取得に失敗し
ました。エラー [%s]

02703. プロファイルのリストを作成でき
ませんでした。エラー [%s] が発生
しました。

プロファイルの一覧表示に失敗し
ましたconfigs フォルダのパスをチ
ェックします。
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エラーコード エラーメッセージです 説明 / 解決策

repo_3002 設定 [%s] はプロファイル [%s] に
対してすでに存在します。

同じ名前の構成ファイルが指定さ
れたプロファイルに対してすでに
存在します。別の名前を選択して
ください。

03103 と入力します プロファイル [%s] の設定 [%s] の
作成に失敗しました。エラー [%s]

rep2-03203 設定 [%s] のプロファイル [%s] の
更新に失敗しました。エラー [%s]

repo -03212 構成 [%s] のプロファイル [%s] の
名前を [%s] に変更できませんでし
た

プロファイルの構成ファイルの名
前を変更できませんでした。構成
ファイルが名前変更または削除さ
れていないかチェックし、 Snap
Creator を実行しているユーザのデ
ィレクトリに対する権限をチェッ
クしてください。

03303 構成 [%s] をプロファイル [%s] か
ら削除できませんでした

configs フォルダにあるプロファイ
ルから構成ファイルを削除できま
せんでした。Snap Creator を実行
しているユーザのディレクトリに
対する権限をチェックしてくださ
い。

03403 と報告されています プロファイル [%s] の設定 [%s] の
エクスポートに失敗しました。エ
ラー [%s] が発生しました。

03503 設定 [%s] をプロファイル [%s] に
インポートできませんでした。エ
ラー [%s] が発生しました。

03603. 構成 [%s] をプロファイル [%s] か
ら取得できませんでした。エラー
[%s] が発生しました。

03703 プロファイル [%s] の設定のリスト
を作成できませんでした。エラー
[%s] が発生しました。

repo_04003 が表示されます プロファイル [%s] 、構成 [%s] 、
およびタイムスタンプ [%s] のカタ
ログの読み取りに失敗しました。
エラー [%s] が発生しました。
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repo_04103 プロファイル [%s] 、構成 [%s] 、
およびタイムスタンプ [%s] のカタ
ログの書き込みに失敗しました。
エラー [%s] が発生しました。

（ 2004 年 4 月現在／ 203 プロファイル [%s] 、構成 [%s] 、
およびタイムスタンプ [%s] のカタ
ログをパージできませんでした。
エラー [%s] が発生しました。

repo_04303 プロファイル [%s] と構成 [%s] の
インベントリカタログがエラー
[%s] で失敗しました。

（ 2004 年 4 月現在／ repo 設定 [%s] は存在しません

repo_04309 ポリシーオブジェクトの追加に失
敗しました [%s]

データベースエラー。詳細につい
てはスタックトレースを確認して
ください。

repo -04313 ポリシー ID %s のポリシーオブジ
ェクトを削除できませんでした

データベースエラー。詳細につい
てはスタックトレースを確認して
ください。

repo -04315 ポリシーオブジェクトの更新に失
敗しました： %s

データベースエラー。詳細につい
てはスタックトレースを確認して
ください。

repo -04316 ポリシーをリストできませんでし
た

データベースエラー。詳細につい
てはスタックトレースを確認して
ください。

(04321) バックアップタイプオブジェクト
[%s] の追加に失敗しました。

データベースエラー。詳細につい
てはスタックトレースを確認して
ください。

repo_04323 バックアップタイプ ID ： %s のバ
ックアップタイプエントリが存在
しません

有効なバックアップタイプを指定
してください。

repo -04325 バックアップタイプ ID %s のバッ
クアップタイプオブジェクトを削
除できませんでした

データベースエラー。詳細につい
てはスタックトレースを確認して
ください。
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repo_04327 バックアップタイプオブジェクト
を更新できませんでした： %s

データベースエラー。詳細につい
てはスタックトレースを確認して
ください。

repo_04328 バックアップタイプをリストでき
ませんでした

データベースエラー。詳細につい
てはスタックトレースを確認して
ください。

repo -04333 スケジューラジョブオブジェクト
[%s] の追加に失敗しました。

データベースエラー。詳細につい
てはスタックトレースを確認して
ください。

repo -04335 ジョブ ID ： %s のスケジューラジ
ョブエントリが存在しません

有効なスケジューラジョブを渡し
ます。

repo -04337 ジョブ ID %s のスケジューラジョ
ブオブジェクトを削除できません
でした

データベースエラー。詳細につい
てはスタックトレースを確認して
ください。

repo -04339 スケジューラジョブオブジェクト
の更新に失敗しました： %s

データベースエラー。詳細につい
てはスタックトレースを確認して
ください。

repo -04340 スケジューラジョブをリストでき
ませんでした

データベースエラー。詳細につい
てはスタックトレースを確認して
ください。

repo_04341 ポリシーオブジェクトの追加に失
敗しました。同じ名前のポリシー
[%s] がすでに存在します

同じ名前のポリシーがすでに存在
します。別の名前でやり直してく
ださい。

repo_04342 バックアップタイプオブジェクト
の追加に失敗しました。同じ名前
のバックアップタイプ [%s] がすで
に存在します

同じ名前のバックアップタイプが
すでに存在します。別の名前でや
り直してください。

repo_04343 スケジューラオブジェクトの追加
に失敗しました。同じタスク名の
スケジューラ [%s] がすでに存在し
ます

repo_04344 プロファイル [%s] の更新に失敗し
ました。プロファイルが空です。
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エラーコード エラーメッセージです 説明 / 解決策

repo -04345 新しいポリシーを追加する場合、
ポリシータイプを null にすること
はできません

repo_04346 ストレージオブジェクトを null に
することはできません

(04347) ストレージオブジェクトの追加に
失敗しました。同じ名前 / IP のス
トレージ [%s] がすでに存在します

repo -04348 ストレージの詳細を読み込めませ
んでした。データベースエラー！

（ 2004 年 4 月現在／ 349 無効なホスト名です。ホスト名 / IP
[%s] のストレージは存在しません

repo -04350 ホスト名を null にすることはでき
ません

無効なホスト名です

repo_04351 ストレージ [%s] の削除に失敗しま
した。エラー [%s]

ストレージを削除できませんでし
た。データベースエラー！

repo_04355 ストレージ [%s] の更新に失敗しま
した。エラー [%s]

ストレージを更新できませんでし
た。データベースエラー！

repo_04356 クラスタオブジェクトを null にす
ることはできません

repo_04358 ストレージ [%s] の追加に失敗しま
した。エラー [%s]

repo -04359 クラスタ [%s] の更新に失敗しまし
た。エラー [%s]

repo_04360 クラスタオブジェクトの追加に失
敗しました。同じ名前 / IP のクラ
スタ [%s] がすでに存在します

同じホスト名のクラスタがすでに
存在します

ストレージエラーメッセージ

ストレージ関連のエラーメッセージは、発生した問題のトラブルシューティングに役立
ちます。

次の表に、エラーコードとメッセージ、およびエラーの簡単な概要と推奨される解決策を示します。
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エラーコード エラーメッセージです 説明 / 解決策

ストレージ
-00001

日付形式 [%s] は無効です： [%s] ボリュームクローンが Snap Creator によって作成さ
れていないか、クローン名に付加されたタイムスタ
ンプが無効です。

ストレージ
-00002

実行者を取得できません ストレージに対して実行者が作成されていません。
ログをチェックして、 NetApp Manageability エラー
がないか確認します。問題の原因が表示される可能
性があります。

ストレージ
-00003

ホストに接続できません ホストにアクセスできません。ローカルのファイア
ウォールが正しく設定されていること、および Snap
Creator サーバがインストールされたシステムからホ
ストが ping を実行できることを確認します。

ストレージ
-01003

イベント ID [%s] 、カテゴリ [%s] 、
概要 [%s] 、レベル [%s] 、ホスト名
[%s] の AutoSupport メッセージを作
成できませんでした。エラー [%s] が
発生しました。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

（ 2004 年 10
月現在／
Storage

ファイルをリストアするには、ソー
スボリュームとデスティネーション
ボリュームが同じボリュームである
必要があります。

ソースボリュームとデスティネーションボリューム
が異なります。ソースボリュームとデスティネーシ
ョンボリュームに同じボリュームを指定してくださ
い。

ストレージ
-02003

整合グループの Snapshot コピー
[%s] のボリューム [%s] での作成に
失敗しました。エラー [%s] がありま
す。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

ストレージ
-02006

整合グループの Snapshot コピーを
[%s] に CG ID [%s] でコミットでき
ませんでした。エラー [%s] が発生し
ました。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

ストレージ
-02009

Snapshot コピー [%s] のボリューム
[%s] での作成に失敗しました。エラ
ー [%s]

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

ストレージ
-02015

Snapshot コピー [%s] のボリューム
[%s] の削除に失敗しました。エラー
[%s]

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。
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storage -
02021

ボリューム [%s] の Snapshot コピー
[%s] のリストアに失敗しました。エ
ラー [%s]

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

Storage -
02025

ファイル [%s] を Snapshot コピー
[%s] から [%s] にリストアできませ
んでした。エラー [%s] が発生しまし
た。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

Storage -
02028

プライマリ SnapVault Snapshot コピ
ースケジュール [%s] のボリューム
[%s] での作成に失敗しました。エラ
ー [%s]

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

Storage -
02034

プライマリ SnapVault Snapshot コピ
ーのスケジュールをボリューム [%s]
から削除できませんでした。エラー
[%s] が発生しました。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

storage -
02038

Snapshot コピー [%s] に基づいてボ
リューム [%s] のクローン [%s] を作
成できませんでした。エラー [%s] が
発生しました。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

Storage -
02041

Snapshot コピー [%s] に基づいて、
ボリューム [%s] から [%s] にファイ
ル [%s] をクローニングできませんで
した。エラー [%s] が発生しました。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

Storage -
02043

パス [%s] のファイルのリストを作成
できませんでした。エラー [%s] が発
生しました。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

storage -
02046 のよう
になりました

スペースリザベーション [%s] での
Snapshot コピー [%s] に基づいて
LUN [%s] を [%s] にクローニングで
きませんでした。エラー [%s] が発生
しました。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

Storage -
02049

LUN [%s] をボリューム [%s] から削
除できませんでした。エラー [%s] が
発生しました。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

122



エラーコード エラーメッセージです 説明 / 解決策

Storage -
02052

LUN のリストを表示できませんでし
た。エラー [%s] が発生しました。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

ストレージ
-02062

NFS エクスポート [%s] （ホスト名
[%s] 、アクセス [%s] ）の追加に失
敗しました。エラー [%s]

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

Storage -
02072

コントローラ [%s] で SnapMirror ス
テータスを取得できませんでした。
エラー [%s] が発生しました。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

Storage -
02075

コントローラ [%s] で SnapMirror 関
係を取得できませんでした。エラー
[%s] が発生しました。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

storage -
02082

SnapMirror 関係 [%s] を Snapshot コ
ピー [%s] に基づいて更新できません
でした。エラー [%s] が発生しまし
た。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

Storage -
02092

ボリューム [%s] の Snapshot コピー
のリストを作成できませんでした。
エラー [%s] が発生しました。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

storage -
02102

Snapshot コピー [%s] のボリューム
[%s] から [%s] への名前変更に失敗
しました。エラー [%s]

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

ストレージ
-02112.

コントローラ [%s] で SnapVault ステ
ータスを取得できませんでした。エ
ラー [%s] が発生しました。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

ストレージ
-02115

コントローラ [%s] で SnapVault 関係
を取得できませんでした。エラー
[%s] が発生しました。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。
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ストレージ
-02122

SnapVault 関係 [%s] を Snapshot コ
ピー [%s] に基づいて更新できません
でした。エラー [%s] が発生しまし
た。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

ストレージ
-02132

ボリューム [%s] に基づいてクローン
ボリュームのリストを作成できませ
んでした。エラー [%s] が発生しまし
た。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

ストレージ
-0142

ボリューム [%s] の削除がエラー
[%s] で失敗しました。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

storage -
02152

ボリュームのリストを表示できませ
んでした。エラー [%s] が発生しまし
た。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

ストレージ
-02155

ボリューム [%s] のリスト表示に失敗
しました。エラーメッセージ [%s]

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

ストレージ
-02162

ボリューム [%s] の Snapshot コピー
[%s] のリストアに失敗しました。エ
ラー [%s]

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

ストレージ
-03001

clustered ONTAP ノード [%s] から
SVM を取得しています。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

ストレージ
-05003

NetApp Management Console デー
タセット [%s] の作成に失敗しまし
た。エラー [%s]

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

ストレージ
-05006.

データセット [%s] の NetApp
Management Console ベースのバッ
クアップをストレージコントローラ
[%s] で作成できませんでした。エラ
ー [%s]

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。
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エラーコード エラーメッセージです 説明 / 解決策

ストレージ
-05009.

データセット [%s] の NetApp
Management Console データセット
ステータスの取得に失敗しました。
エラー [%s]

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

storage
-05012.

NetApp Management Console デー
タセット [%s] の検証に失敗しまし
た。エラー [%s] があります。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

storage -05018 OM イベント [%s] を [%s] に作成し
ています。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

ストレージ
-03002

igroup [%s] の LUN [%s] へのマッピ
ングに失敗しました。エラー [%s] が
発生しました。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

ストレージ
-03005.

LUN [%s] をボリューム [%s] に作成
できませんでした。エラー [%s] が発
生しました。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

ストレージ
-03008.

プライマリ SnapVault Snapshot コピ
ー [%s] のボリューム [%s] での作成
に失敗しました。エラー [%s]

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

Storage -
03011.

データセット [%s] の NetApp
Management Console バックアップ
コピーをリストしていますが、エラ
ー [%s] で失敗しました。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

Storage -
03014

NetApp Management Console バッ
クアップバージョン ID [%s] の削除
がエラー [%s] で失敗しました。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

Storage -
03019

[%s] （ [%s] ）の NetApp
Management Console バックアップ
の開始に失敗しました。終了しま
す。

ログにエラーがないかどうかを確認します。 NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。
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エラーコード エラーメッセージです 説明 / 解決策

Storage -
03022

ジョブ ID [%s] の NetApp
Management Console バックアップ
の進行状況の開始に失敗しました。
終了します。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

保管 - 03025 パス [%s] のファイルの削除がエラー
[%s] で失敗しました。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

保管期間：
03030

[%s] で clustered Data ONTAP ノー
ドの検出に失敗しました

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

保管 - 03033 [%s] のシステムバージョンの詳細を
取得できませんでした。エラー [%s]
が発生しました。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

保管 - 03036 パス [%s] でのディレクトリの作成に
失敗しました。エラー [%s]

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

保管 - 03039 パス [%s] のディレクトリの削除に失
敗しました。エラー [%s]

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

Storage -
03043

パス [%s] でのファイルの作成に失敗
しました。エラー [%s]

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

storage -
03046

データセット [%s] の NetApp
Management Console データセット
の変更に失敗しました。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

保管 - 03049 ファイル [%s] のファイルコンテンツ
を読み取れませんでした

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。
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エラーコード エラーメッセージです 説明 / 解決策

保管 - 03052 オプション [%s] の取得に失敗しまし
た

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

保管 - 03055 オブジェクト [%s] のパフォーマンス
カウンタの取得に失敗しました

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

保管 - 03058 オブジェクト [%s] のパフォーマンス
インスタンスの取得に失敗しました

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

ストレージ
-03061

[%s] の NetApp Management
Console データセット情報に失敗し
ました

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

Storage -
03064

システム CLI コマンド [%s] が失敗し
ました

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

Storage -
03067

NetApp Management Console デー
タセット [%s] の削除に失敗しまし
た。エラー [%s]

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

保管 - 03070 SnapVault 関係 [%s] を Snapshot コ
ピー [%s] に基づいてリストアできま
せんでした。エラー [%s] が発生しま
した。

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

保管 -03073 ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

保管 - 03076 コントローラ [%s] でルートボリュー
ムの取得に失敗しました。エラー
[%s]

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。
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エラーコード エラーメッセージです 説明 / 解決策

保管 - 03079 ボリューム [%s] のジャンクションパ
スの取得に失敗しました

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

保管 -03082 システム名を取得できませんでした ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

Storage -
03085

コントローラ [%s] での NFS サービ
スの取得に失敗しました

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

storage -
03088

ホスト [%s] のパス名 [%s] の権限
[%s] の NFS 権限チェックに失敗し
ました

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

storage -
03091.

コントローラ [%s] でのネットワーク
インターフェイスの取得に失敗しま
した

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

Storage -
03094

ボリューム [%s] の qtree リストに失
敗しました

ログを参照してエラーがないか確認します。NetApp
Manageability エラーが発生している可能性がありま
す。ログに問題の原因が記録されている可能性があ
ります。

Storage-04119 SVMのリストを表示できませんでし
た。エラーが

ログを参照してエラーがないか確認します。問題の
原因 を示すManage ONTAP 解決策 エラーが表示さ
れる場合があります。

vserver_tunnel
_enabledとい
うコマンドを
実行します

（はい / いいえ） vsimトンネリングを設定します。Yに設定する
と、vsimトンネリング機能が有効になります。

Snap Creator の GUI エラーメッセージ

次の表に、 Snap Creator の GUI エラーメッセージを示します。
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エラーコード 説明 / 解決策

GUI-00001 構成ファイル内の暗号化されたパスワードが正しい
ことを確認してください。

GUI-00002 正しい Snap Creator 実行ファイルを使用しているこ
とを確認してください。/etc/snapcreatorgui.conf が正
しいことを検証してください。

GUI-00003 ログと対応するプロファイルフォルダが存在するこ
とを確認してください。

GUI-00004 Snap Creator の home/logs/profilename が存在するか
チェックします。

GUI-00005 対応するプロファイルと構成ファイルが configs ディ
レクトリにあるかチェックします。

GUI-00006 snapcreatorgui.conf ファイルがない場合は、
snapcreator profile setup を実行してください。

GUI-00007 構成ファイルが名前変更または削除されているかど
うかを確認します。

GUI-00008 ユーザ名およびパスワードをチェックし、
snapcreator profile setup コマンドを実行したか確認
してください。

GUI-00009 ファイルまたはフォルダに対する権限が存在するか
どうかを確認してください。

GUI-00010 ファイルまたはフォルダに対する権限が存在するか
どうかを確認してください。

GUI-00011 別のプロファイルを選択するか、既存のプロファイ
ルを削除してください。

GUI-00012 configs ディレクトリがあるか、および snapcreator
profile setup コマンドを実行したか確認します。

GUI - 00013 詳細についてはログを確認してください。

GUI - 00014 構成ファイルを閉じて、もう一度開きます。

GUI-00015 ファイルに対する権限をチェックし、ファイルが存
在するかどうかを確認してください。
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エラーコード 説明 / 解決策

GUI-00017 vCenter が正しく、有効なデータセンターがあるかど
うかを確認します。

GUI - 00019 再試行してください。取得中にデータストアが削除
された可能性があります。

GUI - 00020 再試行してください。取得中にデータストアが削除
された可能性があります。

GUI-00021 再試行してください。 vCenter が正しいことを確認
してください。

GUI-00022 vCenter にデータストアを追加してください。

GUI-00023 再試行してください。 vCenter を確認してくださ
い。

GUI-00024 使用している vCloud Director のバージョンはサポー
トされていません。

GUI - 00025 正しいクレデンシャルを入力してやり直してくださ
い。

GUI-00026 vCD の組織が見つかりません。組織を作成して再試
行してください。

GUI - 00027 vCenter クレデンシャルを確認します。

GUI-00028 コントローラの詳細 / NTAP_USERS をチェックして
ください。

GUI-00029 vCloud Director の URL を確認してください。

GUI - 00030 組織の vDC が存在するかチェックしてください。

GUI-00031 vDC の vApps が存在するかチェックしてください。

Snap Creator 構成ファイルの変数、パラメータ、コマンド

変数、パラメータ、およびコマンドは、 Snap Creator 構成ファイル内で定義できます。

Snap Creator 構成ファイルは動的に生成されるため、構成ファイル内に変数を作成したり、設定したりでき
ます。
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たとえば、 ONTAPI の代わりに SnapDrive for Windows を使用して Snapshot コピーを作成する場合など
です。Snapshot コピー名は一意である必要があるため、動的な変数を設定する必要があります。次に、
SnapDrive for Windows の設定例を示します。

NTAP_SNAPSHOT_CREATE_CMD1= 「 c ： \Program Files/NetApp/SnapDrive/sdcli.exe 」 snap create -m
fx1b4 -s %SNAME - %SNAME - %SNAP_TYPE_%SNAP_TIME -D E ：

または

NTAP_SNAPSHOT_CREATE_CMD1= 「 c ： \Program Files/NetApp/SnapDrive/sdcli.exe 」 snap create -m
fx1b4 -s %SNAME - %snap_type_recent -D E ：

Snapshot コピーの削除に Data ONTAP ではなく SnapDrive for Windows を使用する場合は、
NTAP_SNAPSHOT_DELETE_CMDparameter を使用できます。SnapDrive for Windows コマンドでは、
Snapshot コピー名の代わりに %snapname パラメータを使用する必要があります。

次の例は、 SnapDrive for Windows の構成を示しています。

NTAP _ SNAPSHOT_DELETE_CMD01 = C ： \Program Files\NetApp\SnapManager \ snap\sdcli " snap delete
-s %snapname -D I ：

Snap Creator の変数およびパラメータの説明

Snap Creator には、基本構成に必要な変数とパラメータが組み込まれています。

変数（ variables ） 説明

%SNAP_TYPE Snap Creator の実行時に使用されます。保持ポリシ
ー（日単位、週単位、月単位）です。

%SNAP_TIME すべての Snapshot コピーに確実に一意の名前が割り
当てられるように、 Snapshot コピーの命名に使用さ
れるタイムスタンプ（ yyyymmddhhmmss ）。バッ
クアップレポートおよび Sybase トランザクションロ
グのネーミングにも使用されます。

% アクション Snap Creator の実行時に実行できる操作のリスト：
（ backup

cloneVol のようになります cloneLun のようになります

アーチ リストア

backupDel バックアップリスト

cloneList の実行 pmsetup

OSSV ） %MSG

電子メールや Tivoli などの他のプログラムにエラーメ
ッセージを送信するために使用され、 SENDTRAP
関数でのみ使用できます。

%user_defined
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次の表に、基本構成で使用される Snap Creator のパラメータを示します。

パラメータ 設定 説明

sname Snapshot コピーに固有な命名規則
を指定します。命名規則に基づい
て Snapshot コピーが削除されま
す。

SNAP_TIMESTAMP_ONLY Y N

「 Snapshot 命名規則」を「 Y 」
に設定した場合、 Snapshot コピー
名の末尾が「
YYYYMMDDHHMMSS 」になりま
す。N に設定すると、新規
Snapshot コピーの名前は変更さ
れ、末尾が YYYYMMDDHHMMSS
になります。

個のボリューム

Snapshot コピーを作成するプライ
マリストレージコントローラとボ
リュームをリスト表示します。次
に例を示します。

controller1:vol1,vol2

,vol3;

controller2:vol1;

controller3:vol2,vol3

volume_groups という 2 つのボリ
ュームグループ

vol_1 、 vol_2 、 vol_n
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複数のボリュームを 1 つのグルー
プに定義します。複数のボリュー
ムがカンマで区切ったリストとし
て指定されている例を次に示しま
す。

VOLUMES_01=filer1:vol

1,vol2,vol3;filer2:vo

l1

VOLUMES_02=filer1:vol

3,vol4

VOLUMES_03=filer2:vol

3,vol4

VOLUME_GROUPS=VOLUMES

_01,VOLUMES_02,VOLUME

S_03

volume_groups は、
バックアップ処理で
のみサポートされま
す。このパラメータ
を設定すると、
VOLUMES パラメー
タはバックアップ時
に無視されます。

NTAP_SNAPSHOT_
RETENTIONS を指定してください

特定のポリシーで保持する
Snapshot コピーの数を決定しま
す。例：

daily:7,weekly:4,mont

hly:1

NTAP_USERS
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ストレージ・システムと、対応す
るユーザ名およびパスワードを一
覧表示します。例：

controller1:joe/passw

ord1;

controller2:bob/passw

ord2;

controller3:ken/passw

ord3

パスワードは 2 文字
以上にする必要があ
ります。

NTAP_PWD_PROTECTION Y

N パスワード保護を有効または無効
にします。すべてのパスワード（
ストレージシステムとアプリケー
ションまたはプラグイン）を暗号
化し、暗号化されたパスワードを
構成ファイルに保存する必要があ
ります。

交通機関

HTTP HTTPS HTTP または HTTPS を使用してス
トレージコントローラに接続でき
ます。  注：  HTTPS では openssl-
devel ライブラリが必要となる場合
があります。

ポート ストレージコントローラが使用す
るポート番号を設定します。通常
は 80 と 443 に設定します

LOG_NUM Snap Creator が保持する .debug
レポートおよび .out レポートの数
を指定します

CONFIG_TYPE プラグイン 標準

設定タイプを指定します。プラグ
インと標準の 2 種類の設定があり
ます。複数のプラグイン構成を使
用すれば、休止および休止解除の
複雑なバックアップワークフロー
を構築できます。

CMODE_CLUSTER_USERS を使
用しています
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（ clustered Data ONTAP では必須
）プライマリおよびセカンダリの
clustered Data ONTAP クラスタ、
および対応するユーザ名とパスワ
ードをリスト表示します。例：

cluster1:joe/password

1;

cluster2:bob/password

2

パスワードは 2 文字
以上にする必要があ
ります。

CMODE_CLUSTER_NAME の形式
で指定します

（ clustered Data ONTAP では必須
）プライマリ clustered Data
ONTAP クラスタの名前を指定しま
す

CMODE_SNAPSHOT_FORM_DEL
ETE

Y

N clustered Data ONTAP の
Snapshot コピーポリシーに基づい
て削除する必要がある Snapshot コ
ピーが確実に削除されるようにし
ます。 Snapshot コピーにクローン
などの依存関係がある場合、
Snapshot コピーは削除されませ
ん。

LOG_TRACE_ENABLE の 2 つの
オプションがあります

Y N 無効な場合にすべてのイベントの
ロギングを有効または無効にしま
す。 Manage ONTAP 解決策
Result オブジェクトはログに記録
されません。

NTAP_TIMEOUT 秒 ストレージコントローラのすべて
の Manage ONTAP 解決策呼び出
しのタイムアウト値を設定しま
す。デフォルトは 60 秒です

大域構成を使用します Y N

グローバル設定を使用して値を格
納できます

連携アプリケーション
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構成およびフェデレーテッドアプ
リケーションのプロファイル名
を、たとえば次のように設定して
一覧表示します。

databases@db2;databas

es@oracle

CMODE_SET を実行しています Y

N clustered Data ONTAP と Data
ONTAP 7-Mode のどちらの構成か
を定義します

allow_duplicate_SNAME

Y N （任意）重複する Snapshot 名を持
つ構成ファイルを作成する機能を
有効または無効にします。このパ
ラメータは、グローバル（スーパ
ーグローバルまたはプロファイル
グローバル）構成ファイルでは機
能しません。

SNAPCREATOR_MISSEDJOB_R
UN

Y N

Snap Creator エージェントのホストクライアントおよび Snap Creator サーバを設定す
るためのパラメータ

Snap Creator エージェントのホストクライアントおよび Snap Creator サーバを設定す
るためのパラメータを理解しておく必要があります。
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パラメータ 設定 説明

SC_AGENT_## ホスト名または IP_address ： port 1 つの構成を使用して、複数のリ
モートホスト上でコマンドまたは
タスクを同時に実行します。タス
クとは、定義済みのプラグイン（
APP_NAME パラメータ）または
_CMD コマンドで指定されたコマ
ンド（例：
NTAP_SNAPSHOT_CREATE_CM
D01 ）です。

リモートホストを指定するには、
ホストの名前または IP アドレスの
あとにコロンを入力し、さらに
Snap Creator エージェントがリス
ンしているポートを入力する必要
があります。

たとえば、 SC_AGENT_NUMBER
= IP アドレス：ポート

SC_AGENT_01 = エージェント IP
：エージェントポート

SC_AGENT_02 = エージェント IP
：エージェントポート

リモートホスト上で Snap Creator
エージェントを起動するには、
<path to
scAgent_v<#>>/bin/scAgent start
コマンドを実行します。

SC_CLONE_TARGET クローンターゲットのホスト名ま
たは IP_address ： port

クローン処理を有効にします。
｛PRE/POST
｝_CLONE_CREATE_CMDxxパラ
メータを指定してパラメータ*
cloneVol *を使用して、リモートサ
イドでリモートストレージオブジ
ェクトを管理できます（ファイル
システムのマウントやアンマウン
トなど）。

クローンターゲットを指定するに
は、ホストの名前または IP アドレ
スのあとにコロンを入力し、さら
に Snap Creator エージェントのリ
スニングポートを入力する必要が
あります。
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パラメータ 設定 説明

SC_AGENT_TIMEOUT 時間（秒） エージェントサービスのタイムア
ウトを秒単位で指定します。実装
されたクライアント / サーバアー
キテクチャは、タイムアウトメカ
ニズムを使用します。これは、指
定された間隔でクライアントが応
答しないと、サーバは失敗し、タ
イムアウトメッセージが表示され
ることを意味します。ただし、ク
ライアント上のタスクは中止され
ず、さらに調査が必要になりま
す。

デフォルトでは、タイムアウトは
300 秒に設定されています。負荷
の高いサーバや長時間実行されて
いるタスク（ユーザが作成したス
クリプトや複雑な SnapDrive 処理
など）があるサーバでは、タイム
アウトを延長し、要件に応じてこ
の値を変更する必要があります。

このパラメータには、処理の最大
所要時間を設定します（たとえ
ば、休止に 1 、 800 分かかる場合
は、このパラメータを 1800 に設定
する必要があります）。

一部のプラグインに
は、
SC_AGENT_TIMEO
UT 値について固有
の要件があります。
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パラメータ 設定 説明

SC_AGENT_ウォッチドッグ 有効
化

「 Y 」または「 N 」 SC_AGENT_watchdog_enable パ
ラメータは、 Snap Creator エージ
ェントのバージョンが 4.1 より前
の場合にのみ適用されます。この
パラメータは、 watchdog プロセ
スを有効または無効にしま
す。Snap Creator エージェント
4.1 以降では、 watchdog プロセス
が常に有効になっているため、こ
のパラメータは無視されます。パ
ラメータが有効（ Y に設定）で、
Snap Creator エージェントのバー
ジョンが 4.1 以降の場合、
watchdog プロセスは Snap Creator
エージェントが休止要求を受信し
た時点で開始されます。

watchdog プロセスは、
SC_AGENT_UNQUIESCE_TIMEO
UT パラメータをタイムアウトとし
て使用し、アプリケーションを休
止解除します。パラメータが無効
（つまり N に設定）で、 Snap
Creator エージェントのバージョン
が 4.1 より前の場合、 Watchdog
プロセスはアプリケーションの休
止を解除しますが、
scAgent/etc/agent.properties のパ
スから operation_timeout_in/msec
パラメータ（デフォルト： 1 時間
）を使用します。

SC_AGENT_watchd
og_enable パラメー
タは、 Snap Creator
エージェント 4.1 で
は廃止され、 Snap
Creator エージェン
ト 4.0 でのみ使用で
きます。Snap
Creator エージェン
ト 4.1 以降では、こ
のパラメータに設定
された値に関係な
く、 watchdog プロ
セスが有効になって
います（ハードコー
ドされているため
）。
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パラメータ 設定 説明

SC_AGENT_UNQUIESCE_TIMEO
UT

時間（秒） 休止解除のタイムアウトを秒単位
で指定します。Snap Creator エー
ジェント 4.1 より前のバージョン
では、このパラメータは、
SC_AGENT_watchdog_enable が
Y に設定されている場合にのみ使
用されますSnap Creator エージェ
ント 4.1 以降では、 Snap Creator
エージェントの watchdog プロセ
スが常にオンであるため、パラメ
ータは常に適用されます。 Snap
Creator エージェントとの通信が不
可能で、アプリケーションが休止
状態の場合、 Snap Creator エージ
ェントは、サーバと通信せずに、
アプリケーションを自動的に通常
モードの動作に戻します。デフォ
ルトでは、休止解除タイムアウト
は、 SC_AGENT_TIMEOUT パラ
メータの値、さらに 5 秒に設定さ
れています。

SC_TMP_DIR 「 Y 」または「 N 」 ユーザ定義の代替の一時ディレク
トリを使用して、 Snap Creator 関
連のファイルを格納できます。ユ
ーザがディレクトリを作成し、ユ
ーザアクセスを管理します。プラ
グインは、一時ファイルを使用し
てデータベースとやり取りしま
す。一時ファイルはホストのデフ
ォルトの temp ディレクトリ内に作
成され、すべてのユーザに書き込
みアクセスが許可されています。
一時ディレクトリがいっぱいの場
合、 Snap Creator は一時ファイル
の作成中にエラーを表示します。
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パラメータ 設定 説明

SC_AGENT_LOG_ENABLE 「 Y 」または「 N 」 Snap Creatorサーバによって実行
されるすべての処理のログ作成
をSnap Creatorエージェントに対
して有効にします。障害が発生し
た場合は、これらのログを確認で
きます。Snap Creatorサーバ
はSnap Creatorエージェントに処
理を送信します。Snap Creatorエ
ージェントがSnap Creatorサーバ
にコールバックを送信する前にエ
ラーが発生すると、Snap Creator
エージェントのメッセージが失わ
れる可能性があります。このパラ
メータは、Snap Creatorエージェ
ントのメッセージをSnap Creator
エージェントに記録するのに役立
ちます。これにより、これらのメ
ッセージが失われることはありま
せん。

vFiler ユニットおよびインターフェイスに接続するためのパラメータ

Snap Creator サーバを vFiler ユニットおよびインターフェイスに接続するには、いくつ
かのパラメータが必要です。

パラメータ 設定 説明

vFiler vFiler ユニットとそのホスティング
ストレージシステムまたはボリュ
ームをリスト表示します。例：
vFiler1@controller1 ： vol1 、 vol2
、 vol3 ； vFiler2@controller2 ：
vol1 ； vFiler3@controller3 ： vol2
、 vol3 注： HTTPS は vFiler ユニ
ットでサポートされていません。

MANAGEMENT _ インターフェイ
ス

通信に使用されるプライマリスト
レージコントローラとその管理イ
ンターフェイスを表示します。例
： MANAGEMENT_INTERFACES
=controller1 ： controller1-mgmt ；
controller2 ： controller2-mgmt
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パラメータ 設定 説明

secondary_interfaces プライマリストレージコントロー
ラまたは vFiler ユニット、および
SnapVault 関係と SnapMirror 関係
のセカンダリインターフェイスの
ソースまたはデスティネーション
を一覧表示します。例：
controller1 ： controller1-
source/controller2-destination

このセカンダリイン
ターフェイスを使用
するには、
SnapVault 関係と
SnapMirror 関係が設
定されている必要が
あります。Snap
Creator では、
SnapMirror 関係と
SnapVault 関係の管
理は行われません。

プロキシを使用（ _proxy ） Y N

ストレージコントローラに直接で
はなく Active IQ Unified Manager
サーバのプロキシを通して API 呼
び出しを実行できるようにしま
す。このオプションを使用する場
合、 NTAP_USERS は必要ありま
せん。

allow_ip_addr Y

クローニング処理をセットアップするためのパラメータ

Snap Creator サーバのクローニング処理をセットアップするには、いくつかのパラメー
タが必要です。

パラメータ 設定 説明

NTAP_CLONE_RESERVE の提供 なし ファイル。

ボリューム クローニングされたボリュームの
スペースギャランティを指定しま
す。

NTAP_CLONE_reservation を実行
する必要があります
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パラメータ 設定 説明

正しいです いいえ true に設定すると、 cloneLun アク
ションが選択されている場合、ク
ローニングされた LUN 用にスペー
スがリザーブされます。それ以外
の場合、スペースはリザーブされ
ません。

NTAP_CLONE_IGROUP_MAP の
場合

ストレージシステム、ソースボリ
ューム、 igroup を指定します。次
に、この igroup が、ボリュームク
ローンに存在するソースボリュー
ムまたはクローン LUN （「
controller1 ： src_volume1/igroup1
、 src_volume2/igroup1 、
src_volume3/igroup1 、 controller2
： src_volume1/igroup2 、
src_volume2/igroup2 、
src_volume2/igroup2 、
src_volume2/igroup2 、
src_volume3/igroup2 ）にあるクロ
ーニングされた LUN にマッピング
されます。* 注： *

• LUN クローンの名前では、親
のボリュームまたは LUN の名
前のあとに、 _CLONE を付け
ます。つまり、ボリューム名が
myvol の場合、クローン名は
myvol_CLONE になります。

• ボリュームクローン名は、 cl_
で始まり、
-YYYYMMDDHHMMSS で終わ
ります。

NTAP_CLONE_IGROUP_BACKUP Y N

有効にすると、クローン（ボリュ
ームと LUN ）が作成され、他の処
理が完了したあとで削除されま
す。有効にしないと、処理が完了
する前にクローンが削除されま
す。* 注：クローンをテープにバッ
クアップする場合は、 Y に設定し
てくださいデータベースを更新す
る場合は、 N に設定します

NTAP_CLONE_SECONDARY を使
用します

Y
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パラメータ 設定 説明

N 有効にすると、 SnapMirror 更新の
完了後に、 SnapMirror デスティネ
ーション上でクローンが作成され
ます。* 注：この設定は、
NTAP_SNAPMIRROR_USE_SNA
PSHOT 、
NTAP_SNAPMIRROR_WAIT 、
NTAP_CLONE_SECONDARY_VO
LUMES 、 cloneVol アクションと
併用する必要があります。

NTAP_CLONE_SECONDARY_VO
LUMES

この設定により、プライマリまた
はセカンダリストレージシステム
とセカンダリボリュームをマッピ
ングします。Snap Creator がセカ
ンダリボリュームを検出できるよ
うにするには、この手順が必要で
す（例： controller1 ： controller1-
sec/vol1/vol1 ； controller1 ：
controller1-sec/vol2 ）。

NTAP_NUM_vol_CLones の値です

保持するボリュームクローンの数
を指定します。これは、 Snapshot
コピーの保持ポリシーと同様に機
能します。* 注： * FlexClone ライ
センスが必要なボリュームクロー
ンでのみ使用できます。

NTAP_NFS_EXPORT_HOST

ホスト IP クローンのエクスポート先である
ホスト名または IP アドレスです。
これは、 NFS を使用してクローン
ボリュームをマウントするホスト
です。

NTAP_NFS_EXPORT_ACCESS の
設定が可能です

ルート 読み書き可能です 読み取り専用です
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パラメータ 設定 説明

NTAP_NFS_EXPORT_HOST で指
定するホストに対して、クローン
ボリュームへのアクセスまたは権
限が提供されます。

• ルート

root アクセスが許可されます。

• 読み取り専用です

読み取り専用アクセスが許可さ
れます。

• 読み書き可能です

読み取り / 書き込みアクセスが
許可されています。

NTAP_NFS_EXPORT_PERSISTE
NT

正しいです

いいえ NFS エクスポートを維持するかど
うかを指定します。true を選択す
ると、クローンボリュームがエク
スポートされ、ストレージコント
ローラ上の /etc/exports にあるファ
イルが更新されます。

NTAP_DFM_EXPORT_ENABLE の
設定

Y N CIFS を使用してクローンボリュー
ムを共有するかどうかを設定しま
す。

イベント管理をセットアップするためのパラメータ

Snap Creator サーバのイベント管理を設定するには、いくつかのパラメータが必要で
す。

パラメータ 設定 説明

NTAP_ASUP_ERROR_ENABLE
の設定を変更します

「 Y 」または「 N 」 有効化 Snap Creator のエラーメッ
セージを表示し、ストレージコン
トローラ上の AutoSupport メッセ
ージも記録します。Snap Creator
は、バックアップの開始時および
完了時に、常に情報 AutoSupport
メッセージを作成します。
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パラメータ 設定 説明

FAILUT_MSG Snap Creator の障害時に定義され
た障害メッセージをログに記録し
ます。SENDTRAP が定義されてい
る場合は、このエラーメッセージ
を SENDTRAP に送信することも
できます。

SENDTRAP 監視ソフトウェアや E メールと連
携して、 Snap Creator で生成され
たアラートを自身の監視インフラ
に渡すことができます。Snap
Creator から送信されるメッセージ
は、 %MSG 変数で表されま
す。UNIX システムでは、以下の例
のように E メールを送信できま
す。 SENDTRAP=/usr/bin/mailx -s
%MSG
myaddress@mydomain.com
</dev/null

Windows システムで電子メールを
送信するには、コマンドの前に「
cmd.exe /c 」を追加する必要があ
ります。例： SENDTRAP=
cmd.exe /c echo %how

success トラップ 監視ソフトウェアや E メールと連
携して、 Snap Creator で生成され
た成功メッセージを自身の監視イ
ンフラに渡すことができま
す。Snap Creator の成功メッセー
ジは、 %SUCCESS_MSG 変数で
表されます。UNIX システムでは、
以下の例のように E メールを送信
できます。
SUCCESS_TRAP=/usr/bin/mailx -s
%SUCCESS_MSG
myaddress@mydomain.com
</dev/null

Windows システムで電子メールを
送信するには、コマンドの前に「
cmd.exe /c 」を追加する必要があ
ります。例： SUCCESS_TRAP=
cmd.exe /c echo %Hello
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パラメータ 設定 説明

SUCCESS_MSG Snap Creator のバックアップが成
功すると、定義されたメッセージ
がログに記録されます。このメッ
セージは、 SUCCESS_TRAP が定
義されている場合は
SUCCESS_TRAP にも送信されま
す。 SENDTRAP が定義されてい
る場合は、 SENDTRAP にも送信
されます。

Operations Manager コンソールをセットアップするためのパラメータ

Operations Manager コンソールをセットアップするには、いくつかのパラメータを指定
する必要があります。

パラメータ 設定 説明

OM_HOST Operations Manager コンソールホ
ストの名前または IP アドレス。

OM_USER イベントの作成権限を持つ、
Operations Manager コンソールユ
ーザのユーザ名。

OM_PWD Operations Manager コンソールユ
ーザのパスワード。* 注： * パスワ
ードは 2 文字以上にする必要があ
ります。

OM_PORT Operations Manager コンソールと
の通信に使用するポート。
Operations Manager コンソール
は、デフォルトの http ポートとし
て 8088 、デフォルトの https ポー
トとして 8488 を使用します。

om_event_generate Y N

OSSV を設定するパラメータ

Open Systems SnapVault （ OSSV ）を設定するには、いくつかのパラメータが必要で
す。

パラメータ 設定 説明

NTAP_OSSV_enable の設定 Y N

147



パラメータ 設定 説明

OSSV 統合を有効化このパラメー
タは、 NTAP_OSSV_HOMEDIR パ
ラメータと組み合わせて使用する
必要があります。OSSV は、 Snap
Creator を実行するホスト上にも必
要です。OSSV では、ポリシー保
持ロジックは、定義済みの Snap
Creator ポリシーのみに基づいてポ
リシーを処理します。ポリシーオ
ブジェクトはサポートされませ
ん。

OSSV パラメータを
有効にした場合、パ
スはボリュームとし
て指定されま
す。Windows で
OSSV のパスを指定
する場合は、コロン
（ : ）は使用しない
でください。たとえ
ば、パスが E ： \DB
の場合は、 E\DB の
ように指定する必要
があります。

NTAP_OSSV_HOMEDIR に設定し
ます

/usr/snapvault

OSSV ホームディレクトリのパス
を設定します（ /usr/snapvault ）。

NTAP_OSSV_FS_SNAPSHOT Y

N NTAP_OSSV_FS_SNAPSHOT_C
REATE_CMD パラメータを設定す
る必要があります。このパラメー
タを使用すると、 Open System ま
たはファイルシステムのコマンド
を使用してファイルシステムの
Snapshot コピーを作成できます。
ファイルシステムの Snapshot コピ
ーが、 SnapVault を使用してスト
レージシステムに転送されます。

NTAP_OSSV_FS_SNAPSHOT_C
REATE_CMD

SnapMirror をセットアップするためのパラメータ

Snap Creator サーバ用の SnapMirror をセットアップするには、いくつかのパラメータ
が必要です。
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パラメータ 設定 説明

NTAP_SNAPMIRROR_UPDATE 「 Y 」または「 N 」 SnapMirror の更新機能をオンまた
はオフにすることができます。

NTAP_SNAPMIRROR_Cascading
_update がサポートされます

「 Y 」または「 N 」 カスケード SnapMirror の更新機能
をオンまたはオフにすることがで
きます。これは、 SnapVault デス
ティネーションボリュームを使用
した SnapMirror 更新です。

これは clustered
Data ONTAP ではサ
ポートされていませ
ん。

SNAPMIRROR_VOLUMES SnapMirror 更新を実行するソース
ストレージシステムおよびボリュ
ームのリストを指定します（例：
controller1 ： vol1 、 vol2 、 vol3
； controller2 ： vol1 ； controller3
： vol2 、 vol3 ）。* 注： *
VMware プラグイン（ vSphere お
よび vCloud ）の場合、値は auto
： detect に設定してください。

snapmirror_cascading_volumes SnapVault デスティネーションス
トレージシステムおよびボリュー
ムのリストを指定します。
SnapVault 更新後に SnapMirror 更
新を実行するボリューム（ sec-
controller1 ： vol1-sec 、 vol2 sec
など）。ソースボリュームに複数
のデスティネーションがある場
合、カスケードレプリケーション
ではこのオプションはサポートさ
れません。

これは clustered
Data ONTAP ではサ
ポートされていませ
ん。
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パラメータ 設定 説明

NTAP_SNAPMIRROR_WAIT SnapMirror デスティネーションで
クローンを作成する前に、
SnapMirror 更新プロセスが完了す
るまでの待機時間（分）を指定し
ます。
NTAP_CLONE_SECONDARY を Y
に設定すると、 SnapMirror 更新が
完了するまで Snap Creator は待機
してから処理を続行します。

この設定を利用でき
るのは、
NTAP_CLONE_SEC
ONDARY と
cloneVol アクション
を併用する場合のみ
です（現時点ではボ
リュームクローンの
みがサポート対象
）。

NTAP_SNAPMIRROR_USE_SNA
PSHOT

「 Y 」または「 N 」 このパラメータを enabled にする
と、新しく作成した Snapshot コピ
ーが SnapMirror 更新に使用され、
SnapMirror デスティネーション上
に Snapshot コピーが作成されま
す。* 注： SnapMirror デスティネ
ーション上でクローンを作成する
には Snapshot コピーが必要なた
め、 NTAP_CLONE_SECONDARY
を使用する場合はこの設定が必要
になります。

NTAP_SNAPMIRROR_MAX_transf
er

SnapMirror で使用できる最大帯域
幅（ KBps ）を指定します。この
パラメータを設定しないと、
SnapMirror は使用可能な最大帯域
幅を使用します。
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パラメータ 設定 説明

snapmirror_qtree_include SnapMirror 更新に含めるプライマ
リストレージコントローラと qtree
パスのリストを指定します（例：
controller1 ： /vol/qtree/qtree1 、
/vol/volume/qtree2 ； controller2 ：
/vol/volume/qtree1 ）。このオプシ
ョンを使用しない場合は、ボリュ
ーム下のすべての qtree がバック
アップされます。このオプション
を使用してリストを指定すると、
リストされている qtree のみがバ
ックアップされます。残りの qtree
は無視されます。

Snapshot コピーのセットアップ用パラメータ

Snap Creator サーバの Snapshot コピーのセットアップには、いくつかの構成ファイル
パラメータが必要です。

パラメータ 設定 説明

NTAP_SNAPSHOT_retention_age
の設定になります

Snapshot コピーの保持期間（日数
）を定義できます。設定すると、
NTAP_SNAPSHOT_RETENTIONS
パラメータで定義された数を超
え、指定した保持期間（日数）よ
りも古い Snapshot コピーのみが削
除されます。

SnapDrive 「 Y 」または「 N 」 Data ONTAP API の代わりに
SnapDrive を使用して、 Snapshot
コピーを作成できます。

snaps_discovery の応答に表示され 「 Y 」または「 N 」 ストレージ検出に SnapDrive を使
用できます。SAN 環境または
iSAN 環境では、
VALIDATE_VOLUMES パラメータ
を使用する場合は必須です。
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パラメータ 設定 説明

NTAP_SNAPSHOT_DISABLE_DIS
ABLE の設定です

「 Y 」または「 N 」 Snap Creator による Snapshot コ
ピーの作成を無効にします。これ
により、 Snap Creator で
SnapManager または SnapMirror
for SnapVault を処理できるように
なります。この設定を機能させる
には、 SnapManager Snapshot コ
ピーが、 snapshot_copy_name-
policy_recent という命名規則に従
う必要があります。

NTAP_SNAPSHOT_NODELETE 「 Y 」または「 N 」 このパラメータは
NTAP_SNAPSHOT_RETENTIONS
パラメータよりも優先され、
Snapshot コピーが削除されなくな
ります。この変数を有効にする
と、ボリュームがいっぱいになる
可能性があります。

NTAP_SNAPSHOT_DELETE_CM
D

Snapshot の保持数に基づいて、
Snap Creator ではなく SnapDrive
経由で Snapshot を削除します。 *
注：この SnapDrive コマンドで
Snapshot の削除に使用されるすべ
てのボリューム（マウントドライ
ブ）も構成ファイルに含める必要
があります。

NTAP_SNAPSHOT_DELETE_by_
PY_ENCY_ONLY

プライマリ セカンダリ

両方 N 古い Snapshot コピーの削除を有効
にします。このパラメータを使用
するには、
NTAP_SNAPSHOT_retention_age
パラメータを指定する必要があ
り、 Snapshot コピーの数ではな
く、 Snapshot コピーの保持期間に
基づいて強制的に削除します。

NTAP_SNAPSHOT_DEPENDENC
Y_IGNORE

「 Y 」または「 N 」 backupDel アクションによる
Snapshot コピーの削除にのみ適用
されます。依存関係のある
Snapshot コピーは、手動で削除で
きません。
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パラメータ 設定 説明

NTAP_SNAPSHOT_CREATE_CM
D## の場合

Snapshot コピーを作成し、ファイ
ルシステムのバッファをフラッシ
ュします。 ## は 1 ～ 99 の数値で
す。* 注：この設定は、 SnapDrive
パラメータを有効にする場合に必
要です。Data ONTAP API を使用
してもまだ他のすべての処理を実
行できますが、 SnapDrive オプシ
ョンを使用すると Snapshot コピー
が作成されます。

NTAP_META_SNAPSHOT_CREA
TE_CMD##

メタデータボリュームの Snapshot
コピーを作成し、ファイルシステ
ムのバッファをフラッシュしま
す。 ## は 1 ～ 99 の数値です。

NTAP_CONSISTENCY_GROUP_
SNAPSHOT

「 Y 」または「 N 」 整合グループを使用して、複数の
ボリューム間で整合性のある
Snapshot コピーを作成できるよう
にします。

NTAP_CONSISTENCY_GROUP_
SNAPSHOT_RETRY_COUNT

障害発生時に整合グループ
Snapshot を再試行する回数を指定
します。

NTAP_CONSISTENCY_GROUP_
SNAPSHOT_RETRY_WAIT

時間（秒） 整合グループ Snapshot の再試行が
毎回発生するまでの待機時間を指
定します。

NTAP_CONSISTENCY_GROUP_
TIMEOUT

（緊急 中

リーラ XD ） ストレージコントローラが整合性
を確保しながら Snapshot コピーを
グループ化するのを待機する時間
を指定します。

NTAP_CONSISTENCY_GROUP_
wafl_sync

「 Y 」または「 N 」 cg-start の前に wafl 同期を通じて
整合ポイント（ CP ）を強制し、
整合グループの Snapshot コピーの
パフォーマンスを改善します。* 注
： DB2 プラグインを使用して整合
グループのバックアップを実行す
る場合は、このパラメータを「 N
」に設定する必要があります。

NTAP_SNAPSHOT_RESTORE_A
UTO_DETECT に設定されていま
す
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パラメータ 設定 説明

「 Y 」または「 N 」 無効にすると、単一ファイルのリ
ストアを実行する場合に、常に
Single File SnapRestore （ SFSR
）が強制的に実行されます。

NTAP_SNAPSHOT_cleanup の設
定になります

「 Y 」または「 N 」 バックアップの失敗時に作成され
た Snapshot コピーを削除します。

NTAP_USE_EXTERNAL_SNAPSH
OT

「 Y 」または「 N 」 非 Snap Creator の Snapshot コピ
ーのインポートを有効にします。
最新の Snapshot コピーが一致しま
す。

NTAP_EXTERNAL_SNAPSHOT_
REGEX の設定

SnapVault をセットアップするためのパラメータ

SnapVault をセットアップするには、いくつかのパラメータが必要です。

パラメータ 設定 説明

NTAP_SNAPVAULT
_UPDATE

（はい / いいえ） SnapVault 更新機能をオンまたはオフにすることがで
きます。

NTAP_allow_MIRR
OVAULT_AS_MIRR
OR

（はい / いいえ） mirror-vault保護ポリシータイプをSnapVault また
はSnapMirrorとして使用できます。（デフォルト）N
：SnapVault のmirror-vault保護ポリシータイプを有効
にします。y：SnapMirrorのmirror-vault保護ポリシー
タイプを有効にします。
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パラメータ 設定 説明

SnapVault ボリュー
ム

SnapVault の更新を実行するソースストレージシステ
ムおよびボリュームを表示します（例： controller1
： vol1 、 vol2 、 vol3 ； controller2 ： vol1 ；
controller3 ： vol2 、 vol3 ）。

• SnapVault および SnapMirror の更新が機能する
には、関係が存在している必要があります。

Snap Creator では、これらの関係の作成は行われ
ません。

• SnapMirror 関係や SnapVault 関係で使用するホ
スト名は、 VOLUMES 、
SNAPMIRROR_VOLUMES 、
SNAPVAL_VOLUMES の各オプションで指定した
名前と同じにする必要があります。また、 Snap
Creator を実行するホストが、対象のホスト名を
解決できる必要があります。

• vSphere または vCloud の場合は、値を auto ：
detect に設定します。

• ホスト名は FQDN ではなく、短縮形のホスト名
（ストレージコントローラのコマンドプロンプト
で表示される名前）を使用する必要があります。

SnapVault_qtree_in
clude

SnapVault 更新に含める必要のある、ソースストレー
ジシステムと qtree パスを一覧表示します。このオプ
ションを指定しない場合、関係が設定されていれ
ば、ボリュームに含まれるすべての qtree が
SnapVault によって保存されます。次の例のように列
挙した qtree は SnapVault によって保存され、残りは
SnapVault で無視されます。 controller1 ：
/vol/qtree/qtree1 、 /vol/volume/qtree2 ； controller2
： /vol/volume/qtree1

NTAP_SNAPVAULT
_RETENTIONS の
設定

指定したポリシーに対して保持する SnapVault セカ
ンダリ上の Snapshot コピーの数を決定します（例：
daily ： 21 、 weekly ： 12 、 monthly ： 3 ）。

NTAP_SNAPVAULT
_retention_age

SnapVault Snapshot コピーの保持期間（日数）を定
義できます。設定すると、
NTAP_SNAPVAULT_RETENTIONS の定義数を超
え、指定した保持期間（日数）よりも古い SnapVault
Snapshot コピーのみが削除されます。
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パラメータ 設定 説明

NTAP_SNAPVAULT
_SNAPSHOT

（はい / いいえ） SnapVault Snapshot コピーの使用を有効にします。
Snapshot コピーとは、ストレージコントローラの
SnapVault スケジューラと互換性のある Snapshot コ
ピーです。このオプションを使用すると、 Snapshot
コピーの削除は、 Snap Creator ではなくストレージ
コントローラによって処理されます。さらに、
Snapshot コピーは、 sv_<POLICY>.<##> のような
名前になります。ポリシー名は
NTAP_SNAPSHOT_RETENTIONS パラメータで規定
され、保持設定がストレージコントローラの
SnapVault スケジュールにも適用されます。

NTAP_SNAPVAULT
_NODELETE

（はい / いいえ） NTAP_SNAPVAULT_RETENTIONS が無視され、
Snapshot コピーが削除されなくなります。オン原因
のままにしておくと、ボリュームのスペースが使い
果たされる可能性があります。

NTAP_SNAPVAULT
_RESTORE_WAIT

（はい / いいえ） SnapVault のリストアの場合に、処理が完了するまで
Snap Creator を強制的に待機させます。これは、
SnapVault のリストアが完了すると、プライマリスト
レージ上に作成された不要なリストア Snapshot コピ
ーを削除するよう、 Snap Creator からメッセージが
表示されるため推奨されます。

NTAP_SNAPVAULT
_WAIT

SnapVault セカンダリ上に Snapshot コピーを作成す
る前に、 SnapVault 更新プロセスが完了するまでの
待機時間（分）。

NTAP_SNAPVAULT
_MAX_transfer の設
定を行います

SnapVault で使用できる最大帯域幅（kbps）。この値
を設定しないと、SnapVault は利用可能な帯域幅を最
大限使用します。

NetApp Management Console のデータ保護機能を設定するためのパラメータ

NetApp Management Console のデータ保護機能を設定するには、いくつかのパラメー
タを設定する必要があります。

パラメータ 設定 説明

NTAP_PM_UPDATE の場合 Y N
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パラメータ 設定 説明

NetApp Management Console デー
タ保護機能の更新をオンまたはオ
フにして、 Snap Creator の
Snapshot コピーを NetApp
Management Console データ保護
機能に登録できます。* 注：
NTAP_PM_UPDATE が有効な場合
は、 NTAP_DFM_DATA_SET の設
定が必要です。

NTAP_DFM_DATA_SET の設定

ストレージシステムと NetApp
Management Console のデータ保
護機能のデータセットをボリュー
ム相関に一覧表示します。
controller1 ： Dataset1/vol1 、 vol2
、 controller1 ： dataset2/vol3

NTAP_PM_run_backup の設定が可
能です

Y

N NetApp Management Console デー
タ保護機能のバックアップを開始
し、進捗状況とステータスを確認
し、完了するまで待機します。

NTAP_DFM_SNAPSHOT_FORMA
T の設定

APP コマンド

次の表に、アプリケーション（ APP ）コマンドを示します。

コマンドを実行します 説明

APP_CLE_CLONE _ROOT_Up_CMD## これは、データベースのクローン作成後に実行され
るスクリプトまたはコマンドです。 ## は、 01 ～ 99
の範囲の数値です。SAP システムで、 SAP ライセン
スのインストール、データベーステーブルの調整、
コンテンツの削除や更新、アプリケーションの起動
など、アプリケーション固有のフォローアップアク
ティビティを実行する際に利用できます。

APP _ QUIESCE _ CMD ## これは、アプリケーションをバックアップモードに
するスクリプトまたはコマンドです。 ## は、 01 ～
99 の範囲の数値です。 * 注： * この名前は、
SnapCreator で内部的に処理されるため、
APP_NAME を使用する場合は無視されます。

APP_UNQUIESCE _ CMD## の場合 これは、アプリケーションのバックアップモードを
解除するスクリプトまたはコマンドです。 ## は、
01~99 の数字が入ります。* 注： * APP_NAME を使
用している場合は、 SnapCreator で内部的に処理さ
れるため、この設定が無視されます。

157



コマンドを実行します 説明

ARCH_CMD## このコマンドはデータベースのアーカイブを処理し
ます。他のスクリプトを実行するラッパーとしても
使用できます。 ## は 01 ～ 99 の数値です。

mount コマンドおよび unmount コマンドを使用します

クローニングを実行するときは、 Snap Creator の PRE コマンドまたは POST コマンド
ではなく、 MOUNT_CMD コマンドと UMOUNT_CMD コマンドを使用してください。

コマンドを実行します 説明

MOUNT_CMD## mount コマンドを使用して、クローニングまたはマ
ウント処理用にファイルシステムをマウントしま
す。 ## は、 01~99 の数字が入ります。

UMOUNT_CMD## unmount コマンドを使用して、クローニングまたは
マウント処理用にファイルシステムをマウントしま
す。 ## は、 01~99 の数字が入ります。

PRE コマンド

Snap Creator サーバには、複数の構成ファイルの PRE コマンドが含まれています。

Windows の場合 '`cmd.exe /c` は PRE コマンドの前に含める必要があります

コマンドを実行します 説明

PRE_APP_QUIESCE _ CMD## アプリケーションのバックアップの開始前に実行す
る PRE コマンドです。 ## は、 01~99 の数字が入り
ます。

NTAP_DFM_CMD## より前のコード Snapshot の前に実行する PRE コマンドです。 ##
は、 01~99 の数字が入ります。すべての処理の前に
実行されます。

PRE _ APP _ UNQUIESCE _ CMD## アプリケーションのバックアップの停止前に実行す
る PRE コマンドです。 ## は、 01~99 の数字が入り
ます。

NTAP_CLONE_DELETE_CMD## より前の PRE コマ
ンドです

これはクローニング前削除前のコマンドです。 ##
は、 01~99 の数字が入ります。* 注： * clone delete
コマンドは、（おそらくはテープへの）バックアッ
プを実行するためにクローニングされた LUN をマウ
ントできるよう、マウントスクリプトまたはマウン
トコマンドを呼び出す目的で使用されます。
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コマンドを実行します 説明

PRE_EXIT_CMD### これは、致命的なエラーの発生後、 Snap Creator を
終了する前に実行されるオプションのコマンドで
す。これは、 Snap Creator の実行前の状態に戻す場
合に役立ちます。 * 注： *

• このコマンドを実行すると、エラーで Snap
Creator が終了する前に、アプリケーションが通
常運用モードに戻ります。

• APP_NAME を使用している場合は、
SnapCreator で内部的に処理されるため、この設
定が無視されます。

PRE_RESTORE _CMD## これは、対話型のリストアを開始する前に実行でき
るオプションのコマンドです。これにより、リスト
アされるアプリケーションとの通信が可能になりま
す。たとえば、リストアを実行する前にアプリケー
ションをシャットダウンできます。* 注： * MySQL
プラグインではサポートされていません。

PRE_CLONE _CREATE_CMD## このコマンドはオプションで、 ONTAPI クローニン
グ処理が実行される前に実行できます。 ## は、
01~99 の数字が入ります。

POST コマンド

Snap Creator サーバには、複数の構成ファイルの POST コマンドが用意されています。

コマンドを実行します 説明

POST_APP_QUIESCECMD## アプリケーションのバックアップの開始後に実行す
る POST コマンドです。 ## は、 01~99 の数字が入
ります。

NTAP_DFM_CMD## 後 POST コマンドです。 ## は、 01~99 の数字が入り
ます。すべての処理の完了後に実行されます。

POST_APP_UNQUIESCE _ CMD## アプリケーションのバックアップの停止後に実行す
る POST コマンドです。 ## は、 01~99 の数字が入
ります。

NTAP_NTAP_DFM_DATA_transfer_CMD## で送信し
ます

これは、 SnapVault または SnapMirror の転送後に実
行されるデータ転送後のコマンドです。 ## は、
01~99 の数字が入ります。
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コマンドを実行します 説明

Post_restore_CMD## これは、対話型のリストアが完了したあとに実行で
きるオプションのコマンドです。このコマンドを使
用すると、リストア対象のアプリケーションと相互
に通信できます。リストアの完了後、アプリケーシ
ョンの起動が必要になる場合があります。* 注： *
MySQL プラグインではサポートされていません。

POST_CLONE _CREATE_CMD## このコマンドはオプションで、 ONTAPI クローニン
グ処理が発生したあとに実行できます。 ## は、
01~99 の数字が入ります。このコマンドを使用し
て、クローニングされたファイルシステムのマウン
トなどの処理を実行できます。

Snap Creator の用語

Snap Creator はいくつかの異なる構成要素で構成されており、言語と概念を理解するこ
とが重要です。

• * アクション *

Snap Creator は構成ファイルに対してさまざまな操作を実行できます。これは通常、望ましい結果を得る
ための定義済みワークフローです。アクションを実行するには、 GUI から構成ファイルを選択し、 * アク
ション * をクリックして、ドロップダウンリストから次のいずれかのアクションを選択します。

◦ * バックアップ *

構成ファイルで指定された環境をバックアップします。バックアップワークフローは、選択した構成
ファイルの設定に応じて複数の手順で変更するアクションです。プラグインが設定されたバックアッ
プ処理の例としては、アプリケーションまたはデータベースの休止、定義されたすべてのボリューム
の Snapshot コピーの作成、選択されたアプリケーションまたはデータベースの休止解除、 SnapVault
または SnapMirror 更新の実行、保持ポリシーへの対応、アーカイブログの設定への対応などがありま
す。

◦ * lun clone *

LUN の新しい Snapshot コピーを作成し、そのクローンを作成します。

◦ * ボリュームクローン *

ボリュームの新しい Snapshot コピーを作成し、そのクローンを作成します。

• * エージェントモニター *

Agent Monitor は、構成ファイルに定義されているすべてのエージェントを Snap Creator サーバに照会
し、エージェントにステータスの確認を照会します。エージェントモニタは、エージェントが稼働してい
るかどうか、エージェントが待機しているポート、およびエージェントのバージョンが使用中であるかど
うかを報告します。

• * ログをアーカイブ *
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アーカイブログアクションは、構成ファイルのアーカイブログ管理設定の任意の設定に対して動作しま
す。通常、この処理を実行すると、 Snap Creator で不要になったログがパージされます。

• * 設定ファイル *

Snap Creator の中核をなすのが、構成ファイルです。Snap Creator を構成し、アプリケーションプラグ
インの実行を可能にし、必要な変数を設定し、 Snapshot コピーにキャプチャされるボリュームを定義し
ます。構成ファイルはさまざまなパラメータで構成され、 Snap Creator の動作に影響するように設定で
きます。構成ファイルは、多くの場合、構成ファイルまたは構成ファイルに短縮されます。

• * 発見 *

検出処理を実行すると、構成ファイルに詳細に記述されている環境でストレージレベルの検出が実行され
ます。すべてのプラグインが検出をサポートしているわけではありません

• * グローバル構成ファイル *

スーパーグローバルレベル（パラメータが Snap Creator サーバ環境全体のすべての構成ファイルに影響
）またはプロファイルレベル（パラメータは指定されたプロファイル内のすべての構成ファイルに影響）
のいずれかで動作可能な構成ファイル。スーパーグローバルパラメータは、プロファイルレベルのグロー
バルで指定されたパラメータで上書きされます。同様に、構成ファイルで指定されたパラメータは、スー
パーレベルまたはプロファイルレベルのグローバル構成ファイル内のパラメータよりも優先されます。グ
ローバル構成ファイルは、多くの場合、グローバル構成に短縮されます。

• * ジョブ *

Snap Creator によって実行されるすべての処理がジョブとみなされます。一部の操作は複数のジョブで構
成される場合があります。Snap Creator によって実行されたすべてのジョブは、ジョブモニタに表示され
ます。

• * ジョブモニタ *

ジョブモニタは、実行中または以前に実行された Snap Creator ジョブのステータスを簡単に確認できる
使いやすいダッシュボードインターフェイスです。ジョブモニタはセットアップ時に有効になり、 1 ～
1,000 のジョブを保存できます。

• * マウント *

マウント操作では、クローニングおよびマウントされる既存の Snapshot コピーを指定できます。

• * OSSV *

OSSV （ Open Systems SnapVault ）アクションは、 OSSV 処理を実行します。

• * プロファイル *

プロファイルは、基本的には構成ファイルの整理に使用されるフォルダです。また、プロファイルはロー
ルベースアクセス制御（ RBAC ）のオブジェクトとしても機能します。つまり、ユーザがアクセスできる
のは、特定のプロファイルと構成ファイルに限られます。

• * ポリシー *

ポリシーは保持ポリシーに対しては省略されています。通常、ポリシーでは Snapshot 保持ポリシー（保
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持する Snapshot コピーの数）と保持期間（ Snapshot コピーを削除するまでの経過時間）を定義し
ます。たとえば、日単位のポリシーでは、 30 日分以上前の Snapshot コピーを 30 日間保持することがで
きます。（保持期間を設定すると、同じ日に作成された複数の Snapshot コピーの SLA が回避されます。
SLA の規定によっては、 Snapshot コピーの保持期間を 30 日に設定する必要があります） SnapVault を
使用する場合は、 SnapVault コピーの保持設定もポリシーで定義されます。現在、ポリシーは、直接構成
ファイルに格納することも、ポリシーオブジェクトの一部として格納することもできます。ポリシーが構
成ファイルに含まれている場合は、ローカル保持ポリシーと呼ばれます。

• * ポリシーオブジェクト *

ポリシーオブジェクトは、プロファイルレベルで適用できる保持ポリシーです。ポリシーと同様に、ポリ
シーオブジェクトでも保持ポリシーが定義されますが、スケジュールとラベルを定義することもできま
す。ポリシーオブジェクトのコンポーネントは次のとおりです。

◦ * バックアップタイプ *

バックアップタイプは、ポリシーオブジェクトで設定できるラベルです。

◦ * ポリシーの割り当て *

ポリシー割り当てでは、ポリシー（ポリシー管理で作成）を特定のプロファイルに割り当てます。

◦ * ポリシー管理 *

ポリシー管理によって、ポリシーオブジェクト内にポリシーが作成されます。これにより、 Snapshot
コピーの保持数と保持期間を定義できます。SnapVault を使用する場合は、関連付けられている保持
数と保持期間も設定できます。ポリシー管理では、オプションでポリシースケジュールとバックアッ
プタイプを選択することもできます。

◦ * ポリシースケジュール *

ポリシースケジュールでは、指定したスケジュールで実行する処理を定義します。

• * 休止 *

休止アクションは、アプリケーションまたはデータベースを整合性のある状態にするために必要なアクシ
ョンを実行します。quiesce という名前の処理はありますが、プラグインまたは構成ファイルの設定によ
っては、 true 静止処理でない場合があります。たとえば、 Domino プラグインは Domino API 呼び出しを
実行して Domino データベースをバックアップの開始状態にしますが、 DB2 プラグインは db2 write
suspend コマンドを実行します。

• * 復元 *

リストア処理では、構成ファイルで指定された 1 つ以上のボリュームに対してボリュームまたは単一ファ
イルのリストア処理が実行されます。構成ファイルで使用しているプラグインによっては、追加のリスト
ア処理を実行できる場合があります。

• * scdump *

scdump は、すべての構成ファイルとログファイルをプロファイルレベルで収集し、 Snap Creator サーバ
の標準的なログと環境情報を収集するトラブルシューティング処理です。収集されたこれらのファイルは
すべて zip ファイルに圧縮され、ダウンロードするように求められます。その後、 scdump zip ファイル
を E メールで送信、またはサポートにアップロードして分析を行うことができます。
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• * スケジュール *

Snap Creator サーバには一元化されたスケジューラがあります。これにより、 Snap Creator ジョブのス
ケジュールをポリシースケジュール（ポリシーオブジェクトの一部）を使用して設定するか、スケジュー
ラを通じて直接作成することができます。スケジューラは最大 10 個のジョブを同時に実行し、実行中の
ジョブが完了するまで追加のジョブをキューに登録します。

• * Snap Creator エージェント *

通常、 Snap Creator エージェントは、アプリケーションまたはデータベースのインストール先と同じホ
ストにインストールします。Agent は、プラグインが配置されている場所です。Snap Creator 内でエージ
ェントが scAgent に短縮されることがあります。

• * Snap Creator Framework *

Snap Creator はフレームワークであり、製品名はすべて NetApp Snap Creator Framework です。

• * Snap Creator プラグイン *

プラグインを使用すると、アプリケーションやデータベースを整合性のある状態にすることができま
す。Snap Creator には、すでにバイナリファイルに含まれているプラグインがいくつか含まれているた
め、追加のインストールは必要ありません。

• * Snap Creator サーバ *

Snap Creator サーバは、通常、物理ホストまたは仮想ホストにインストールします。サーバは、 Snap
Creator の GUI 、およびジョブ、スケジュール、ユーザ、ロール、プロファイルに関する情報の格納に必
要なデータベースをホストし、 構成ファイル、およびプラグインのメタデータ。Snap Creator 内ではサ
ーバが scServerに 短縮されることがあります。

• * アンマウント *

umount アクションを使用すると、アンマウントする既存のマウントポイントを指定できます。

• * 休止解除 *

休止解除処理は、アプリケーションまたはデータベースを通常の動作モードに戻すために必要な処理を実
行します。この処理は休止解除と呼ばれますが、プラグインまたは構成ファイルの設定によっては、休止
解除が true にならない場合があります。たとえば、 Domino プラグインは Domino API 呼び出しを実行し
て Domino データベースをバックアップの停止状態にし、 DB2 プラグインは write resume コマンドを実
行します。

• * ウォッチドッグ *

watchdog は Snap Creator エージェントの一部であり、エージェントが実行しているジョブのステータス
を監視します。指定された時間内にエージェントが応答しない場合、ウォッチドッグはエージェントを再
起動するか、特定のアクションを終了します。たとえば、休止処理がタイムアウト値を超えると、
watchdog は休止アクションを停止し、休止解除を開始してデータベースを通常の動作モードに戻すこと
ができます。
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Snap Creator コマンドラインインターフェイスの使用に関する
ガイドライン

Snap Creator のコマンドライン機能を使用すると、グラフィカルユーザインターフェイ
ス（ GUI ）を使用せずにさまざまな操作を実行できます。たとえば、コマンドラインイ
ンターフェイス（ CLI ）から、バックアップ、クローンボリュームまたは LUN を作成
し、構成ファイルをインポートできます。

すべてのコマンドおよび関連するパラメータの包括的なリストを表示するには、コマンドプロンプトで Snap
Creator を実行し、引数を指定しないでください。 /path/to/scServer_v<#>/install_path
/path/to/scServer_v<#>/snapcreator

[root@lyon scServer4.3.0]# ./snapcreator

Usage: ./snapcreator --server <IP> --port <Port> --user <User> --passwd

<Passwd> --profile <Profile> --config <Config> --action <Action> --policy

<Policy> <Optional Arguments>

Connection Information

  --server <IP|Hostname>     The IP address or hostname of the Snap

Creator server

  --port <number>            The port number of the Snap Creator server

  --user <user>              The username used for Snap Creator server

authentication

  --passwd <password>        The password used for Snap Creator server

authentication

Configuration Information

  --profile <Profile>        The profile you want to run

                             Profiles are dir's located under configs dir

                             Uses default config, unless --config is

specified

  list                       Displays all configurations known to Snap

Creator

 Workflow Actions

  --action <Action>          The action you want Snap Creator to perform

  backup                     Takes a backup using NetApp storage

technology

  ossv                       Uses OSSV to perform the backup, no primary

backup is taken

  cloneLun                   In addition to backup will clones lun(s)

                             using lun clone

  cloneVol                   In addition to backup will clones volume

                             using vol clone

  cloneDel                   Deletes vol clones outside of normal workflow
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  clone                      Performs a plug-in driven clone operation

  restore                    Enters an interactive restore menu for a

given

                             Snap Creator policy, you can choose a file or

volume restore

  backupDel                  Enters an interactive backup delete menu for

a given

                             Snap Creator policy

  backupList                 Lists all backups under Snap Creator control

  volumeList                 Lists all volumes under Snap Creator control

  cloneList                  Lists all volume clones under Snap Creator

control

  dpstatus                   Shows the snapvault/snapmirror status

  pmsetup                    Creates a Protection Manager DataSet for

given config

  arch                       Does not take backup, only performs

                             archive log management

  quiesce                    Does not take backup, only performs

                             quiesce for given application defined in

APP_NAME

  unquiesce                  Does not take backup, only performs

                             unquiesce for given application defined in

APP_NAME

  discover                   Does not take backup, only performs

                             discover for given application defined in

APP_NAME

  mount                      Clone an existing backup and provide optional

mount commands

  umount                     Clone an existing backup and provide optional

umount commands

  scdump                     Dumps logs, configs, and support information

for a given profile

                             in a zip file called scdump located under

Snap Creator root directory

  custom                     A plug-in may define a custom action

  dispatch                   Executes any Snap Creator workflow that

exists

  ...

Snap Creator の CLI 使用時に誤ったユーザ名またはパスワードを入力すると、次のエラーメッセージが表示
されます。 403 Forbidden - - - - - - - - - - ユーザ名とパスワードが正しくありません
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ワークフローアクション用の Snap Creator CLI コマンド

Command-Line Interface （ CLI ；コマンドラインインターフェイス）コマンドを使用し
て、 Graphical User Interface （ GUI ；グラフィカルユーザインターフェイス）に基づ
いて、 Snap Creator のさまざまなワークフローアクションを実行できます。

次の表に、 Snap Creator の GUI ベースのワークフローアクションを実行するための CLI コマンドを示しま
す。

ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

バックアップ バックアップコピーを作成する。プロファ
イルに関連付けられた構成ファイルに基づ
いてバックアップ処理を実行します。

snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action backup

--policy Policy

--verbose

Open Systems SnapVault のバックアップ
を作成します。Open Systems SnapVault
を使用してバックアップ処理を実行しま
す。これには Snap Creator エージェント
が必要です。Snap Creator サーバは Snap
Creator エージェントと通信し、
SnapVault の更新を実行します。プライマ
リバックアップコピーは作成されません。

snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action ossv

--policy Policy

--verbose
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ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

バックアップコピーを削除する（手動）。
既存のバックアップを手動で削除します。
この処理はメニュー方式です。

snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action backupDel

--policy Policy

--verbose

バックアップコピーを（自動的に）削除す
る snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action backupDel

--policy Policy

--verbose

--nonInteractive

--cntName controller

--volName volume

--backupName name

バックアップコピーをリストします。プラ
イマリストレージシステムとセカンダリス
トレージシステム上のSnap Creatorのバッ
クアップコピーを一覧表示します。

snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action backupList

--policy Policy

--verbose
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ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

バックアップコピーをマウント既存のバッ
クアップに対してマウント処理を実行しま
す。バックアップに基づいたボリュームク
ローンを作成し、 MOUNT_CMD コマンド
を使用して Snap Creator エージェント経
由でクローンをマウントできるようにしま
す。

snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action mount

--backupName name

--verbose

バックアップコピーをアンマウント既存の
バックアップに対してアンマウント処理を
実行します。バックアップに基づいたボリ
ュームクローンを削除し、 umount_CMD
コマンドを使用して Snap Creator エージ
ェント経由でクローンのアンマウントを可
能にします。

snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action umount

--backupName name

--verbose

バックアップ
タイプ

新しいバックアップタイプを作成します。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action backupTypeAdd

--backupTypeName name

--verbose
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ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

既存のバックアップタイプを更新する。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action backupTypeUpdate

--backupTypeId 1

--backupTypeName name

--verbose

既存のバックアップタイプを削除する
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action backupTypeDelete

--backupTypeId 1

--verbose

バックアップタイプをリスト表示します。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action backupTypeList

--verbose
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ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

クローン LUNのクローンを作成します。プライマリ
ストレージシステムがバックアップさ
れ、LUNクローンを使用してバックアップ
がクローニングされます。igroup のボリュ
ームのマッピングも処理されます。これに
は SAN 環境または iSAN 環境が必要で
す。

snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action cloneLun

--policy Policy

--verbose

ボリュームをクローニングする。プライマ
リストレージシステムがバックアップさ
れ、ボリュームクローンを使用してバック
アップがクローニングされます。igroup 、
NFS 、 CIFS のボリュームのマッピング
も処理されます。これには、 SAN 、
iSAN 、または NAS 環境が必要です。

snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action cloneVol

--policy Policy

--verbose

クローンを削除します。指定した保持ポリ
シーに基づいてクローン削除処理を実行し
ます。LUN クローンのコピーが 1 つだけ
保持されます。ボリュームクローンには、
ポリシーに関連付けられた使用方法があり
ます。

snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action cloneDel

--policy Policy

--verbose
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ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

Snap Creatorのクローンをリスト表示しま
す。指定された構成のSnap Creatorのボリ
ュームクローンを一覧表示します。

snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action cloneList

--verbose

Snap Creatorのボリュームをリストしま
す。プライマリストレージシステム上の指
定された構成のSnap Creatorのボリューム
を一覧表示します。

snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action volumeList

--verbose

構成ファイル 構成をインポートします。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action configImport

--importFile file_path

--verbose
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ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

設定をエクスポートします。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action configExport

--exportFile file_path

--verbose

グローバル構成ファイルをインポートしま
す。 snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action globalImport

--importFile file_path

--verbose

グローバル構成ファイルをエクスポートし
ます。 snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action globalExport

--ExportFile file_path

--verbose

リポジトリからグローバル構成ファイルを
削除します。 snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action globalDelete

--verbose
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ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

特定のプロファイルのグローバル構成ファ
イルをリポジトリにインポートします。 snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--action profileglobalImport

--importFile file_path

--verbose

リポジトリから特定のプロファイルのグロ
ーバル構成ファイルをエクスポートしま
す。

snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--action profileglobalExport

--exportFile file_path

--verbose

リポジトリから特定のプロファイルのグロ
ーバル構成を削除します。 snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--action profileglobalDelete

--verbose
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ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

プロファイル内の古い構成ファイルをアッ
プグレードします。新しく導入されたパラ
メータを古い構成ファイルに追加します。
このコマンドを実行する前に、プロファイ
ルフォルダを指定して
scServer/engine/configs フォルダに古い構
成ファイルをすべてコピーする必要があり
ます。

snapcreator

--server IP

--port port

--user userid

--passwd password

--upgradeConfigs

--profile profile_name

--verbose

ジョブ すべてのジョブとそのステータスを一覧表
示します。 snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action jobStatus

--verbose

ポリシー 新しいローカルポリシーを追加します。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action policyAdd

--schedId 1

--backupTypeId 1

--policyType local

--policyName testPolicy

--primaryCount 7

--primaryAge 0

--verbose
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ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

新しい SnapMirror ポリシーを追加しま
す。 snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action policyAdd

--schedId 1

--backupTypeId 1

--policyType snapmirror

--policyName testPolicy

--primaryCount 7

--primaryAge 0

--verbose

新しい SnapVault ポリシーを追加しま
す。 snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action policyAdd

--schedId 1

--backupTypeId 1

--policyType snapvault

--policyName testPolicy

--primaryCount 7

--primaryAge 0

--secondaryCount 30

--secondaryAge 0

--verbose
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ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

SnapMirror ポリシーを更新します。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action policyUpdate

--policyId 1

--schedId 1

--backupTypeId 1

--policyType snapmirror

--policyName testPolicy

--primaryCount 7

--primaryAge 0

--verbose

SnapVault ポリシーを更新する。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action policyUpdate

--policyId 1

--schedId 1

--backupTypeId 1

--policyType snapvault

--policyName testPolicy

--primaryCount 7

--primaryAge 0

--secondaryCount 30

--secondaryAge 0

--verbose
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ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

ポリシーを削除する。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action policyDelete

--policyId 1

--verbose

すべてのポリシーをリスト表示します。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action policyList

--verbose

特定のポリシーに関する詳細情報を表示し
ます。 snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action policyDetails

--policyId 1

--verbose

ポリシーをプロファイルに割り当てます。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--action policyAssignToProfile

--policies testPolicy

--verbose
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ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

プロファイルに対するポリシーの割り当て
を元に戻します。 snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--action

policyUnassignFromProfile

--verbose

プロファイルに割り当てられているすべて
のポリシーを一覧表示します。 snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--action policyListForProfile

--verbose

ポリシースケ
ジュール

毎時ポリシースケジュールを作成します。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action policySchedAdd

--schedName HourlyBackup

--schedFreqId 2

--schedActionId 1

--schedMin minute

--schedActive true

--verbose
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ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

日次ポリシースケジュールを作成します。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action policySchedAdd

--schedName DailyBackup

--schedFreqId 3

--schedActionId 1

--schedHour hour

--schedMin minute

--schedActive true

--verbose

週次ポリシースケジュールを作成します。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action policySchedAdd

--schedName WeeklyBackup

--schedFreqId 4

--schedActionId 1

--schedDayOfWeek day_of_week

--schedHour hour

--schedMin minute

--schedActive true

--verbose
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ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

cron ポリシースケジュールを作成しま
す。 snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action policySchedAdd

--schedName CronBackup

--schedFreqId 5

--schedActionId 1

--schedCron '0 0/5 14,18 * *

?'

--schedActive true

--verbose

ポリシーの毎時スケジュールを更新しま
す。 snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action policySchedUpdate

--schedId 1

--schedName HourlyBackup

--schedFreqId 2

--schedActionId 1

--schedMin minute

--schedActive true

--verbose
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ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

日次ポリシースケジュールを更新する。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action policySchedUpdate

--schedId 1

--schedName DailyBackup

--schedFreqId 3

--schedActionId 1

--schedHour hour

--schedMin minute

--schedActive true

--verbose

週次ポリシーのスケジュールを更新する。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action policySchedUpdate

--schedId 1

--schedName WeeklyBackup

--schedFreqId 4

--schedActionId 1

--schedDayOfWeek day_of_week

--schedHour hour

--schedMin minute

--schedActive true

--verbose

181



ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

cron ポリシースケジュールを更新してく
ださい。 snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action policySchedUpdate

--schedId 1

--schedName CronBackup

--schedFreqId 5

--schedActionId 1

--schedCron '0 0/5 14,18 * *

?'

--schedActive true

--verbose

ポリシースケジュールを削除する。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action policySchedDelete

--schedId 1

--verbose

ポリシーのスケジュールをリストします。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action policySchedList

--verbose
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ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

ポリシースケジュールに関する追加情報を
表示します。 snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action policySchedDetails

--schedId 1

--verbose

プロファイル 新しいプロファイルを作成します。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--action profileCreate

--verbose

プロファイルを削除します。*注：*プロフ
ァイル内の構成ファイルも削除されます。 snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--action profileDelete

--verbose
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ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

リストア 対話型のリストアを実行します。指定され
たポリシーに対し、対話型のファイルリス
トア処理または対話型のボリュームリスト
ア処理を実行します。

snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action restore

--policy Policy

--verbose

非対話型のボリュームリストアを実行しま
す。非対話型のボリュームリストアを実行
します。

snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action restore

--policy Policy

--verbose

--nonInteractive

--cntName controller

--volName volume

--backupName name
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ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

非対話型のファイルリストアを実行しま
す。非対話型のファイルリストアを実行し
ます。

snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action restore

--policy Policy

--verbose

--nonInteractive

--cntName controller

--volName volume

--backupName name

--fileNames

file_path1,file_path2,etc.

スケジュール 新しい毎時スケジュールを作成します。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action schedCreate

--policy Policy

--schedName HourlyBackup

--schedFreqId 2

--schedActionId 1

--schedMin minute

--schedActive true

--schedStartDate date

--verbose
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ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

新しい日次スケジュールを作成します。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action schedCreate

--policy Policy

--schedName DailyBackup

--schedFreqId 3

--schedActionId 1

--schedHour hour

--schedMin minute

--schedActive true

--schedStartDate date

--verbose

新しい週次スケジュールを作成します。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action schedCreate

--policy Policy

--schedName WeeklyBackup

--schedFreqId 4

--schedActionId 1

--schedDayOfWeek day_of_week

--schedHour hour

--schedMin minute

--schedActive true

--schedStartDate date

--verbose
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ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

新しい cron スケジュールを作成します。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action schedCreate

--policy Policy

--schedName CronBackup

--schedFreqId 5

--schedActionId 1

--schedCron "0 0/5 14,18 * *

?"

--schedActive true

--schedStartDate date

--verbose

スケジュールを実行します。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action schedRun

--schedId 1

--verbose

スケジュールを削除します
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action schedDelete

--schedId 10

--verbose
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ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

毎時スケジュールを更新します。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action schedUpdate

--policy Policy

--schedName HourlyBackup

--schedFreqId 2

--schedId 1

--schedActionId 1

--schedMin minute

--schedActive true

--schedStartDate date

--verbose

日次スケジュールを更新してください。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action schedUpdate

--policy Policy

--schedName DailyBackup

--schedFreqId 3

--schedId 1

--schedActionId 1

--schedHour hour

--schedMin minute

--schedActive true

--schedStartDate date

--verbose
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ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

週次スケジュールを更新します。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action schedUpdate

--policy Policy

--schedName WeeklyBackup

--schedFreqId 4

--schedId 1

--schedActionId 1

--schedDayOfWeek day_of_week

--schedHour hour

--schedMin minute

--schedActive true

--schedStartDate date

--verbose

cron スケジュールを更新してください。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action schedUpdate

--policy Policy

--schedName CronBackup

--schedFreqId 5

--schedId 1

--schedActionId 1

--schedCron "0 0/5 14,18 * *

?"

--schedActive true

--schedStartDate date

--verbose
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ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

すべてのスケジュールを一覧表示します。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action schedList

--verbose

サポートされているスケジューラ操作をリ
ストします snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action schedActionList

--verbose

サポートされているスケジューラ頻度をリ
ストします snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action schedFreqList

--verbose

スケジュール ID の詳細を表示します。
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action schedDetails

--schedId 1

--verbose
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ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

scdump scdump ファイルを作成します。このファ
イルは、 Snap Creator の root ディレクト
リにある scdump という名前の .zip ファ
イルに、特定のプロファイルに関するロ
グ、構成ファイル、サポート情報をダンプ
します。

snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

-- profile Profile

--config Config

--action scdump

--policy Policy

--verbose

Snap Creator
サーバおよび
エージェント

Snap Creator サーバで認識されているす
べてのエージェントのステータスを一覧表
示します。

snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action agentStatus

--verbose

Snap Creator サーバに ping を実行しま
す。 snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action pingServer

--verbose

Snap Creator エージェントに ping を実行
します。 snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action pingAgent

--agentName host_name

--agentPort port

--verbose
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ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

Archive サービ
スの略

構成ファイルの設定に従ってアーカイブロ
グ管理を実行します。この処理には Snap
Creator エージェントが必要です。

snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action arch

--verbose

データ保護機
能

特定の構成に対して NetApp Management
Console のデータ保護機能データセットを
設定します。

snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action pmsetup

--verbose

コントローラの SnapVault 関係と
SnapMirror 関係のデータ保護ステータス
を表示します。SnapVault または
SnapMirror が設定されていない場合、結
果は表示されません。

snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action dpstatus

--verbose
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ワークフロー
領域

アクション / 説明 コマンドおよび関連するパラメータ

休止または休
止解除

特定のアプリケーションに対して休止処理
を実行します。この処理には Snap
Creator エージェントが必要です。

snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action quiesce

--verbose

指定されたアプリケーションに対して休止
解除処理を実行します。この処理には
Snap Creator エージェントが必要です。

snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action unquiesce

--verbose

調査 特定のアプリケーションの検出を実行しま
す。この処理には Snap Creator エージェ
ントが必要です。

snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--config Config

--action discover

--verbose

Snap Creator ユーザのアクセス管理に使用するコマンドです

CLI コマンドを使用して、 Snap Creator の RBAC 操作を実行できます。

次の表に、 Snap Creator の GUI ベースの RBAC 操作に相当するコマンドラインを示します。
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RBAC エリア アクション コマンドおよび関連するパラメー
タ

ユーザ 新しいユーザを作成します
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action userAdd

--username user_name

--userPwd user_passwd

--verbose

ユーザを削除します
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action userDelete

--username user_name

--verbose

すべてのユーザをリストします
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action userList

--verbose

特定のロールに割り当てられてい
るすべてのユーザをリストします snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action

userListAssigned

--roleName role_name

--verbose
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RBAC エリア アクション コマンドおよび関連するパラメー
タ

プロファイルが割り当てられてい
るすべてのユーザをリスト表示し
ます

snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--action

userListForProfile

--verbose

ロール 新しいロールを作成します
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action roleAdd

--roleName role_name

--roleDesc

role_description

--verbose

ロールを削除します
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action roleDelete

--roleName role_name

--verbose

195



RBAC エリア アクション コマンドおよび関連するパラメー
タ

ユーザにロールを割り当てます
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action roleAssign

--userName user_name

--roleName role_name

--verbose

ユーザからロールの割り当てを解
除します snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action roleUnassign

--userName user_name

--roleName role_name

--verbose

ユーザに割り当てられているロー
ルをすべてリストします snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action

roleListAssigned

--userName user_name

--verbose
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RBAC エリア アクション コマンドおよび関連するパラメー
タ

権限 新しい権限を作成します
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action permAdd

--permName

permission_name

--permDesc

permission_descriptio

n

--verbose

権限を削除します
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action permDelete

--permName

permission_name

--verbose

ユーザに権限を割り当てます
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action permAssign

--permName

permission_name

--roleName role_name

--verbose
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RBAC エリア アクション コマンドおよび関連するパラメー
タ

ユーザへの権限の割り当てを解除
します snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action

permUnaspermission_na

mesign

--permName

--roleName role_name

--verbose

すべての権限を一覧表示します
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action permList

--verbose

ロールに割り当てられているすべ
ての権限をリストします snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action

permListAssigned

--roleName role_name

--verbose
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RBAC エリア アクション コマンドおよび関連するパラメー
タ

処理 権限に処理を割り当てます
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action opAssign

--opName

operation_name

--permName

permission_name

--verbose

権限から処理の割り当てを解除し
ます。 snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action opUnassign

--opName

operation_name

--permName

permission_name

--verbose

すべての処理をリスト表示します
snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action opList

--verbose
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RBAC エリア アクション コマンドおよび関連するパラメー
タ

権限に割り当てられているすべて
の処理を一覧表示します snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action

opListAssigned

--permName

permission_name

--verbose

プロファイル ユーザにプロファイルを割り当て
ます。 snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--action

profileAssign

--userName user_name

--verbose

ユーザーからプロファイルの割り
当てを解除します snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--profile Profile

--action

profileUnassign

--userName user_name

--verbose
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RBAC エリア アクション コマンドおよび関連するパラメー
タ

ユーザに割り当てられているすべ
てのプロファイルを一覧表示しま
す

snapcreator

--server IP

--port Port

--user User

--passwd Password

--action

profileListForUser

--userName user_name

--verbose
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権利の制限について：政府による使用、複製、開示は、DFARS 252.227-7013（2014年2月）およびFAR
5252.227-19（2007年12月）のRights in Technical Data -Noncommercial Items（技術データ - 非商用品目に関
する諸権利）条項の(b)(3)項、に規定された制限が適用されます。

本書に含まれるデータは商用製品および / または商用サービス（FAR 2.101の定義に基づく）に関係し、デー
タの所有権はNetApp, Inc.にあります。本契約に基づき提供されるすべてのネットアップの技術データおよび
コンピュータ ソフトウェアは、商用目的であり、私費のみで開発されたものです。米国政府は本データに対
し、非独占的かつ移転およびサブライセンス不可で、全世界を対象とする取り消し不能の制限付き使用権を有
し、本データの提供の根拠となった米国政府契約に関連し、当該契約の裏付けとする場合にのみ本データを使
用できます。前述の場合を除き、NetApp, Inc.の書面による許可を事前に得ることなく、本データを使用、開
示、転載、改変するほか、上演または展示することはできません。国防総省にかかる米国政府のデータ使用権
については、DFARS 252.227-7015(b)項（2014年2月）で定められた権利のみが認められます。

商標に関する情報

NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。
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